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1

あ
ゆ
み
の
発
刊
に
よ
せ
て

天
竜
厚
生
会
が
、
天
竜
川
を
見
下
ろ
す
高
台
の
地
に
事
業
を
創
設
し
て
以
来
七
〇
年
が

過
ぎ
た
。
た
っ
た
「
※
七
人
の
同
志
」
が
立
ち
上
が
り
、
コ
ロ
ニ
ー
建
設
を
目
指
し
た
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
っ
た
。
彼
ら
の
熱
い
思
い
は
、
家
族
を
巻
き
込
み
、
多
く
の
支
援
者
を
得
て
、

今
日
の
天
竜
厚
生
会
の
礎
を
築
い
た
。

大
き
く
成
長
し
た
天
竜
厚
生
会
に
対
し
、
多
く
の
人
々
が
「
な
ぜ
こ
ん
な
に
規
模
を
拡
大
し

て
き
た
の
か
。」
と
尋
ね
た
。
当
時
の
山
村
三
郎
常
務
理
事
は
そ
の
都
度
、「
困
っ
て
い
る
人
々

を
何
と
か
し
た
い
。
血
が
騒
ぐ
の
だ
。
失
う
も
の
が
何
も
な
か
っ
た
か
ら
、
財
産
も
地
縁
も
何

も
な
か
っ
た
か
ら
頑
張
っ
て
こ
れ
た
。」
と
答
え
て
い
た
。
目
の
前
の
困
っ
て
い
る
人
を
何
と

か
し
た
い
、
そ
の
思
い
を
一
つ
ひ
と
つ
実
現
し
て
き
た
結
果
が
今
日
の
天
竜
厚
生
会
で
あ
る
。

昔
の
書
類
を
紐
解
く
と
、
天
竜
厚
生
会
の
未
来
図
が
幾
重
に
も
描
か
れ
、
そ
の
実
現
の
た
め

行
政
に
宛
て
た
多
く
の
要
望
書
が
残
っ
て
い
る
。
重
度
の
障
が
い
を
持
つ
人
々
の
楽
園
を
作
り
た

い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を
作
り
た
い
と
、
こ
の
未
来
図
に
は
、
重
度
障
が
い
者
の

施
設
を
始
め
、
診
療
所
、
総
合
セ
ン
タ
ー
、
家
族
宿
泊
施
設
等
が
描
か
れ
て
お
り
、
ご
利
用
者

本
人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の
思
い
を
も
組
み
込
ん
だ
図
で
あ
る
。
こ
の
地
を
福
祉
の
街
に
し
た

い
と
い
う
強
い
思
い
を
形
と
し
た
要
望
書
に
あ
る
計
画
の
多
く
は
、
今
回
の
あ
ゆ
み
に
記
さ
れ

天
竜
厚
生
会
第
六
代
理
事
長
　
　
山
本
た
つ
子
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2

た
平
成
二
三
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
を
含
め
た
七
〇
年
の
と
き
を
経
て
現
実

の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

今
を
生
き
る
我
々
に
は
計
り
知
れ
な
い
苦
労
や
涙
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
が
、

残
念
な
が
ら
当
時
の
こ
と
を
知
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
て
い
る
。
天
竜
厚
生
会
の

軌
跡
は
先
人
た
ち
が
理
念
を
体
現
し
て
き
た
証
で
、
こ
れ
を
風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
後
世

に
伝
え
る
こ
と
は
今
を
生
き
る
我
々
の
使
命
で
あ
る
。
こ
の
記
録
が
こ
れ
か
ら
を
歩
む
者

へ
の
道
し
る
べ
と
な
り
、
天
竜
厚
生
会
の
職
員
が
天
竜
厚
生
会
の
軌
跡
と
そ
の
理
念
を
改

め
て
誇
り
に
思
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

※�

従
来
よ
り
天
竜
厚
生
会
の
創
設
に
関
わ
っ
た
同
志
を
「
八
人
」
と
明
記
し

て
き
ま
し
た
が
、改
め
て
史
実
を
繙ひ
も
とい
た
結
果「
七
人
」と
判
断
し
ま
し
た
。
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4

概
要

　
　平
成
二
三
年
度
～
令
和
元
年
度

天
竜
厚
生
会
の
あ
ゆ
み
の
記
録
は
、
昭
和
五
五
年
に
三
〇
周
年
記
念
誌
を
写
真
集
と
い
う
形
態
で
発

刊
し
、
そ
の
後
平
成
二
年
に
は
、
後
世
に
残
す
べ
き
創
設
か
ら
四
〇
年
間
の
史
実
が
記
さ
れ
た
資
料
や
多

く
の
先
輩
及
び
職
員
の
記
憶
を
頼
り
に
掘
り
起
し
、
文
章
を
ま
と
め
編
集
し
た
。
ま
た
、
平
成
一
三
年
に

発
刊
し
た
五
〇
周
年
記
念
誌
は
、
四
〇
周
年
に
記
載
し
た
全
内
容
を
一
部
、
そ
の
後
の
一
〇
年
（
平
成
三

年
～
平
成
一
二
年
）
を
一
部
同
様
に
文
章
と
し
て
ま
と
め
、
二
部
構
成
に
て
組
み
合
わ
せ
「
天
竜
厚
生
会

五
〇
年
の
あ
ゆ
み
」
と
し
て
発
刊
し
た
。
さ
ら
に
平
成
一
三
年
か
ら
の
一
〇
年
間
の
記
録
を
「
天
竜
厚
生

会
の
あ
ゆ
み
（
平
成
一
三
年
～
平
成
二
二
年
）」
と
し
、
六
〇
周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
60
年
の
足
跡
」
を
添

え
て
発
刊
し
た
。本
冊
は
、過
去
の
六
〇
年
の
記
録
に
引
き
続
き
、こ
の
一
〇
年
を
総
括
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
年
の
時
勢
を
背
景
と
し
て
、
高
齢
・
障
が
い
・
子
育
て
部
門
い
ず
れ
に
お
い
て
も
民
間
事
業
所
が

台
頭
し
、
競
争
が
一
層
激
し
く
な
る
な
か
、
福
祉
の
質
が
問
わ
れ
る
と
と
も
に
社
会
福
祉
法
人
の
有
り

様
が
注
視
さ
れ
た
。
特
に
平
成
二
九
年
の
社
会
福
祉
法
の
改
正
で
は
、
さ
ら
な
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

が
叫
ば
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
公
益
的
活
動
が
求
め
ら
れ
た
。
併
せ
て
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
使
命

の
一
端
に
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
役
割
も
加
え
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
状
況
に
対
応
す
べ
く
、
改
め
て
社
会
福
祉
と
は
何
か
、
天
竜
厚
生

会
は
何
を
す
べ
き
か
、
そ
し
て
我
々
職
員
は
ど
う
在
る
べ
き
か
へ
の
答
え
を
全
職
員
が
共
有
す
る
た

め
、
法
人
創
立
の
原
点
に
立
ち
帰
る
こ
と
と
し
て
「
私
た
ち
の
法
人
天
竜
厚
生
会
（
人
材
育
成
必
携
）」

を
作
成
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
基
本
理
念
に
集
約
さ
れ
た
先
達
の
思
い
を
受
け
と
め
、
我
々
職
員
が
ど
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う
在
る
べ
き
か
、
ど
う
成
長
を
成
す
べ
き
か
も
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

一
〇
年
間
に
取
り
組
ん
だ
具
体
的
事
業
の
う
ち
、
ハ
ー
ド
面
で
は
老
朽
化
等
に
伴
う
必
要
な
改
築
を

行
う
と
と
も
に
、
近
年
増
え
続
け
る
女
性
の
社
会
進
出
を
背
景
に
、
保
育
所
に
入
れ
な
い
児
童
（
待
機

児
童
）
対
策
が
求
め
ら
れ
た
行
政
か
ら
の
要
請
を
受
け
、
四
ヶ
所
の
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育
所
を
新
設

し
た
。
ソ
フ
ト
面
で
は
各
法
改
正
に
準
拠
し
て
従
来
か
ら
の
支
援
内
容
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
と
と

も
に
、
障
が
い
者
を
始
め
福
祉
の
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
へ
の
就
労
支
援
の
拡
大
に
も
取
り
組
ん

だ
。
こ
れ
以
外
に
も
時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ
く
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
予
測
さ
れ
る
大
震
災
等

へ
の
対
応
を
目
的
と
し
て
地
域
連
携
で
築
い
た
「
み
ゅ
う
の
丘
協
議
会
」
の
発
足
や
Ｓ
Ｖ
Ａ
（
シ
ャ
ン

テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
）
の
協
力
依
頼
に
も
と
づ
き
、当
法
人
が
永
年
築
き
上
げ
て
き
た
「
保
育
」

を
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に
提
供
す
る
事
業
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
労
働
人
口
の
減
少
と
い
う
社
会
問
題
へ
の
対
応
も
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
介
護
人
材
が
将
来
に
わ

た
り
数
十
万
人
規
模
で
不
足
す
る
と
の
推
計
は
「
福
祉
は
人
な
り
」
と
す
る
当
法
人
の
事
業
の
根
幹
に
触

れ
る
重
大
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
対
応
を
図
っ
た
。
具
体
的
に
は
現
役
職
員
の
処
遇
改
善
と
新
任
職
員
確

保
の
た
め
の
制
度
改
変
、
そ
し
て
外
国
人
材
の
採
用
で
あ
る
。
外
国
人
採
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
予
測
さ

れ
る
在
日
外
国
人
の
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
要
介
護
状
態
と
な
っ
た
外
国
人
を
同
郷
人
が
支
え
る
べ
く
、

そ
の
育
成
を
施
設
で
の
介
護
技
術
習
得
で
図
る
も
の
で
も
あ
る
。
ま
た
、
国
策
で
あ
る
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連

携
協
定
）
の
受
け
入
れ
も
開
始
し
て
い
る
。

こ
の
一
〇
年
を
大
概
す
れ
ば
、
社
会
福
祉
及
び
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
な
か
で
、
改

め
て
そ
の
存
在
意
義
を
確
立
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
さ
せ
る
た
め
の
事
業
を
推
進
し
た
と
い
え
る
。

こ
の
一
〇
年
間
に
実
施
し
た
主
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
次
頁
よ
り
項
目
ご
と
に
記
述
し
て
い
く
。
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平
成
二
三
年
度
～
令
和
元
年
度
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法
人
の
体
制
整
備

一
　
経
営
管
理
へ
の
取
り
組
み

（
一
）
中
期
経
営
計
画
の
策
定

法
人
の
将
来
に
わ
た
る
健
全
経
営
と
変
動
す
る
社
会
福
祉
制
度
へ
の
対
応
の
た
め
、
平
成
一
四
年
度
か
ら

平
成
二
三
年
度
ま
で
の
一
〇
年
間
の
計
画
を
「
中
長
期
計
画
」
と
し
て
策
定
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
策
定
か

ら
僅
か
四
年
、
民
間
企
業
と
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
論
と
国
及
び
自
治
体
の
財
政
難
に
よ
り
福
祉
制
度

が
大
き
く
転
換
し
た
。
こ
の
た
め
、
第
一
期
中
長
期
計
画
の
後
半
部
分
に
つ
い
て
根
本
的
に
見
直
す
必
要
に

迫
ら
れ
、
平
成
一
八
年
に
「
第
二
期
中
長
期
計
画
（
平
成
一
八
年
度
か
ら
平
成
二
三
年
度
）」
と
し
て
再
策

定
し
た
。

平
成
二
一
年
に
は
、
福
祉
ニ
ー
ズ
の
変
化
や
制
度
改
正
等
に
対
応
す
べ
く
、
五
年
単
位
の
施
策
を
経
営
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
協
力
を
得
て
「
中
期
経
営
計
画
（
平
成
二
一
年
度
か
ら
平
成
二
五
年
度
）」
を
策
定
し
た
。

ま
た
、「
中
期
経
営
計
画（
平
成
二
四
年
度
か
ら
平
成
二
八
年
度
）」か
ら
は
、取
り
組
む
べ
き
経
営
課
題
を「
基

本
領
域
」
と
し
て
四
つ
（
ご
利
用
者
、
地
域
、
人
材
、
経
営
管
理
）
に
分
類
し
た
。
併
せ
て
、
今
ま
で
法
人

一
元
で
設
定
し
て
い
た
具
体
的
施
策
を
部
門
共
通
、
ラ
イ
ン
部
門
、
ス
タ
ッ
フ
部
門
に
分
け
る
と
と
も
に
、

三
五
年
後
ま
で
の
中
長
期
資
金
計
画
を
作
成
し
た
。
さ
ら
に
、
近
年
の
環
境
の
急
激
な
変
化
に
対
応
す
べ
く

先
が
見
え
や
す
い
三
年
間
の
中
期
計
画
と
し
て
、「
中
期
経
営
計
画
（
平
成
二
八
年
度
か
ら
平
成
三
〇
年
度
）」

を
策
定
し
た
。
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現
在
は
、「
中
期
経
営
計
画
（
二
〇
一
九
年
度
か
ら
二
〇
二
一
年
度
）」
を
策
定
し
、
新
た
な
課
題
と
法
人

の
未
来
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

（
二
）
新
た
な
会
計
基
準
へ
の
移
行

平
成
一
二
年
の
介
護
保
険
制
度
開
始
に
伴
い
制
定
さ
れ
た
社
会
福
祉
法
人
会
計
基
準
に
つ
い
て
、
当
時
は

本
基
準
以
外
に
法
人
が
実
施
す
る
事
業
種
別
ご
と
に
複
数
の
会
計
ル
ー
ル
の
併
存
が
容
認
さ
れ
て
い
た
。
具

体
例
と
し
て
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
等
会
計
処
理
等
取
扱
指
導
指
針
、
授
産
施
設
会
計
基
準
、
病
院
会
計

準
則
、
企
業
会
計
原
則
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
基
準
間
で
は
勘
定
科
目
体
系
や
計
算
書
類
の
構
成
が

異
な
る
た
め
、
法
人
全
体
の
財
務
状
況
の
把
握
が
困
難
な
状
況
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
新
た
に
制
定
さ

れ
た
会
計
基
準
（
以
下
、
新
会
計
基
準
）
で
は
、
法
人
全
体
の
財
務
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
経
営
分
析
を
可

能
に
す
る
と
と
も
に
、
外
部
へ
の
情
報
公
開
に
も
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
二
七
年
度
完
全
移
行
を

期
限
と
し
て
一
元
化
が
図
ら
れ
た
。
新
会
計
基
準
は
、
事
業
種
別
に
関
わ
ら
ず
全
て
が
対
象
で
あ
る
た
め
、

法
人
全
体
の
財
務
状
況
の
把
握
が
容
易
な
も
の
と
な
っ
た
他
、
内
部
取
引
相
殺
消
去
、
一
年
基
準
、
リ
ー
ス

会
計
等
の
新
た
な
会
計
手
法
が
導
入
さ
れ
た
点
も
特
徴
的
で
あ
り
、
よ
り
健
全
経
営
の
意
識
が
高
ま
っ
た
会

計
基
準
と
い
え
る
。

当
法
人
は
平
成
二
六
年
度
か
ら
新
会
計
基
準
へ
移
行
し
た
が
、
そ
こ
へ
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
課
題
が

あ
っ
た
。
新
会
計
基
準
の
詳
細
情
報
収
集
や
共
有
化
の
た
め
の
勉
強
会
を
行
い
、
問
題
点
は
当
法
人
の
顧
問

で
あ
る
公
認
会
計
士
の
助
言
を
も
と
に
随
時
解
決
し
て
い
っ
た
。
移
行
に
伴
う
経
理
規
程
の
改
定
で
は
、
モ

P007-052_法人の体制整備.indd   8 2021/02/15   9:46

9

デ
ル
経
理
規
程
を
参
考
に
当
法
人
の
実
態
に
適
し
た
条
文
を
策
定
し
た
。
ま
た
、
提
供
し
て
い
る
事
業
の
根

拠
法
や
所
在
地
等
の
要
因
か
ら
、
財
務
状
況
の
集
計
単
位
の
基
準
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
区
分
や
拠
点
の
編
成
を

行
っ
た
。
新
会
計
基
準
に
対
応
し
た
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
お
い
て
は
、
現
状
で
確
保
さ
れ
て
い
る
資
金

管
理
上
の
安
全
性
が
損
な
わ
れ
ぬ
よ
う
、
追
加
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

新
会
計
基
準
に
則
し
た
会
計
処
理
が
社
会
福
祉
法
人
全
体
の
経
営
分
析
に
繋
が
り
、
健
全
な
経
営
を
維
持

す
る
た
め
の
判
断
に
資
す
る
よ
う
、
施
行
後
の
一
部
改
正
に
対
応
し
つ
つ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

二
　
組
織
の
変
遷

天
竜
厚
生
会
で
は
、
法
人
と
し
て
よ
り
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
運
営
を
行
う
た
め
、
組
織
の
見
直
し
を
図
っ

て
き
た
。
平
成
二
五
年
度
に
は
、
本
部
機
能
を
強
化
す
る
た
め
経
営
企
画
部
を
財
務
部
経
営
企
画
課
と
し
、
ま

た
建
物
、
設
備
や
情
報
の
管
理
を
所
管
す
る
管
理
部
を
新
設
し
た
。
平
成
二
六
年
度
に
は
、
地
域
で
の
高
齢
者

向
け
の
医
療
体
制
や
医
療
と
介
護
の
連
携
支
援
へ
の
一
層
の
貢
献
を
目
指
し
て
、
医
療
保
健
事
業
部
を
地
域

医
療
介
護
連
携
事
業
部
へ
と
名
称
変
更
し
、
そ
の
所
管
に
居
宅
介
護
支
援
事
業
、
訪
問
介
護
事
業
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
事
業
等
の
訪
問
型
事
業
を
加
え
た
。

平
成
三
〇
年
度
に
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
や
地
域
共
生
社
会
の
実
現
と
、
福
祉
を
含
め
た
生
活
課

題
を
「
地
域
」
全
体
で
考
え
る
時
流
と
加
速
し
続
け
る
社
会
変
化
に
も
法
人
と
し
て
迅
速
な
意
思
決
定
と
柔

軟
な
行
動
を
可
能
と
す
る
た
め
、
九
部
一
一
課
か
ら
六
部
一
一
課
の
体
制
へ
と
組
織
を
再
編
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
に
向
け
て
法
人
の
持
つ
機
能
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
多
様
に
発
揮
し
、
ま
た
地
域
と
と
も
に
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新
た
な
支
援
や
活
動
を
創
出
す
る
等
、
い
つ
で
も
適
切
な
対
応
が

で
き
る
体
制
を
整
え
た
。
引
き
続
き
、
社
会
福
祉
法
が
目
的
と
す

る
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
利
益
の
保
護
及
び
地
域
に
お
け
る

社
会
福
祉
の
推
進
」
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
三
〇
年
度
再
編
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
ス
タ
ッ
フ
部
門
は
四
部
を
三
部
と
し
た
。
総
務
部
、
監
査
指
導
部

は
従
来
ど
お
り
と
し
、
管
理
部
は
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
の
管
理
一
元

化
と
一
層
の
効
率
化
を
目
的
と
し
て
管
理
課
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
の

二
課
を
設
備
情
報
管
理
課
の
一
課
と
し
て
財
務
部
に
統
合
し
た
。

②
ラ
イ
ン
部
門
は
五
事
業
部
を
三
事
業
部
と
し
た
。
高
齢
者
支
援
事

業
部
、
障
が
い
者
支
援
事
業
部
、
地
域
医
療
介
護
連
携
事
業
部
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
、
子
育
て
支
援
事
業
部
に
つ
い
て
、
支
援
対
象

者
を
改
め
て
生
活
の
場
で
捉
え
支
援
す
る
観
点
で
区
分
け
し
、
施
設

サ
ー
ビ
ス
事
業
部
、
地
域
福
祉
事
業
部
、
子
育
て
支
援
事
業
部
に

再
編
し
た
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
事
業
部
は
、
施
設
入
所
・
通
所
事
業

を
所
管
す
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
課
と
三
診
療
所
を
所
管
す
る
健
康
医

療
課
の
二
課
と
し
た
。
地
域
福
祉
事
業
部
は
、
訪
問
・
相
談
事
業

と
生
活
困
窮
者
等
の
新
た
な
地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
全
般
へ
の
支
援
を
所
管
す
る
地
域
福
祉
課
、
研
修
セ
ン
タ
ー

評議員会

理事会監事

会計監査人 理事長

副理事長

常務理事

監査指導部 室進推スルヘルタンメ課導指査監

施設サービス事業部 地域福祉事業部

子
育
て
支
援
課

子育て支援事業部 総務部

施
設
サ

ビ
ス
課

健
康
医
療
課

地
域
福
祉
課

福
祉
サ

ビ
ス
課

給
食
事
業
課

財務部

総
務
課

会
計
課

経
営
企
画
課

設
備
情
報
管
理
課

組織図抜粋(令和2年4月1日現在)
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及
び
法
人
全
体
行
事
を
所
管
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
、
給
食
業
務
全
般
を
所
管
す
る
給
食
事
業
課
の
三
課
と

し
た
。
子
育
て
支
援
事
業
部
は
、
従
来
同
様
子
育
て
支
援
課
一
課
と
し
、
そ
れ
ま
で
障
が
い
者
支
援
事
業
部

が
担
当
し
て
い
た
障
が
い
児
通
所
事
業
を
移
管
し
、
全
て
の
子
育
て
事
業
を
一
元
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

③
各
課
に
は
専
任
課
長
を
配
し
、
課
内
の
統
率
及
び
法
人
内
外
の
連
携
、
協
働
を
強
化
し
た
。

三
　
職
員
の
資
質
向
上
と
人
材
育
成

（
一
）
天
竜
厚
生
会
職
員
行
動
指
針
の
策
定

平
成
二
三
年
、
当
法
人
事
業
に
従
事
す
る
職
員
の
在
る
べ
き
姿
、

職
員
が
目
指
す
べ
き
姿
を
「
職
員
行
動
指
針
」
と
し
て
策
定
し
た
。

既
に
平
成
一
三
年
に
は
、
当
法
人
創
設
以
来
培
っ
て
き
た
基
本
的
な

精
神
を
「
基
本
理
念
」、業
務
を
遂
行
す
る
上
で
の
心
構
え
を
「
ス
ロ
ー

ガ
ン
」
と
し
て
職
員
の
意
識
統
一
を
図
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
組
織

が
大
き
く
な
り
職
員
が
増
え
る
中
で
、
全
職
員
が
よ
り
一
体
化
す
る

た
め
に
は
、
職
員
が
取
り
組
む
べ
き
行
動
を
よ
り
具
体
的
に
示
す
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
声
が
あ
が
り
、
平
成
二
一
年
度
か
ら
中

堅
職
員
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
検
討
を
開
始
し
た
。
当

初
、
倫
理
要
綱
を
想
定
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
協
議
が
進
む
な
か
、

①
職
員
が
意
識
し
て
実
践
に
結
び
付
け
ら
れ
る
も
の
に
す
べ
き
で
は

携帯用ミニパンフレット
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な
い
か
、
②
天
竜
厚
生
会
職
員
と
し
て
在
る
べ
き
姿
、
在
り
た
い
姿
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
、
③
職
員
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
、
等
の
議
論
の
結
果
、
具
体
的
な
行
動
を
示
す
指
針
の
作
成
へ
と
方
針
を
変

更
し
、「
職
員
行
動
指
針
」
が
策
定
さ
れ
た
。

ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
を
作
成
し
て
も
職
員
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
と
の
観
点
か
ら
、

基
本
理
念
を
遂
行
す
る
う
え
で
の
心
構
え
と
し
て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
示
し
た
文
言
の
ひ
と
言
ひ
と
言
に
、
職

員
の
在
る
べ
き
姿
、
目
指
す
べ
き
姿
、
職
員
が
常
に
意
識
し
努
め
る
べ
き
行
動
を
明
記
す
る
も
の
と
し
た
。

こ
う
し
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
提
案
さ
れ
た
内
容
に
対
し
、
部
長
会
議
で
必
要
な
修
正
が
加
え
ら
れ
、
平
成

二
三
年
一
〇
月
に
発
刊
し
た
機
関
誌
「
あ
か
ま
つ
」
一
二
一
号
で
職
員
に
周
知
が
図
ら
れ
た
。
同
時
に
、
携

帯
で
き
る
大
き
さ
の
ミ
ニ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
全
職
員
に
配
布
し
て
い
る
。

（
二
）
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
の
構
築

天
竜
厚
生
会
が
将
来
に
わ
た
っ
て
発
展
を
遂
げ
る
た
め
に
は
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
し
、
そ
の
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
既
に
、
平
成
一
七
年
に
人
事
制
度
要
綱
が
策
定
さ
れ
、
職
群
制
度
、
役
割
等

級
制
度
、
人
事
評
価
制
度
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
任
職
員
の
一
年
間
の
育
成
の
仕
組
み
や
中
堅
職
員

研
修
、
主
任
者
研
修
、
次
世
代
育
成
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
管
理
職
研
修
等
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

法
人
内
育
成
研
修
の
充
実
と
育
成
研
修
体
系
の
見
え
る
化
を
さ
ら
に
図
る
必
要
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
将
来
の
希
望
を
持
ち
、
仕
事
に
対
す
る
誇
り
と
働
き
が
い
、
そ
し
て
働
く
喜
び
を
職
員

同
士
が
共
有
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
将
来
の
姿
を
描
き
自
己
実
現
を
可
能
と
す
る
人
材
育
成
シ
ス
テ
ム
と

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
が
長
年
の
課
題
で
あ
っ
た
。
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そ
の
た
め
、
平
成
二
四
年
度
に
策
定
さ
れ
た
第
四
期
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、
取
り
組
む
べ
き
領
域
で
あ

る
「
人
材
」
に
関
し
て
「
職
員
が
自
ら
の
将
来
の
姿
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
、
能
力
・
資
格
・
経
験
等

に
応
じ
た
適
切
な
育
成
体
制（
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
）が
実
現
さ
れ
て
い
ま
す
」が
掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
を
達
成
す
べ
く
総
務
部
が
中
心
と
な
り
、
職
員
に
理
解
さ
れ
や
す
い
仕
組
み
と
す
る
こ
と
を
念
頭
に
、
一
年

を
掛
け
て
検
討
、
協
議
を
重
ね
た
結
果
、「
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
」
が
作
成
さ
れ
、
平
成
二
五
年
四
月
に
施
行

さ
れ
た
。

こ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
は
、
全
く
新
し
い
仕
組
み
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、
既
に
策
定
さ
れ
て
い
た
人

事
制
度
要
綱
に
も
と
づ
く
職
群
制
度
、
役
割
等
級
制
度
、
人
事
評
価
制
度
を
体
系
化
し
た
も
の
に
、
総
務
部

が
主
導
で
行
う
階
層
別
育
成
教
育
、
各
部
主
導
に
よ
り
行
う
部
門
別
教
育
、
各
部
署
主
導
に
よ
り
行
う
職
場

内
訓
練
（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）
を
位
置
づ
け
た
。
そ
れ
以
外
に
も
、
法
人
内
外
で
行
わ
れ
て
い
る
資
格
取
得
研
修
、
通

信
教
育
、
語
学
教
育
等
を
位
置
づ
け
、
職
員
の
自
己
実
現
、
自
己
成
長
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
育
成
体
制
を

連
動
さ
せ
た
体
系
と
し
て
作
成
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
職
位
と
役
割
、
経
験
と
資
格
取
得
等
、
一
定
の
基
準

の
も
と
に
職
員
自
ら
が
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
描
く
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
制
度
に
お
け
る
職
階
と
職
位
は
、
一
般
職
層
で
あ
る
「
一
般
初
級
職
員
」
及
び
「
一
般

中
級
職
員
」、
指
導
監
督
層
で
あ
る
「
主
任
」
及
び
「
係
長
」、
経
営
監
督
層
で
あ
る
「
施
設
長
、
事
務
長
、

事
業
部
課
長
、
課
長
」
及
び
「
事
業
部
長
、
部
長
」
の
三
つ
の
階
層
と
六
つ
の
職
位
に
区
分
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
職
位
に
対
し
て
、
役
割
、
役
割
責
任
、
能
力
・
適
正
、
任
用
手
続
き
及
び
取
得
す
べ
き
資
格
、
免
許
を

示
す
と
と
も
に
総
務
部
主
導
で
行
う
階
層
別
育
成
教
育
を
体
系
化
し
た
人
材
育
成
計
画
を
作
成
し
た
。
施
行

後
、
三
回
の
改
定
を
経
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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自主参加型教育 自己啓発 法人外教育

トップマネジメント研修

中級マネジメント研修

初級マネジメント研修
（新任管理職研修）

Ｓelf
development

system
外部機関出向

専門教育
係長初任者研修

キャリア開発

講師派遣 PC研修
資格取得講習

実践リーダー研修 法人内研修など

日常教育 部門別 通信教育
訓練 教育訓練 社内留学制度 公的資格取

主任初任者研修 語学教育など

パワーアップ研修（6年目）

ジャンプアップ研修（3年目）

履修研修
基礎研修（一律）

新任職員ステップアップ研修

新任職員フォローアップ研修

新任職員研修

契約職員研修

業務教育

海外研修
（研修・出向
公募制度）

天竜厚生会では、職員一人ひとりの成長こそが将来に亘る法人の発展につながるものと考えます。
天竜厚生会では、職員の「自己実現」「自己成長」を「法人内育成教育」及び「法人外育成教育」
を組み合わせてバックアップします。

職能団体等
が実施する
研修など

目 標 管 理 ・ 人 材 配 置

法人内育成教育 法人外育成教育

人 　 　 事 　 　 諸 　 　 施 　 　 策

中堅職員フォローアップ
研修（15年目以上）

品質マネジメント
システムの維持
有効性の継続的

改善

新任職員
ワークブック

品質マネジメント
システムの維持

Off the
job

training

階層別育成教育

ＩＳＯ
品質マニュアル
教育マニュアル

On the job
training

キャリアパス体系図（略）
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（トップマネジメントリーダー）

（マネジメント
リーダー）

（マイスター）

（リーダー）

（メインキャスト）

（キャスト）

※職群
Ma（マネジメント）、G（ゼネラル）、E（エキスパート）、S（スペシャリスト）

一般職層

管理職推薦

能力・努力評価
＜自己啓発＞ ↓

Ｇ，Ｅ，Ｓ
４

↑

↑

↓

Ｇ，Ｅ，Ｓ職群

Ｇ，Ｅ，Ｓ
１

↑

Ｇ，Ｅ，Ｓ
２

職位

Ｇ，Ｅ，Ｓ
Ａｓ

Ｇ，Ｅ，Ｓ職群

↑

Ｇ，Ｅ，Ｓ
３

管理職ライセンス
取得・登録

係長ライセンス
取得・登録

↑

☝

↓

↑

Ｍａ
５

Ｇ，Ｅ，Ｓ
Ａｓ

Ｇ，Ｅ，Ｓ
１

職群（グループ）

＜諸制度＞
職群転換制度
求職登録制度

昇
級

一般中級職員

Ｍａ
６

降
級

☝

ジョブチャレンジ

↓

一般初級職員

契約職員
（アシスタント）

ジョブチャレンジ

Ｇ，Ｅ，Ｓ
３

Ｇ，Ｅ，Ｓ
２

係長

↑

施設長、事務長
センター長

事業部課長、課長

主任

指導監督層

職層 役　割　等　級　体　系

Ｇ，Ｅ，Ｓ
４

事業部長
部長

経営管理職層

正規登用試験

天竜厚生会
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前
頁
天
竜
厚
生
会
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
体
系
図
に
示
す
職
群

職
群

職
位
、
職
種

職
群
の
定
義

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
M
a
）
事
業
部
長
、
部
長
、
事
業
部
課
長
、
課
長
、
施
設
長
、
事
務
長
、

セ
ン
タ
ー
長
、
園
長

事
業
の
収
支
に
関
す
る
責
任
、
事
業
の
戦
略
立
案

な
ど
事
業
の
広
い
分
野
で
の
責
任
を
持
つ

ゼ
ネ
ラ
ル
（
G
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ス
タ
ッ
フ
部
門
及
び
事
業
部
事
務
員

幅
広
い
分
野
、
地
域
で
の
業
務
経
験
を
積
み
、
応

用
の
効
く
専
門
性
を
深
め
、
全
社
的
な
観
点
か
ら

業
務
遂
行
で
き
る
人
材

エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
E
）

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
医
療
事
務
員
、

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
保
育
教
諭
、
管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
、

調
理
員
他

現
業
業
務
で
の
実
務
能
力
、
技
術
、
技
能
力
を
高

め
、
業
務
を
円
滑
に
遂
行
し
、
ま
た
実
務
改
善
を

指
導
で
き
る
人
材

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
S
）
保
健
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
、
放
射
線
技
師
、
理
学
療
法
士

（
P
T
）、
作
業
療
法
士
（
O
T
）、
言
語
聴
覚
士
（
S
T
）、
歯
科

衛
生
士

医
療
分
野
に
お
い
て
、
現
業
の
専
門
能
力
を
伸
ば

し
、
そ
の
高
い
専
門
性
を
生
か
し
て
業
務
遂
行
で

き
る
人
材

（
三
）「
私
た
ち
の
法
人
天
竜
厚
生
会
（
人
材
育
成
必
携
）」
の
作
成

法
人
冊
子
で
あ
る
「
私
た
ち
の
法
人
天
竜
厚
生
会
」
作
成
の
き
っ
か
け
は
、
創
立
七
〇
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
事
業
数
二
五
八
事
業
、
職
員
数
二
，
三
五
〇
人
と
な
る
な
か
で
、
創
設
当
時
の
想
い
や
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
語
れ
る
職
員
が
少
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
創
設
か
ら
の
事
業
展
開
の
な
か
で
生
ま
れ
た
基
本
理
念
を
皆

が
認
識
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
そ
の
理
解
に
個
人
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
発
端
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

か
ら
、
基
本
理
念
を
後
世
に
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
当
法
人
の
発
展
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
で
社

会
福
祉
事
業
を
担
う
職
員
と
し
て
ど
う
在
る
べ
き
か
、
職
員
を
育
て
る
者
の
心
構
え
に
は
何
が
大
切
な
の
か
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等
、
基
本
理
念
の
理
解
と
実
践
の
も
と
、
い
か
に
人
材
を
育
成
す
る
か
と
い
う
定
義
を
盛
り
込
み
つ
つ
、
平

成
三
〇
年
八
月
に
人
材
育
成
必
携
と
し
て
作
成
し
た
。

作
成
は
総
務
部
を
所
管
と
し
、
経
営
層
と
部
長
職
八
人
に
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
日
本
規
格
研
究
所
株
式
会

社
）
を
加
え
検
討
を
進
め
た
。
着
手
段
階
で
は
、
作
成
目
的
と
盛
り
込
む
べ
き
内
容
、
そ
し
て
職
員
へ
の

周
知
方
法
等
の
共
有
化
を
図
っ
た
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、
法
人
に
残
さ
れ
た
書
物
や
記
録
に
よ
り
歴
史
を
振
り

返
り
、「
基
本
理
念
」、「
ス
ロ
ー
ガ
ン
」、「
行
動
指
針
」
の
解
釈
の
再
確
認
、
次
い
で
「
求
め
る
職
員
像
」、

「
人
を
育
て
る
も
の
の
心
構
え
」
と
進
捗
す
る
こ
と
と
な
る
。
検
討
の
な
か
で
は
、「
九
十
九
匹
は
み
な
帰
り

た
れ
ど
、
ま
だ
帰
ら
ぬ
一
匹
の
行
方
訪
ね
ん
」
の
九
十
九
匹
と
は
誰
を
指

し
て
い
る
の
か
、
当
法
人
に
関
わ
り
を
持
つ
者
と
す
る
の
か
、
地
域
全
体

の
人
々
を
も
含
む
の
か
等
、
議
論
を
重
ね
改
め
て
先
人
の
思
い
に
鑑
み
て

見
解
を
統
一
し
、
解
釈
の
明
文
化
を
進
め
て
い
っ
た
。
ま
た
、
社
会
福
祉

法
人
に
期
待
さ
れ
る
公
益
性
、
社
会
福
祉
従
事
者
に
必
要
と
さ
れ
る
高
い

ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
や
倫
理
観
を
踏
ま
え
、
法
人
職
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の
、

望
ま
れ
る
も
の
は
何
か
を
「
求
め
る
職
員
像
」、「
人
を
育
て
る
も
の
の
心

構
え
」
に
表
現
し
、
第
二
章
の
人
事
方
針
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
。「
求
め

る
職
員
像
」
は
全
職
員
共
通
の
基
盤
、「
人
を
育
て
る
も
の
の
心
構
え
」
は

管
理
職
等
役
職
に
よ
り
部
下
を
育
て
る
も
の
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

作
成
過
程
に
お
い
て
最
も
苦
慮
し
た
の
は
、
各
部
署
の
管
理
職
が
こ
の

作成された人材育成必携
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人
材
育
成
必
携
の
内
容
を
正
し
く
理
解
し
、
職
員
に
均
し
く
伝
達
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ

の
た
め
に
、
ま
ず
は
部
長
職
か
ら
各
部
署
の
管
理
職
へ
伝
達
す
る
こ
と
を
基
調
と
し
た
説
明
研
修
を
実
施

し
、
そ
の
後
に
各
部
署
の
管
理
職
同
士
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
に
よ
る
伝
達
研
修
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
研

修
期
間
で
出
た
疑
問
点
全
て
を
Ｑ
Ａ
集
と
し
て
ま
と
め
た
。
記
載
内
容
を
全
て
の
職
員
に
正
確
に
伝
達
し
、

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
体
周
知
に
一
年
半
の
歳
月
を
要
し
た
。

平
成
二
八
年
度
に
検
討
が
始
ま
り
、
管
理
職
さ
ら
に
は
職
員
へ
の
伝
達
を
終
え
、
人
材
育
成
必
携
の
作
成

作
業
が
完
成
し
た
の
は
平
成
三
〇
年
八
月
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
以
降
、
各
部
署
で
は
必
ず
年
に
一
回
伝
達
研

修
を
実
施
し
、
理
解
を
深
め
て
い
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
人
材
育
成
必
携
が
常
に
職
員
個
々
の
成
長
を

促
す
と
と
も
に
、
作
成
し
た
意
義
が
見
失
わ
れ
ず
永
遠
に
法
人
の
発
展
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
し
て
維
持
、

継
続
を
図
っ
て
い
く
。

（
四
）
天
竜
厚
生
会
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
開
始

平
成
二
六
年
度
か
ら
「
海
外
に
お
け
る
福
祉
事
情
等
の
実
態
を
研
修
、
調
査
し
、
も
っ
て
天
竜
厚
生
会
の

社
会
福
祉
施
設
等
運
営
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
」
を
目
的
と
し
て
当
法
人
独
自
の
海
外
研
修
「
天
竜
厚
生
会

ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」
を
開
始
し
、
年
一
回
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
本
ツ
ア
ー
の
対
象
者
は
二
等
級
以
上
の
者

で
、
管
理
職
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
、
保
育
教
諭
、
事
務
員
等
、
年
代
・
職
種
を
幅
広

く
設
定
し
、
希
望
者
自
ら
の
手
挙
げ
に
よ
り
参
加
者
を
募
っ
て
い
る
。

な
お
、
平
成
二
七
年
度
の
第
二
回
よ
り
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
の
公
立
幼
稚
園
に
お
け
る
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幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
改
善
事
業
」
視
察
の
た
め
、
毎
年
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
の
研
修
コ
ー
ス
に
カ
ン
ボ
ジ

ア
王
国
を
加
え
て
い
る
。

第
一
回
（
参
加
者
六
人
）

　
期
　
間
：
平
成
二
七
年
二
月
一
八
日
か
ら
二
五
日

　
訪
問
国
：
タ
イ
王
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

第
二
回
（
参
加
者
六
人
）

　
期
　
間
：
平
成
二
八
年
二
月
二
一
日
か
ら
二
八
日

　
訪
問
国
：
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

第
三
回
（
参
加
者
六
人
）

　
期
　
間
：
平
成
二
九
年
二
月
一
五
日
か
ら
二
二
日

　
訪
問
国
：
マ
レ
ー
シ
ア
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

第
四
回
（
参
加
者
六
人
）

　
期
　
間
：
平
成
三
〇
年
一
一
月
三
〇
日
か
ら
一
二
月
七
日

　
訪
問
国
：
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

第
五
回
（
参
加
者
六
人
）

　
期
　
間
：
令
和
元
年
一
一
月
三
〇
日
か
ら
一
二
月
七
日

　
訪
問
国
：
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国

カンボジア王国バッタンバン州タックルオ幼稚園での交流

P007-052_法人の体制整備.indd   19 2021/02/15   9:47



20

四
　
人
材
の
確
保
と
働
き
や
す
さ
の
追
求

（
一
）
職
員
の
処
遇
改
善

天
竜
厚
生
会
は
、
近
年
の
経
済
情
勢
、
福
祉
施
策
に
併
せ
て
、
職
員
の
処
遇
を
よ
り
一
層
改
善
す
る
よ
う

努
め
て
き
た
。
特
に
他
業
種
と
比
較
し
て
低
い
と
さ
れ
る
賃
金
に
つ
い
て
は
、
法
人
と
し
て
独
自
の
規
程
を

設
け
、
職
員
の
声
に
応
え
つ
つ
努
め
て
き
た
が
、
平
成
二
一
年
度
に
介
護
事
業
者
の
雇
用
安
定
の
た
め
政
府

に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
介
護
職
員
処
遇
改
善
交
付
金
（
平
成
二
四
年
度
か
ら
は
処
遇
改
善
加
算
と
し
て
報
酬

体
系
に
盛
り
込
ま
れ
、
平
成
二
五
年
度
か
ら
は
保
育
職
員
も
対
象
）」
は
、
当
法
人
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
職
員
賃
金
の
改
善
に
お
い
て
さ
ら
な
る
後
ろ
盾
と
な
っ
た
。

平
成
二
一
年
度
以
降
、
当
法
人
が
取
り
組
ん
で
き
た
賃
金
に
関
わ
る
処
遇
改
善
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
処
遇
改
善
交
付
金
・
加
算
に
よ
る
一
時
金
等
支
給
一
覧

年
　
度

内
　
　
　
容

平
成
21
年
度

正
規
職
員
（
月
額
一
〇
，
〇
〇
〇
円
支
給
）

管
理
職
（
月
額
七
，
〇
〇
〇
円
）

パ
ー
ト
職
員
時
給
単
価
改
正
　
※
後
述
④
参
照

平
成
22
年
度

正
規
職
員
（
月
額
七
，
五
〇
〇
円
）

平
成
23
年
度

※
対
象
介
護
職
員
の
三
年
間
の
定
期
昇
給
総
額
が
交
付
金
の
総
額
を
上
回
っ
た
た
め
、

交
付
金
に
よ
る
一
時
金
の
支
給
な
し

平
成
24
年
度

正
規
職
員
（
月
額
三
，
七
〇
〇
円
）

パ
ー
ト
職
員
（
賃
金
総
額
の
二
．四
五
％
）
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平
成
25
年
度

正
規
職
員
（
月
額
一
，
二
〇
〇
円
）

有
期
契
約
職
員
（
賃
金
総
額
の
〇
．八
〇
％
）

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
手
当
月
額
三
，
〇
〇
〇
円
の
新
設

平
成
26
年
度

正
規
職
員
（
月
額
二
，
八
〇
〇
円
）

管
理
職
（
月
額
一
，
九
〇
〇
円
）

有
期
契
約
職
員
（
賃
金
総
額
の
一
．八
五
％
）

平
成
27
年
度

正
規
職
員
（
月
額
六
，
〇
〇
〇
円
）

有
期
契
約
職
員
（
賃
金
総
額
の
四
．〇
％
）

平
成
28
年
度

正
規
職
員
（
月
額
二
，
七
〇
〇
円
）

有
期
契
約
職
員
（
賃
金
総
額
の
一
．八
二
％
）

平
成
29
年
度

正
規
職
員
（
月
額
八
，
四
〇
〇
円
）

管
理
職
（
月
額
四
，
二
〇
〇
円
）

有
期
契
約
職
員
（
賃
金
総
額
の
五
．四
五
％
）

正
規
職
員
給
与
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
平
均
月
額
四
，
四
〇
〇
円
増
額
）

有
期
契
約
職
員
時
給
単
価
改
正
（
有
期
契
約
職
員
は
時
給
二
〇
円
増
額
、
六
五
歳
以
上

の
時
給
四
〇
円
増
額
）

初
任
給
増
額
（
正
規
職
員
の
全
等
級
の
初
任
給
五
，
〇
〇
〇
円
増
額
）

平
成
30
年
度

高
齢
、
障
が
い
関
係
等
の
正
規
職
員
（
月
額
五
，
七
〇
〇
円
）

契
約
職
員
（
賃
金
総
額
の
三
．七
％
）

子
育
て
関
係
正
規
職
員
（
月
額
七
，
六
〇
〇
円
）

契
約
職
員
（
賃
金
総
額
の
四
．九
三
％
）

令
和
元
年
度

高
齢
、
障
が
い
関
係
等
の
正
規
職
員
（
月
額
八
〇
〇
円
）

契
約
職
員
（
賃
金
総
額
の
〇
．五
一
％
）

子
育
て
関
係
正
規
職
員
（
月
額
四
，
六
〇
〇
円
）

契
約
職
員
（
賃
金
総
額
の
一
．九
八
％
）　
※
後
述
②
参
照
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②
子
育
て
関
係
に
お
け
る
新
し
い
処
遇
改
善
加
算
の
導
入

従
来
の
処
遇
改
善
加
算
に
加
え
て
、
処
遇
改
善
加
算
Ⅱ
が
平
成
二
九
年
度
に
創
設
さ
れ
、
当
法
人
は
平
成

三
〇
年
度
よ
り
算
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
概
要
と
し
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
、
認
可
保
育
所
が
対
象
と
な

り
、所
定
の
分
野
別
研
修
を
受
講
す
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
加
算
制
度
上
の
職
位
に
応
じ
て
、

四
〇
，
〇
〇
〇
円
も
し
く
は
五
，
〇
〇
〇
円
以
上
の
加
算
月
額
が
該
当
職
員
に
支
給
さ
れ
る
。
な
お
、
制
度

上
で
は
認
定
こ
ど
も
園
、
認
可
保
育
所
に
限
定
し
て
い
る
が
、
同
じ
保
育
士
と
し
て
従
事
し
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
制
度
対
象
外
の
幼
稚
園
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
事
業
所
内
保
育
所
、
障

が
い
児
通
所
事
業
で
保
育
士
資
格
を
有
す
る
者
に
も
法
人
財
源
に
よ
り
支
給
し
た
。

③
特
定
処
遇
改
善
加
算
の
導
入

高
齢
部
門
に
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算
、
障
が
い
部
門
に
福
祉
・
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加

算
が
新
た
に
導
入
さ
れ
、
令
和
元
年
一
〇
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
深
刻
化
す
る
介
護
人
材
難

に
焦
点
を
絞
り
、
一
層
の
処
遇
改
善
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
法
人
で
は
介
護
福
祉
士
と
し
て
一
〇

年
以
上
勤
務
す
る
正
規
の
介
護
職
員
等
に
は
月
額
二
九
，
四
〇
〇
円
、
こ
れ
以
外
の
正
規
の
介
護
職
員
、
週

四
〇
時
間
の
契
約
介
護
職
員
に
は
月
額
一
四
，
七
〇
〇
円
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
な
お
、
制
度
上
の
対

象
と
な
ら
な
い
措
置
施
設
等
で
働
く
介
護
職
員
に
対
し
て
も
法
人
財
源
に
よ
り
同
額
を
支
給
し
た
。

④
契
約
職
員
の
時
給
単
価
改
正

契
約
職
員
の
時
給
単
価
は
、
こ
れ
ま
で
も
幾
度
か
改
正
し
て
い
る
が
、
現
在
の
も
の
は
平
成
一
五
年
度

改
正
に
お
け
る
賞
与
等
を
時
給
単
価
に
含
め
た
大
幅
な
単
価
改
正
を
ベ
ー
ス
と
し
て
い
る
。
平
成
二
一
年
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度
に
お
い
て
は
処
遇
改
善
交
付
金
を
原
資
と
し
て
、
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
等
九
五
〇
円
を
九
八
〇
円
、
看
護
師

一
，
二
六
〇
円
を
一
，
二
九
〇
円
、
事
務
員
九
五
〇
円
を
九
六
〇
円
、
夜
勤
専
門
職
員
一
回
一
二
，
七
〇
〇

円
を
一
三
，
七
〇
〇
円
、
世
話
人
一
回
七
，
五
〇
〇
円
を
八
，
〇
〇
〇
円
に
増
額
し
て
い
る
。
ま
た
土
日
祝

日
に
勤
務
し
た
場
合
に
は
、
時
給
単
価
に
五
〇
円
を
割
り
増
し
す
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
平
成
二
九
年
度

に
お
い
て
は
、
介
護
職
員
等
九
八
〇
円
を
一
，
〇
〇
〇
円
、
看
護
師
一
，
二
九
〇
円
を
一
，
三
五
〇
円
、
事

務
員
九
六
〇
円
を
九
八
〇
円
と
増
額
し
た
。

⑤
資
格
手
当
の
改
正

介
護
福
祉
士
等
の
資
格
手
当
は
、
従
前
よ
り
原
則
当
該
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
支
給
し
て

い
た
が
、
パ
ー
ト
職
員
に
つ
い
て
は
三
〇
時
間
以
上
の
契
約
者
に
限
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
短
時
間
勤
務

者
に
も
配
慮
す
べ
き
と
の
声
に
応
え
る
た
め
、
平
成
二
六
年
度
よ
り
パ
ー
ト
職
員
の
契
約
時
間
に
応
じ
た
手

当
額
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
七
年
度
に
は
そ
れ
ま
で
月
額
三
，
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
介

護
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
の
資
格
手
当
を
五
，
〇
〇
〇
円
に
増
額
し
た
。
こ

の
改
正
に
よ
り
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
、
管
理
栄
養
士
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教

諭
の
資
格
手
当
の
月
額
が
均
一
と
な
っ
た
。

⑥
夜
勤
手
当
の
改
正

近
隣
の
同
業
者
の
手
当
額
を
参
考
と
し
て
、
平
成
二
七
年
度
夜
勤
手
当
の
改
正
を
行
っ
た
。
介
護
職
員
は

五
，
五
〇
〇
円
を
八
，
五
〇
〇
円
、
看
護
師
は
一
二
，
〇
〇
〇
円
を
一
四
，
〇
〇
〇
円
、
夜
勤
専
門
職
員
は

一
三
，
七
〇
〇
円
を
一
六
，
七
〇
〇
円
に
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
た
。
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⑦
前
歴
換
算
制
度
の
拡
大

当
法
人
の
中
途
採
用
者
に
関
す
る
前
歴
換
算
は
、
正
規
の
看
護
師
の
み
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
職
員
の
採

用
を
優
位
に
進
め
る
た
め
の
方
策
と
し
て
、
平
成
二
七
年
度
よ
り
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
ま

で
職
種
を
拡
大
し
た
。
こ
れ
ら
の
資
格
を
所
持
し
業
務
し
て
い
た
期
間
一
年
に
つ
き
一
，
〇
〇
〇
円
を
、
前

歴
一
〇
年
を
上
限
と
し
て
初
任
給
へ
加
算
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑧
企
業
型
確
定
拠
出
年
金
制
度
の
導
入

政
府
は
、
従
来
の
公
的
年
金
制
度
を
補
完
す
る
目
的
で
確
定
拠
出
年
金
制
度
を
創
設
し
、
よ
り
企
業
が
加

入
し
や
す
い
よ
う
平
成
二
九
年
に
改
正
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
当
法
人
も
定
年
退
職
者
が
安
定
し
た
生
活
を

継
続
で
き
る
よ
う
職
員
の
資
産
形
成
を
支
え
る
新
た
な
福
利
厚
生
の
一
つ
と
し
て
、
同
年
企
業
型
確
定
拠
出

年
金
制
度
を
導
入
し
た
。
当
初
の
加
入
者
は
七
八
人
で
あ
る
。

賃
金
以
外
の
職
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
、
主
な
内
容
を
特
記
す
れ
ば
、
育
児
支
援
に
関
す
る
も
の
が
主

に
挙
げ
ら
れ
る
。
女
性
が
多
い
職
場
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
子
育
て
と
の
両
立
を
図
り
な
が
ら
働
く
若
い

職
員
が
増
加
し
て
き
た
た
め
で
、
子
育
て
が
し
や
す
い
職
場
環
境
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。�

こ
の
た
め
育
児
・
介
護
休
業
法
に
も
と
づ
く
育
児
休
暇
の
取
得
を
促
す
こ
と
は
勿
論
、
休
暇
期
間
の
延
長
や

復
帰
後
の
勤
務
時
間
等
へ
も
配
慮
し
て
き
た
。
ま
た
育
児
等
の
理
由
で
、
や
む
な
く
退
職
せ
ざ
る
を
得
な
い

職
員
の
復
帰
を
期
す
る
も
の
と
し
て
、創
設
し
た
再
雇
用
制
度
も
年
々
利
用
者
数
が
増
え
て
い
る（
三
四
ペ
ー

ジ
参
照
）。
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（
二
）
人
間
ド
ッ
ク
の
充
実

天
竜
厚
生
会
で
は
、
職
員
の
健
康
保
持
増
進
を
図
る
た
め
、
福
利
厚

生
の
一
環
と
し
て
天
竜
厚
生
会
診
療
所
に
お
い
て
法
人
負
担
で
無
料
の

人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
二
五
年
度
か
ら
は
特
に
健
康
リ

ス
ク
の
高
ま
る
四
〇
歳
以
上
の
職
員
に
対
し
て
五
歳
間
隔
で
の
優
先
予

約
年
齢
を
設
け
、
少
し
で
も
多
く
の
職
員
が
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
予
約
体
制
を
整
え
た
。

平
成
二
八
年
度
に
は
、
こ
れ
ま
で
オ
プ
シ
ョ
ン
で
希
望
者
の
み
に
実

施
し
て
い
た
肺
Ｃ
Ｔ
を
通
常
コ
ー
ス
に
盛
り
込
み
、
令
和
二
年
度
か
ら

は
肝
臓
硬
度
測
定
を
オ
プ
シ
ョ

ン
に
追
加
す
る
等
、
よ
り
充
実

し
た
検
査
内
容
と
な
る
よ
う
随

時
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
。

（
三
）
乳
が
ん
検
診
の
開
始

平
成
三
〇
年
度
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
と
啓
発
を
目
的
に
、
乳
が
ん
検
診

人間ドックコース（令和2年4月1日現在）

胃カメラ・大腸ファイバーコース

Aコース 各種エコー、胃カメラ、肺がん（CT）

Bコース 各種エコー、大腸ファイバー、肺がん（CT）

Cコース 各種エコー、胃カメラ、大腸ファイバー、肺がん（CT）

Dコース 各種エコー

※各種エコー ⇒ 腹部、甲状腺、乳腺（女性のみ）

オプション単独

肺がん（CT）、ヘリコバクター・ピロリ菌検査、甲状腺エコー、
乳腺エコー、肝臓硬度測定

人間ドック受診者数推移

年度 受診人数

平成22年度 93人

平成23年度 80人

平成24年度 101人

平成25年度 146人

平成26年度 146人

平成27年度 116人

平成28年度 135人

平成29年度 176人

平成30年度 127人

令和元年度 130人
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（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）
を
開
始
し
た
。
通
常
、
乳
が
ん
の
診
断
に
は
超
音
波
検
査
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

検
査
を
併
せ
て
実
施
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
は
当
法
人
の
人
間
ド
ッ
ク
で
は
超
音
波
検

査
し
か
行
え
ず
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
に
関
し
て
は
外
部
医
療
機
関
へ
の
受
診
を
勧
め
て
い
た
。
し
か
し
、

職
員
の
状
態
を
直
接
把
握
で
き
な
い
こ
と
や
、
近
隣
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
を
実
施
で
き
る
医
療
機
関
が

少
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
生
じ
た
た
め
、
静
岡
県
予
防
医
学
協
会
へ
協
力
を
要
請
し
、
本
部
敷
地
内
で
の

乳
が
ん
検
診
の
実
現
に
至
っ
た
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
車
を
派
遣
い
た
だ
く
こ
と
で
待
ち
時
間
が
な
く
な

り
、
勤
務
の
傍
ら
で
気
軽
に
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

過
去
二
年
間
で
合
計
三
回
の
検
診
を
実
施
し
、
延
べ
受
診
者
数
は
一
〇
六
人
に
上
る
。

（
四
）
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進
室
の
設
置

労
働
安
全
衛
生
法
の
改
正
に
伴
い
、
平
成
二
八
年
一
一
月
ま
で
に
す
べ
て
の
労
働
者
に
対
し
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
職
員
の
心
身
の
健
康
保
持
増
進
を
目

的
に
、
平
成
二
八
年
度
、
法
人
直
下
の
部
署
と
し
て
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進
室
を
設
置
し
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
推
進
員
を
配
置
し
た
。
推
進
室
は
職
員
が
気
軽
に
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
設
け
、
本
部
か
ら
離
れ

た
施
設
に
関
し
て
は
、
そ
の
施
設
を
推
進
員
が
直
接
訪
れ
、
遠
隔
地
の
職
員
に
も
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、

交
代
制
勤
務
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
休
日
に
も
相
談
日
を
設
け
て
い
る
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進
員
は
、
産
業
医
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
関
す
る
実
務
を

担
当
し
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
年
に
一
度
全
職
員
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
結
果
を
分
析
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し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
職
員
自
身
へ
の
気
づ
き
を
促
す
役
割
を
も
つ
と
と
も
に
、
職
場
ご
と
の
集
団
分
析

に
も
活
か
さ
れ
、衛
生
委
員
会
を
通
じ
て
職
場
環
境
等
を
評
価
し
問
題
点
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
産
業
医
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
推
進
員
は
、
必
要
に
応
じ
第
三
者
の
立
場
か
ら
事
業
所
に
対
し
意
見
を
具
申
し
、
職
場
環

境
等
の
改
善
を
も
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
月
に
一
度
職
員
向
け
に
推
進
室
だ
よ
り
を
発
行
、
年
に
一
度
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
職
員
全
体
研
修
を
開
催
す
る
等
啓
発
に
も
努
め
て
い
る
。

（
五
）
奨
学
金
貸
与
制
度
の
改
正
及
び
正
看
護
師
資
格
取
得
研
修
制
度
の
開
始

看
護
学
生
奨
学
金
貸
与
規
程
に
お
い
て
は
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
二
二
年
度
に
入
学
一

時
金
貸
与
の
追
加
、
奨
学
金
の
額
を
変
更
し
て
き
た
。
平
成
二
七
年
度
に
お
い
て
は
、
本
制
度
に
つ
い
て
昨

今
の
核
家
族
化
等
を
鑑
み
、
連
帯
保
証
人
を
二
人
か
ら
一
人
に
変
更
し
、
貸
与
契
約
解
除
の
事
由
を
追
加
し

た
。
平
成
二
三
年
度
以
降
一
七
人
、
制
度
開
始
か
ら
は
三
二
人
の
者
に
貸
与
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
二
七
年
度
に
は
、
介
護
福
祉
士
及
び
保
育
士
奨
学
金
貸
与
規
程
を
創
設
し
た
。
学
費
等
の
経
済
的
援

助
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
福
祉
士
及
び
保
育
士
の
養
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
二
年
制

ま
た
は
三
年
制
の
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
養
成
校
へ
入
学
が
決
定
し
て
い
る
者
及
び
現
に
修
学
し
て
い
る
者

に
対
し
、
月
額
三
〇
，
〇
〇
〇
円
の
貸
与
を
行
う
制
度
で
あ
る
。
貸
与
対
象
者
は
一
年
間
に
一
〇
人
程
度
と

し
て
お
り
、
奨
学
金
の
貸
与
を
受
け
た
月
数
を
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
と
し
て
当
法
人

に
勤
務
す
れ
ば
奨
学
金
の
返
還
は
免
除
さ
れ
る
。
令
和
元
年
度
時
点
で
制
度
利
用
者
は
一
一
人
で
あ
る
。

正
看
護
師
資
格
取
得
研
修
制
度
は
、
安
定
し
た
正
看
護
師
確
保
と
キ
ャ
リ
ア
チ
ェ
ン
ジ
を
図
る
た
め
、
希
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望
す
る
当
法
人
職
員
が
職
員
の
身
分
の
ま
ま
看
護
学
校
で
学
び
、
正
看
護
師
資
格
を
取
得
で
き
る
制
度
と

し
て
創
設
し
た
。
対
象
者
は
、
正
規
職
員
と
し
て
一
年
以
上
勤
め
た
概
ね
四
〇
歳
未
満
の
者
で
看
護
学
校
卒

業
後
、
当
法
人
に
正
看
護
師
と
し
て
継
続
勤
務
で
き
る
者
と
し
て
い
る
。
希
望
者
を
公
募
し
、
作
文
、
面
接

を
経
て
選
考
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
元
年
度
ま
で
に
一
人
が
本
制
度
に
よ
り
正
看
護
師
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
。

（
六
）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
開
始

平
成
二
六
年
度
よ
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開
始
し
、
業
務
内
容
の
体
験
を
と
お
し
て
、
福
祉
業
界
及
び

当
法
人
の
理
解
を
促
し
、
求
め
る
仕
事
内
容
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
防
止
と
福
祉
の
啓
発
に
努
め
た
。

そ
の
内
容
は
、
看
護
師
を
目
指
す
高
校
生
以
上
を
対
象
と
し
た
体
験
コ
ー
ス
、
看
護
師
と
し
て
復
職
、
転

職
希
望
者
を
対
象
と
し
た
復
職
コ
ー
ス
、
福
祉
業
界
へ
の
就
業
を
検
討
中
の
学
生
と
転
職
希
望
者
を
対
象
と

し
た
介
護
職
・
総
合
職
体
験
コ
ー
ス
を
設
け
、
七
日
間
か
ら
一
四
日
間
、
一
五
日
間
か
ら
三
〇
日
間
の
期
間

を
設
定
し
た
。
そ
の
後
就
労
体
験
を
と
お
し
て
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
就
活
型
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と
、学
生
の
企
業
研
究
を
目
的
と
し
た
「
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
体
系
化
し
、

求
職
者
や
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
改
善
を
図
っ
た
。

新
卒
採
用
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
平
成
二
八
年
頃
よ
り
学
生
の
間
で
活
発
化
し
、
当
法
人
に
お

い
て
も
よ
り
多
く
の
学
生
の
興
味
関
心
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
複
数
日
の
体
験
を
と
お
し
て
よ
り
充
実
し
た
内

容
を
提
供
す
べ
く
、
豊
富
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
及
び
実
施
日
程
を
設
定
し
た
。
三
日
間
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
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に
お
い
て
は
、
希
望
者
個
々
と
の
連
絡
や
面
談
を
行
い
、
本
人
の
希
望
す
る
体
験
内
容
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
平
成
二
六
年
度
は
一
一
人
の
参
加
で
あ
っ
た
が
、

平
成
三
〇
年
度
に
は
四
一
人
、
令
和
元
年
度
に
は
三
○
人
の
参
加
と
な
り
、「
幅
広
い
事
業
の
理
解
が
で
き

た
」、「
自
分
に
適
性
が
あ
る
か
ど
う
か
考
え
な
が
ら
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
結
果
的
に
自
信
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
」
等
の
声
が
参
加
者
か
ら
聞
か
れ
た
。
ま
た
、
体
験
先
の
事
業
所
及
び
総
務
課
担
当
者
に
よ
る

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
福
祉
業
界
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
き
め
細
や
か
な
対
応
を
心
掛
け
て

き
た
。
今
後
も
、
法
人
一
丸
と
な
っ
た
受
入
れ
を
進
め
て
い
く
。

（
七
）
業
務
中
の
服
装
及
び
身
だ
し
な
み
に
関
す
る
規
程
の
作
成

平
成
二
〇
年
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、「
専
門
職
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
業
務
時
の
服
装
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
職
員
が
自
覚
を
も
っ
て
業
務
に
臨
む
た
め
に
は
、
業
務
時
の
服
装
を
ど
う
す
べ
き
か
、
職
種
ご
と

の
服
装
の
種
類
、
支
給
に
係
る
経
費
、
あ
る
い
は
統
一
し
た
服
装
の
支
給
が
必
要
か
否
か
も
含
め
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
、
各
職
員
に
意
見
を
求
め
検
討
し
、
世
代
間
の
意
見
等
を
整
理
し
た
う
え
で
平
成
二
二
年
四
月

「
業
務
中
の
服
装
及
び
身
だ
し
な
み
に
関
す
る
規
程
」
を
施
行
し
た
。

規
程
で
は
、
業
務
中
に
着
用
す
る
服
装
の
名
称
を
「
仕
事
着
」
と
統
一
し
、
職
員
が
常
に
福
祉
専
門
職
と

し
て
自
覚
を
持
ち
、
ふ
さ
わ
し
い
服
装
を
心
掛
け
、
ご
利
用
者
に
対
し
て
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
職
員
同
士
が
快
適
に
働
け
る
よ
う
、
基
本
と
す
る
仕
事
着
及
び
み
だ
し
な
み
と
し

て
禁
止
・
ふ
さ
わ
し
く
な
い
事
項
の
基
準
を
明
記
し
た
。
こ
の
規
程
は
、
正
規
職
員
、
契
約
職
員
、
労
働
者
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派
遣
契
約
に
も
と
づ
き
勤
務
す
る
職
員
及
び
委
託
契
約
に
も
と
づ
き
当
法
人
に
勤
務
す
る
他
社
の
職
員
も

含
め
た
全
職
員
に
適
用
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
所
属
長
は
、
こ
の
規
程
を
遵
守
す
る
た
め
日
常
的
に
仕
事
着
及

び
み
だ
し
な
み
を
確
認
し
、
適
切
な
指
導
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
規
定
に
は
再
三
の
注
意
を
し
て

も
改
善
し
な
い
時
に
は
、
就
業
規
則
に
も
と
づ
き
懲
戒
す
る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

仕
事
着
は
、総
務
部
長
を
中
心
に
し
た
仕
事
着
選
定
委
員
会
に
て
毎
年
見
直
さ
れ
、年
二
回
（
夏
服
、冬
服
）

支
給
し
て
い
る
。

（
八
）
外
国
人
材
雇
用

平
成
二
一
年
浜
松
市
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
対
策
事
業
の
一
環
で
あ
る
「
外
国
人
福
祉
人
材
雇
用
支
援

事
業
」
を
活
用
し
、
在
日
外
国
人
が
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
円
滑
に
利
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
外

国
人
を
雇
用
し
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
た
め
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

取
り
組
み
と
し
て
は
、
採
用
し
た
外
国
人
四
人
が
介
護
職
の
基
礎
を
身
に
付
け
る
た
め
、
彼
ら
の
母
国
語

に
対
応
し
た
外
部
講
師
を
依
頼
し
福
祉
用
語
や
介
護
技
術
の
研
修
を
二
週
間
行
っ
た
。
そ
の
後
、
二
ヶ
月
間

の
施
設
実
習
で
は
直
接
介
護
を
学
び
、
平
成
二
二
年
四
月
よ
り
施
設
で
業
務
を
開
始
し
た
。
本
事
業
で
雇
用

し
た
職
員
に
は
、
介
護
福
祉
士
を
取
得
し
、
現
在
も
継
続
し
て
働
い
て
い
る
者
も
い
る
。

そ
の
他
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
在
日
外
国
人
向
け
に
介
護
現
場
で
使
用
す
る
日
本
語
や
介
護
技
術
を
学

ぶ
「
福
祉
の
仕
事
に
就
こ
う
講
座
（
次
項
参
照
）」、
介
護
の
仕
事
に
興
味
は
あ
る
も
の
の
、
就
労
に
は
不
安

が
あ
る
方
に
一
定
期
間
業
務
を
体
験
し
て
も
ら
う
有
償
の
就
労
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
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の
よ
う
な
取
り
組
み
の
も
と
、
当
法
人
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
六
人
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
四
人
、
タ
イ
一
人
、
韓
国
一
人
、

ペ
ル
ー
一
人
、
中
国
一
人
の
計
一
四
人
（
令
和
二
年
四
月
一
日
現
在
）
を
雇
用
し
て
お
り
、
彼
ら
の
多
く
が
、

障
害
者
支
援
施
設
や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る
。

地
域
に
住
む
外
国
人
の
方
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
行
政
及
び
外
国
人
の
支

援
に
携
わ
っ
て
い
る
団
体
と
連
携
を
深
め
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
九
）
外
国
人
材
研
修
体
制
の
充
実

平
成
二
一
年
以
降
、
天
竜
厚
生
会
は
外
国
人
雇
用
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
そ
の
数
は
思
い
の
ほ
か
増
加

す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
一
人
で
も
多
く
の
外
国
人
を
雇
用
し
、
仲
間
を
作
っ
て
定
着
し
て
働
い
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
研
修
セ
ン
タ
ー
（
現
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
）
で
は
平
成
二
五
年
度
よ
り
地
域
で
生

活
し
て
い
る
外
国
人
を
対
象
に
、介
護
の
仕
事
に
就
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
福
祉
の
仕
事
に
就
こ
う
講
座
」

を
毎
年
開
催
し
て
き
た
。
こ
の
研
修
の
修
了
生
の
中
に
は
当
法
人
の
職
員
に
な
り
、
現
在
も
活
躍
し
て
い
る

者
も
い
る
。

徐
々
に
外
国
人
の
職
員
が
増
加
し
て
い
く
中
で
、
彼
ら
が
抱
え
て
い
る
悩
み
を
共
有
し
励
ま
し
合
う
機
会

と
し
て
、
年
に
三
回
程
度
の
交
流
会
も
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
交
流
会
を
と
お
し
て
日
本
語
を
も
っ
と

学
び
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
聞
か
れ
た
。
こ
の
思
い
を
叶
え
る
た
め
平
成
三
〇
年
に
は
静
岡
県
が
主
催
す

る
「
外
国
人
介
護
職
員
の
た
め
の
日
本
語
研
修
」
を
夜
間
実
施
し
、
介
護
記
録
等
に
つ
い
て
の
学
び
の
機
会

を
作
っ
た
。
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こ
う
し
た
中
で
、
よ
り
専
門
性
を
高
め
る
た
め
に
資
格
を
取
得
し
た
い

と
い
う
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
が
、
日
本
人
と
一
緒
に
行
う
研
修
で
は

理
解
が
難
し
い
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
平
成
二
九
年
度
よ
り
地

域
の
外
国
人
も
対
象
と
し
た
「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
」
を
開
催
し
た
。

令
和
元
年
度
ま
で
に
九
人
の
外
国
人
が
修
了
し
て
い
る
。

こ
の
研
修
は
受
講
す
る
外
国
人
に
だ
け
で
は
な
く
、
教
え
る
日
本
人
職

員
に
と
っ
て
も
、
ど
う
し
た
ら
正
し
く
伝
わ
る
の
か
、
や
さ
し
い
日
本
語

で
ど
う
伝
え
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え
る
よ
い
機
会
と
な
り
、
相
互
理
解
を

促
進
さ
せ
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
る
。

（
一
〇
）
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
の
取
り
組
み

平
成
二
八
年
度
か
ら
天
竜
厚
生
会
は
将
来
不
足
す
る
介
護
人
材
確
保
の
一
環
と
し
て
、
政
府
が
経
済
連
携

協
定
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
候
補
者
の
受
け
入
れ
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
候
補

者
の
選
定
は
、
現
地
に
出
向
き
直
接
本
人
と
の
面
接
に
よ
る
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
り
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、

当
法
人
の
一
期
生
と
し
て
、
平
成
二
八
年
一
一
月
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
二
人
の
候
補
者
を
百
々
山
で
受
け

入
れ
、
二
期
生
と
し
て
翌
二
九
年
同
じ
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
二
人
を
厚
生
寮
で
受
け
入
れ
て
い
る
。
そ
の
サ

ポ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
就
労
面
を
施
設
、
学
習
面
を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
、
生
活
面
を
総
務
課
と
役
割
を
分
け
、

外国人を対象とした介護技術研修（板屋町デイサービスセンター）
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三
者
が
連
携
す
る
体
制
を
構
築
し
対
応
し
て
い
る
。
情
報
共
有
を
強
固
に
す
る
た
め
、
就
労
開
始
当
初
は
一

週
間
に
一
度
、
そ
の
後
一
ヶ
月
に
一
度
、
三
者
で
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。

国
家
試
験
の
受
験
に
向
け
て
は
、
外
部
の
日
本
語
講
師
に
よ
る
日
本
語
教
室
の
実
施
や
本
人
た
ち
の
就
労

時
間
内
に
一
時
間
の
学
習
時
間
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
二
年
目
か
ら
は
ス
カ
イ
プ
を
使
用
し
外
部
講
師
に

よ
る
試
験
に
特
化
し
た
授
業
も
実
施
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、
令
和
元
年
度
の
国
家
試
験

に
一
期
生
二
人
と
も
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

介
護
職
員
の
採
用
が
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、
外
国
人
材
は
事
業
遂
行
す
る
上
で
欠
か
せ
ぬ
存
在
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
は
、
在
日
外
国
人
は
も
と
よ
り
留
学
生
、
特
定
技
能
等
、
そ
の
確
保
、
育
成
、
定
着
に
一
層
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五
　
多
様
な
働
き
方
の
実
現

（
一
）
育
児
休
業
期
間
の
延
長

天
竜
厚
生
会
で
は
、
様
々
な
施
策
に
よ
っ
て
職
員
の
福
利
厚
生
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
づ
く
り
に
努
め

て
お
り
、
平
成
二
七
年
度
に
は
、
育
児
休
業
制
度
の
改
正
を
実
施
し
た
。
当
法
人
の
職
員
の
約
八
割
が
女
性

で
あ
り
、
家
族
が
増
え
て
も
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
と
す
る
た
め
、
平
成
二
四

年
度
に
育
休
取
得
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
育
児
休
業
が
長
け
れ
ば
子
供
の
成
長
を
感
じ
つ
つ

職
場
へ
の
復
帰
が
で
き
る
、
と
の
回
答
を
多
く
得
た
た
め
、
制
度
を
改
正
す
る
こ
と
と
し
た
。
改
正
前
は
育

児
休
業
の
限
度
期
間
が
「
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
（
誕
生
日
前
日
）」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、改
正
に
よ
り
「
子
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が
三
歳
に
達
す
る
日
（
誕
生
日
前
日
）」
と
変
更
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
の
置
か
れ
た
環
境
に
応
じ
て
以
前
よ
り
も
選
択
肢
が

増
し
、
状
況
に
応
じ
た
育
児
休
業
取
得
に
繋
が
っ
て
い
る
。
平
成
二
三

年
度
か
ら
各
年
三
月
に
お
い
て
の
産
前
・
産
後
休
業
、
育
児
休
業
利
用

者
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
男
性
職
員
も
平
成
二
四
年
度
以
降
、

ほ
ぼ
毎
年
育
児
休
業
制
度
を
利
用
し
て
い
る
。

（
二
）
育
児
・
養
育
及
び
介
護
等
退
職
者
再
雇
用
制
度
の
作
成

育
児
や
介
護
を
理
由
に
退
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
職
員
が
、
一
定
の
期
間
（
三
年
間
）
の
間
に
育
児
等
の
状

況
が
改
善
し
、
今
ま
で
の
経
験
を
活
か
し
、
再
度
就
労
出
来
る
よ
う
平
成
二
七
年
に
「
育
児
・
養
育
及
び
介

護
等
退
職
者
再
雇
用
制
度
」
を
作
成
し
た
。
本
制
度
の
対
象
者
は
正
規
職
員
で
あ
り
、
子
ど
も
の
育
児
や
養

育
、
家
族
の
介
護
や
看
護
、
家
族
の
勤
務
地
変
更
等
に
よ
り
退
職
し
た
者
で
、
退
職
時
の
勤
務
年
数
が
三
年

以
上
で
あ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
再
雇
用
時
は
原
則
と
し
て
、
退
職
前
の
賃
金
及
び
採
用
形
態
を

保
障
す
る
。
令
和
元
年
ま
で
に
一
七
人
が
登
録
の
申
し
出
を
行
っ
て
い
る
。

な
お
、
本
制
度
及
び
育
児
休
業
制
度
等
の
創
設
、
運
用
に
よ
り
、
平
成
二
七
年
七
月
に
静
岡
県
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
活
動
に
関
す
る
知
事
褒
賞
を
い
た
だ
い
た
。

各年3月時点の産休・育休取得者数

年度 取得者数

平成23年度 43人

平成24年度 39人

平成25年度 53人

平成26年度 48人

平成27年度 52人

平成28年度 65人

平成29年度 65人

平成30年度 80人

令和元年度 74人
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（
三
）「
育
フ
レ
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
」
の
開
始

平
成
二
八
年
一
二
月
、
育
児
休
業
復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
育
児
休

暇
取
得
中
の
当
法
人
の
職
員
を
対
象
に
復
帰
に
向
け
た
職
員
座
談
会
を

開
催
し
た
。
子
育
て
に
専
念
し
て
き
た
職
員
が
抱
え
る
復
帰
に
向
け
て

の
様
々
な
不
安
を
解
消
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
復
帰
を
予
定
し
て
い

る
一
二
組
（
二
三
人
）
の
親
子
が
参
加
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
や
仕

事
内
容
に
も
触
れ
な
が
ら
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
参

加
し
た
職
員
か
ら
は
、
職
場
復
帰
や
子
育
て
、
家
事
育
児
へ
の
不
安
が

あ
っ
た
が
、
同
じ
よ
う
な
不
安
を
持
つ
職
員
と
話
を
す
る
こ
と
で
不
安

が
軽
減
さ
れ
た
、
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

そ
の
後
、
こ
の
取
り
組
み
を
よ
り
多
く
の
職
員
に
周
知
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
親
し
ま
れ
る
名
称
を
検
討
し
、
育・
児
を
す
る
「
友
達
（
フ・
レ・

ン
ド
）」、
職
員
同
士
・
親
子
同
士
の
ふ・
れ・
あ
い
、
子
育
て
世
代
を
応
援

し
た
い
！
（
フ・
レ・
！
フ・
レ・
！
）、
集
ま
り
（
ｍ・
ｅ・
ｅ・
ｔ・
ｉ・
ｎ・
ｇ・
）
の
意
味
を
込
め
て
、「
育
フ
レ
ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ

ｎ
ｇ
」
と
名
付
け
、
平
成
二
九
年
度
は
一
二
組
（
二
四
人
）、
平
成
三
〇
年
度
は
七
組
（
一
四
人
）、
令
和
元

年
度
は
八
組
（
一
六
人
）
の
親
子
が
参
加
し
た
。
今
後
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
。

育フレmeeting（みゅうのおか児童クラブ）
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（
四
）
定
年
延
長
の
実
施

急
速
な
少
子
高
齢
化
に
よ
り
近
年
の
労
働
生
産
人
口
は
減
少
し
、
福
祉
業
界
の
有
効
求
人
倍
率
が
実
質

四
．○
倍
超
と
な
る
等
、
人
材
確
保
は
よ
り
一
層
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
潜
在
的
な
労
働
力
の
確
保

に
向
け
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
多
様
な
働
き
方
を
求
め
る
中
で
時
間
外
労
働
の
規
制
等
の
他
、
働
き

方
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が
段
階
的
に
六
五
歳
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
継
続
雇
用
制
度
（
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
制
度
）
を
導
入
し
、

六
〇
歳
以
降
も
天
竜
厚
生
会
で
継
続
し
て
働
い
て
も
ら
う
よ
う
に
努
め
て
き
た
が
、
六
〇
歳
前
と
同
じ
業
務

を
行
う
場
合
で
も
、
賃
金
水
準
が
そ
れ
ま
で
の
約
六
〇
％
と
な
る
等
の
課
題
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
経
緯
に
て
、
平
成
二
九
年
度
に
定
年
延
長
の
検
討
に
着
手
し
た
。
検
討
の
中
で
は
人
件
費
の
推

移
を
含
め
た
様
々
な
検
証
を
行
い
、
平
成
三
〇
年
七
月
、
定
年
延
長
の
実
施
に
踏
み
切
っ
た
。

具
体
的
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
六
〇
歳
か
ら
六
五
歳
に
定
年
を
延
長
す
る

②
六
〇
歳
時
の
基
本
給
を
六
五
歳
ま
で
支
給
す
る

③
賞
与
は
六
〇
歳
を
迎
え
た
年
度
の
支
給
係
数
の
二
分
の
一
と
す
る

④
施
行
は
平
成
三
〇
年
七
月
と
す
る

人
件
費
は
約
一
億
円
を
上
回
る
増
加
と
な
り
、
そ
の
推
移
に
は
一
層
の
留
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
当
法
人

で
働
く
職
員
と
し
て
培
わ
れ
た
精
神
と
技
術
を
も
っ
て
新
た
な
定
年
ま
で
働
い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思

い
を
込
め
て
い
る
。
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六
　
災
害
対
策
の
推
進

（
一
）
災
害
対
策
に
お
け
る
体
制
整
備

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
と
い
う
未
曾
有
の
事
態
が
喧け
ん

伝で
ん

さ
れ
る
昨
今
、
天
竜
厚
生
会
と
し
て
も
災
害

対
策
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
当
法
人
は
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
充
実
に
努
め
て
い
る
。

こ
の
訓
練
主
旨
は
有
事
の
初
期
対
応
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
休
日
を
想
定
し
た
災
害
対
策
本
部
の
設
置
と
職

員
召
集
、
災
害
対
策
本
部
と
構
内
施
設
と
の
連
携
、
遠
隔
地
施
設
と
の
情
報
伝
達
等
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
不

全
と
休
日
に
お
け
る
人
員
不
足
を
想
定
し
た
訓
練
を
通
じ
て
、
災
害
対
策
の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
す
る
良

い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
実
施
し
た
具
体
的
な
取
り
組
み
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
非
常
食
の
拡
大
と
貯
水
槽
の
移
設
、
更
新

平
成
二
三
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
惨
状
に
鑑
み
、
従
来
三
日
分
と
し
て
い
た
非
常
食
の
備
蓄
を

改
め
五
日
分
に
拡
大
し
た
。
職
員
に
つ
い
て
も
、
五
日
分
の
非
常
食
を
確
保
し
て
い
る
。
平
成
二
五
年
に
同

様
に
飲
水
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
地
下
式
貯
水
槽
（
一
，
一
〇
〇
ｔ
）
に
支
障
が
み
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
容
量
一
，
二
〇
〇
ｔ
の
地
上
型
貯
水
槽
を
新
設
し
た
（
三
九
ペ
ー
ジ

参
照
）。

②
近
隣
事
業
者
と
の
連
携

丘
の
上
に
立
地
す
る
当
法
人
に
と
っ
て
、
災
害
対
応
の
課
題
は
未
だ
多
い
。
そ
こ
で
同
じ
丘
の
上
に
あ
っ

て
各
々
専
門
性
を
有
す
る
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
天
竜
病
院
、
静
岡
県
立
天
竜
特
別
支
援
学
校
と
三
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者
で
連
携
し
、
企
図
す
る
こ
と
と
し
た
。
医
療
支
援
で
は
、
緊
急
度
の
高
い
負
傷
者
は
天
竜
病
院
に
担
っ
て

も
ら
い
、
そ
れ
以
外
の
者
は
当
法
人
診
療
所
に
て
対
応
し
、
要
支
援
者
へ
の
生
活
支
援
は
、
天
竜
特
別
支
援

学
校
と
当
法
人
が
協
働
し
て
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。「
み
ゅ
う
の
丘
協
議
会
（
一
一
九
ペ
ー
ジ
参
照
）」
で

の
連
携
で
あ
る
。

③
遠
方
事
業
者
と
の
連
携

日
本
福
祉
大
学
及
び
同
大
学
が
連
携
す
る
全
国
一
四
の
社
会
福
祉
法
人
と
災
害
時
協
力
契
約
を
締
結
し
、

他
法
人
か
ら
の
人
的
・
物
的
支
援
を
集
約
し
、
そ
れ
ら
を
支
援
要
請
法
人
に
提
供
す
る
広
域
的
な
相
互
協
力

シ
ス
テ
ム
に
加
入
し
て
い
る
。

④
避
難
路
の
確
保

法
人
本
部
に
至
る
道
路
は
本
部
敷
地
の
東
側
と
北
側
の
二
本
し
か
な
く
、
災
害
時
に
は
通
行
止
め
が
長
期

に
及
ぶ
可
能
性
が
高
く
、
物
品
の
搬
入
や
ご
利
用
者
の
移
送
、
職
員
の
通
勤
及
び
構
内
に
設
置
す
る
福
祉
避

難
所
へ
の
通
行
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
あ
か
い
し
学
園
南
側
に
隣
接
す
る
県
森
林
・
林
業
研
究
セ

ン
タ
ー
が
管
轄
す
る
浜
北
県
営
林
内
の
作
業
用
道
路
が
公
道
に
通
じ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
災
害
に
よ
っ

て
本
部
に
至
る
二
本
の
道
路
が
通
行
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
第
三
の
道
路
と
し
て
令
和
元
年
八
月
よ
り

借
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
避
難
道
路
が
確
保
で
き
、
丘
の
上
と
い
う
立
地
の
ハ
ン

デ
ィ
の
ひ
と
つ
が
解
決
さ
れ
た
。
静
岡
県
の
協
力
を
得
て
実
現
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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（
二
）
水
道
設
備
の
強
化

事
業
運
営
に
お
い
て
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。
特
に
天
竜
厚
生
会
の
水
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
先
人
達
が
苦
労
し
な
が

ら
当
法
人
の
歴
史
と
と
も
に
水
道
事
業
を
造
り
上
げ
て
き
た
。
そ
の
水
道
設

備
は
、
自
前
に
て
水
道
供
給
を
行
う
専
用
水
道
と
し
て
本
部
敷
地
内
で
生
活

す
る
ご
利
用
者
を
支
え
続
け
て
き
た
。
昭
和
四
九
年
に
第
一
水
源
、
平
成
五

年
に
は
第
二
水
源
を
増
設
し
、
本
部
敷
地
に
て
必
要
な
水
道
貯
水
量
の
確
保

に
順
次
対
応
を
し
て
き
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
平
成
二
三
年
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
同
年

九
月
の
大
型
台
風
に
よ
る
数
日
間
に
及
ん
だ
本
部
敷
地
の
停
電
の
経
験
か
ら
、

有
事
の
際
で
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
設
備
の
稼
働
が
可
能
と
な
る
設
備
強
化
が
必
須

と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
給
食
業
務
等
に
支
障
の
な
い
長
時
間
自
家
発
電
装
置

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
併
せ
て
当
専
用
水
道
の
今
後
数
十
年
の
長
期
的
運
用
を
図
る
べ
く
整
備
を
行
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
平
成
二
五
年
に
深
井
戸
の
増
設
に
よ
る
第
三
水
源
の
整
備
及
び
従
来
百
々
山
東
側
に
あ
っ

た
地
下
式
貯
水
槽
を
廃
止
し
、
有
効
水
量
一
，
二
〇
〇
ｔ
の
地
上
型
貯
水
槽
を
清
風
寮
北
側
に
整
備
し
た
。

ま
た
平
成
二
六
年
に
は
、
本
部
敷
地
の
主
要
な
構
内
の
埋
設
送
水
配
管
の
更
新
及
び
水
源
か
ら
本
部
敷
地
へ

の
導
水
配
管
の
増
設
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
、
災
害
対
策
の
強
化
を
図
っ
た
。

水
道
事
業
は
創
設
期
か
ら
今
日
ま
で
、
そ
の
時
代
と
当
法
人
の
発
展
に
併
せ
て
強
化
と
整
備
に
取
り
組 新設した地上型貯水槽（有効水量1,200t）
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み
、
安
定
し
た
水
道
供
給
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
背
景
に
は
、
今
ま

で
水
の
確
保
に
関
わ
っ
て
こ
ら
れ
た
先
人
達
の
弛
ま
ぬ
努
力
と
苦
労
を
私
た
ち
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

七
　
Ｉ
Ｔ
環
境
の
整
備

天
竜
厚
生
会
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
及
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
は
、平
成
二
年
以
降
の
「
パ
ソ
コ
ン
導
入
期
」

と
さ
れ
る
期
間
に
お
い
て
一
通
り
の
整
備
が
図
ら
れ
た
。
そ
の
後
必
要
な
整
備
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
平
成

二
三
年
か
ら
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
用
期
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
期
間
で
は
、
よ
り
専
門
性
の
高
い
各
種
業

務
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を
順
次
行
っ
て
き
た
。

平
成
二
三
年
　「
ち
ょ
う
じ
ゅ
」
拡
充
（
大
里
高
松
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
分
追
加
）

平
成
二
四
年
　
預
り
金
シ
ス
テ
ム
導
入
（
オ
フ
コ
ン
か
ら
更
新
）

　
　
　
　
　
　
ス
ー
パ
ー
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
シ
ス
テ
ム
導
入
（
オ
フ
コ
ン
か
ら
更
新
）

平
成
二
五
年
　�

ク
レ
ヨ
ン
導
入
（
記
録
シ
ス
テ
ム
導
入
及
び
請
求
シ
ス
テ
ム
は
「
福
祉
の
森
」
よ
り
移
行
）

　
　
　
　
　
　
販
売
大
臣
・
福
祉
大
臣
導
入
（「
Ｅ-

Ｏ
ｎ
ｅ
」
か
ら
更
新
）

平
成
二
七
年
　
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
「
Ｘ-

ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
」
導
入

　
　
　
　
　
　
医
療
画
像
シ
ス
テ
ム
「
Ｘ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｋ
」
導
入
（「
Ｓ
ｙ
ｎ
ａ
ｐ
ｓ
ｅ
」
か
ら
更
新
）

平
成
二
九
年
　
福
祉
の
森
Ｖ
３
給
食
栄
養
計
算
シ
ス
テ
ム
更
新

令
和
元
年
　
　
幼
稚
園
・
保
育
園
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
「
お
ま
か
せ
保
育
シ
ス
テ
ム
」
導
入
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こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
の
充
実
化
と
と
も
に
、
パ
ソ
コ
ン
や
そ
れ
に
付
随
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
必
要

と
さ
れ
る
台
数
を
整
備
し
、
そ
の
活
用
を
職
員
へ
広
め
て
い
っ
た
。
当
初
、
Ⅰ
Ｔ
機
器
の
使
用
を
た
め
ら
っ

て
い
た
職
員
も
、
記
録
の
簡
素
化
や
情
報
共
有
あ
る
い
は
瞬
時
の
デ
ー
タ
閲
覧
等
の
利
便
性
に
触
れ
、
今
で

は
業
務
に
必
要
不
可
欠
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
多
く
の
職
員
に
支
障
な
く
機
器
を
使

用
し
て
も
ら
う
た
め
の
統
制
し
た
ル
ー
ル
が
必
要
と
な
り
、
Ｉ
Ｔ
設
備
の
基
本
内
容
と
重
要
事
項
を
ま
と
め

た
「
Ｉ
Ｔ
設
備
運
用
管
理
要
綱
」
を
平
成
二
五
年
七
月
に
作
成
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
や
複
合
機
、
電
話
等
の
管

理
や
運
用
方
法
に
つ
い
て
規
定
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
二
回
の
改
正
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
二
六
年
に
は
、業
務
シ
ス
テ
ム
の
サ
ー
バ
ー
を
「
仮
想
サ
ー
バ
ー
」
へ
と
移
行
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、

業
務
シ
ス
テ
ム
ご
と
に
整
備
し
て
い
た
た
め
、
サ
ー
バ
ー
の
数
が
増
え
、
そ
の
管
理
や
維
持
等
の
費
用
が
増

加
し
て
い
た
。
ま
た
、
サ
ー
バ
ー
に
不
具
合
が
発
生
し
た
と
き
は
、
復
旧
す
る
ま
で
そ
の
シ
ス
テ
ム
の
使
用

は
適
わ
な
か
っ
た
。
移
行
後
は
、
サ
ー
バ
ー
機
器
の
統
合
及
び
集
約
が
さ
れ
た
こ
と
で
経
費
が
圧
縮
さ
れ
、

ト
ラ
ブ
ル
時
や
障
害
へ
の
対
応
を
強
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
効
果
を
確
認
し
た
う
え
、
将
来
の
Ｉ
Ｔ
環
境
も
見
据
え
て
平
成
二
九
年
三
月
仮
想
サ
ー
バ
ー
の

容
量
を
拡
張
し
た
。
併
せ
て
同
年
一
一
月
に
は
、
職
員
の
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
保
存
す
る
た
め
の
フ
ァ
イ
ル

サ
ー
バ
ー
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
容
量
を
拡
張
す
る
と
と
も
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
の
高
い
最
新
の
機
器

に
更
新
し
た
。

当
法
人
の
使
命
は
ご
利
用
者
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
の

一
つ
で
あ
る
Ｉ
Ｔ
機
器
を
い
か
に
活
用
す
る
か
は
、
人
材
不
足
や
業
務
省
力
化
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
重
要
な
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課
題
で
あ
る
。
よ
り
良
い
社
会
を
築
く
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
シ
ン

グ
ス
）
や
Ａ
Ｉ
（
ア
ー
テ
ィ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
）、
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）
等
の
Ｉ
Ｔ
技
術
を
取
り
入
れ
、
人
が
担
う
べ
き
福
祉
業
務
の
補
助
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
、
駆
使
す
れ
ば
今
ま
で
以
上
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
は
可
能
と
な
る
。
今
後
も
十
分
な
リ
ス
ク
対
策

を
講
じ
つ
つ
、
Ｉ
Ｔ
技
術
の
進
歩
に
応
じ
た
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

八
　
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ
の
取
り
組
み

（
一
）
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
自
己
適
合
宣
言

天
竜
厚
生
会
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
認
証
取
得
は
、
平
成
一
五
年
の
保
育
所
に
始
ま
り
、
三
年
を
経
て
ほ
ぼ

全
事
業
所
を
認
証
範
囲
と
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
そ
の
後
も
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
（
以
下
、
Ｑ
Ｍ

Ｓ
）
の
有
効
性
を
改
善
さ
せ
な
が
ら
毎
年
第
三
者
認
証
機
関
に
よ
る
認
証
を
取
得
し
て
き
た
が
、
取
得
か
ら

一
〇
年
が
経
過
し
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
よ
る
業
務
推
進
が
浸
透
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
二
六
年
四
月
、
自
己
適
合
宣
言

の
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
自
己
適
合
宣
言
と
は
、
第
三
者
認
証
機
関
に
認
証
書
を
返
上
し
、
自
ら
の
責
任

で
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
検
証
し
、
か
つ
保
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
二
七
年
一
月
一
日
の
適
合
宣
言
に
向
け
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
自
己
適
合
宣
言
推
進
事
業
（
以
下
、
推
進
事
業
）

を
開
始
し
た
。
推
進
事
業
の
目
的
は
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
今
ま
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
へ
の
取
り
組
み
を
見
直
し
、
新

た
な
仕
組
み
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
規
格
要
求
事
項
に
適
し
て
い
る
こ
と

を
宣
言
す
る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
推
進
事
業
を
と
お
し
て
次
世
代
を
育
成
し
、
当
法
人
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
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の
仕
組
み
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
自
己
適
合
宣
言
推
進
チ
ー
ム
（
以
下
、
推
進
チ
ー
ム
）
を
結

成
し
た
。
推
進
チ
ー
ム
の
役
割
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
日
本
規
格
研
究
所
株
式
会
社
）
の
指
導
の
も
と
、

自
己
適
合
宣
言
に
至
る
ま
で
の
課
題
を
自
ら
洗
い
出
し
、自
ら
解
決
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

従
来
の
受
動
的
な
活
動
か
ら
能
動
的
な
活
動
へ
の
大
き
な
転
換
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
自
己
適
合
宣
言

の
責
任
の
重
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
推
進
チ
ー
ム
の
も
う
一
つ
の
役
割
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
改
善
委
員
会

と
し
て
の
活
動
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
内
部
監
査

計
画
や
法
人
品
質
目
標
の
策
定
等
を
、
自
己
適
合
宣
言
の

活
動
と
並
行
し
て
検
討
、
協
議
し
た
。
以
上
の
よ
う
な
活

動
を
経
て
、
平
成
二
七
年
一
月
一
日
、
当
法
人
は
自
己
適

合
宣
言
を
行
っ
た
。

そ
し
て
、
自
己
適
合
宣
言
後
は
、
毎
年
二
つ
の
検
証
作

業
を
実
施
し
、
当
法
人
の
Ｑ
Ｍ
Ｓ
が
四
つ
（
法
的
・
ご
利

用
者
及
び
そ
の
ご
家
族
・
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
・
当
法
人
）

の
要
求
事
項
に
適
合
し
て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
る
。
一

つ
目
の
検
証
作
業
は
、「
当
法
人
内
部
に
よ
る
検
証
」
で
あ

り
、
内
部
監
査
員
資
格
を
取
得
し
た
職
員
に
よ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ

内
部
監
査
（
年
三
〇
～
四
〇
部
署
）
及
び
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

 平成27年1月

自己適合宣言までの

　高齢関係施設（12施設）、介護福祉課

　障がい関係施設
　研修センター 　等
　給食センター

24部署

　保育所（11園）、子育て支援課

　自己適合宣言の取り組み開始

平成15年

平成16年

平成17年

平成26年

※新規事業所等随時認証取得

認
証
取
得

・
内
部
監
査
員
に
よ
る
内
部
監
査

自
己
適
合
宣
言

・
内
部
監
査
員
に
よ
る
内
部
監
査

・
外
部
に
よ
る
検
証
監
査
、
内
部
監

　査
立
ち
会
い
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　レ
ポ
ー
ト
報
告
会
立
ち
会
い

自己適合宣言（全部署）

・さらなるサービスの質の向上

・次世代の育成

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
活
用
に
よ
る
サ

ビ
ス
の
維
持
、
向
上

経緯

・
第
三
者
機
関
に
よ
る
維
持
・
更
新
審
査

自己適合宣言までの経緯
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ス
レ
ポ
ー
ト
報
告
会
（
年
二
回
）
で
の
検
証
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、「
外
部
（
日
本
規
格
研
究
所
株
式
会
社
）

に
よ
る
検
証
」
を
も
と
に
、
当
法
人
の
Ｑ
Ｍ
Ｓ
の
適
合
性
評
価
を
検
証
し
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

内
部
監
査
へ
の
立
ち
会
い
（
年
二
部
署
）、パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
レ
ポ
ー
ト
報
告
会
へ
の
オ
ブ
ザ
ー
ブ
（
年
一
回
）

及
び
検
証
監
査
（
年
五
部
署
）
に
よ
る
検
証
で
あ
る
。
こ
の
三
つ
の
外
部
検
証
を
経
て
、
当
法
人
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
自
ら
行
う
検
証
の
一
端
を
外
部
に
証
明
し
て
も
ら
う
こ
と
で
当
法
人
の
Ｑ
Ｍ
Ｓ
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ

９
０
０
１
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
当
法
人
の
責
任
で
決
定
（
自
己
適
合
宣
言
）
し
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
、
全
事
業
に
お
け
る
品
質
を
チ
ェ
ッ
ク
し
必
要
な
改
善
を
継
続
的
に
実
施

す
る
こ
と
で
、
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

（
二
）
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂

Ｑ
Ｍ
Ｓ
の
国
際
規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
：
２
０
０
８
が
、
平
成
二
七
年
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
：

２
０
１
５
へ
と
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
二
八
年
度
の
一
年
間
を
か
け
て
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
全
部

署
に
共
通
す
る
事
項
の
規
定
）、
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
各
事
業
部
特
有
の
事
項
の
規
定
）
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
フ
ロ
ー
図
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
よ
る
業
務
の
流
れ
の
図
示
〈
以
下
、
フ
ロ
ー
図
〉）
の
改
訂
作
業
を
実

施
し
た
。
改
訂
作
業
は
、
全
課
長
及
び
事
務
局
で
あ
る
監
査
指
導
部
で
構
成
す
る
「
改
訂
推
進
チ
ー
ム
」
が

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
日
本
規
格
研
究
所
株
式
会
社
）
の
指
導
の
も
と
で
行
っ
た
。

規
格
改
訂
で
強
化
さ
れ
た
主
な
内
容
は
、
事
業
プ
ロ
セ
ス
と
の
整
合
化
、
事
業
リ
ス
ク
へ
の
対
応
及
び
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ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
当
法
人
で
は
経
営
層
）
の
責
任
の
強
化
で
あ
る
。
事
業
プ
ロ
セ
ス
と
の
整
合
化
及

び
事
業
リ
ス
ク
へ
の
対
応
で
は
、
従
来
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
課
題
点
を
洗
い
出
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
構
成
や
品

質
方
針
、
品
質
目
標
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
た
。
そ
し
て
、
Ｑ
Ｍ
Ｓ
の
取
り
組
み
が
日
常
業
務

か
ら
か
け
離
れ
る
こ
と
な
く
、
職
員
が
理
解
し
や
す
い
も
の
と
な
る
よ
う
心
掛
け
た
。
具
体
的
に
は
、
当
法

人
の
事
業
プ
ロ
セ
ス
に
影
響
を
与
え
る
外
部
及
び
内
部
の
課
題
（
法
規
制
の
強
化
、
事
業
環
境
の
変
化
、
人

材
の
不
足
等
）
を
明
確
に
し
、
密
接
に
関
連
す
る
利
害
関
係
者
（
ご
利
用
者
、
地
域
、
職
員
等
）
の
ニ
ー
ズ

及
び
期
待
を
新
た
に
追
加
し
、
こ
れ
ら
課
題
へ
の
対
応
を
事
業
リ
ス
ク
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
業
リ
ス
ク
は
、
当
法
人
が
従
前
よ
り
中
期
経
営
計
画
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
内
容
で
あ
る
。

今
回
の
改
訂
作
業
で
は
、
中
期
経
営
計
画
の
「
中
期
経
営
目
標
」
を
「
品
質
目
標
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
で
、「
中
期
経
営
目
標
」
の
達
成
が
Ｑ
Ｍ
Ｓ
が
目
的
と
し
て
い
る
基
本
理
念
の
実
践
、
達
成
に
繋
が
る
こ

と
を
明
確
に
し
た
。

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
責
任
の
強
化
で
は
、
平
成
二
八
年
の
社
会
福
祉
法
改
正
に
伴
う
経
営
組
織
の
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
を
担
保
す
る
た
め
、
さ
ら
な
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
見
え
る

化
を
図
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
従
来
の
フ
ロ
ー
図
に
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
項
目
を
追
加
し
、
一
連
の
業
務

と
そ
れ
に
関
わ
る
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動
を
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
請
求
処
理
の
フ
ロ
ー
図
や
、

総
務
課
や
会
計
課
等
の
ス
タ
ッ
フ
部
門
に
関
わ
る
フ
ロ
ー
図
も
新
た
に
作
成
し
た
。

改
訂
後
の
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
構
成
は
、
箇
条
ご
と
に
規
格
要
求
事
項
を
記
載

し
、
そ
の
要
求
事
項
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
対
応
手
順
と
し
て
実
施
責
任
及
び
権
限
、
要
求
事
項
の
目
的
、
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用
語
の
定
義
、
対
応
手
順
、
関
連
文
書
及
び
帳
票
の
五
項
目
を
設
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
要
求
事
項
に
ど

う
対
応
す
る
か
が
明
確
に
な
り
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
内
部
監
査
に
お
け
る
検
証
作
業
が
実
施
し
や
す
く
な
っ

た
。
ま
た
、
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
冒
頭
に
当
法
人
が
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
取
り
組
む
理
由
や
、
Ｑ
Ｍ
Ｓ
に
お
け
る
三
つ
の

重
要
概
念
（
プ
ロ
セ
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
、
リ
ス
ク
に
基
づ
く
考
え
方
）
の
項
目
を
設
け
、

丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
職
員
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
理
解
が
深
ま
り
、
Ｑ
Ｍ
Ｓ
に
取
り
組
む
意
識
が
高
ま
っ

た
。改

訂
後
の
品
質
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
フ
ロ
ー
図
は
、
平
成

二
九
年
四
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
そ
の
後
も
継
続
的
に
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

（
三
）
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
の
受
審

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
」
は
、
福
祉
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
公
正
か
つ

中
立
な
立
場
の
第
三
者
機
関
が
評
価
を
行
い
、
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
の

取
り
組
み
を
促
進
さ
せ
、
併
せ
て
ご
利
用
者
へ
の
情
報
提
供
を
行
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
信
頼
性
を
高
め
る

も
の
で
あ
る
。

天
竜
厚
生
会
の
受
審
状
況
と
し
て
は
、平
成
一
六
年
の
こ
ま
つ
保
育
園
、や
ま
び
こ
保
育
園
の
受
審
以
降
、

平
成
二
二
年
度
ま
で
に
一
通
り
の
受
審
を
終
え
二
期
目
の
受
審
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
三
者

評
価
の
基
準
は
時
代
と
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
改
正
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
々
の
ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
て
い
る
。
今
後
も
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
的
改
善
を
図
る
た
め
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
受
審
施
設
一
覧

平
成
16
年
度

こ
ま
つ
保
育
園

平
成
26
年
度

赤
松
寮

や
ま
び
こ
保
育
園

浜
北
学
苑

平
成
17
年
度

浜
北
学
苑

清
風
寮

赤
松
寮

し
ら
い
と

き
ぶ
ね
保
育
園

き
ぶ
ね
保
育
園

し
ば
も
と
保
育
園

し
ば
も
と
保
育
園

し
ん
ぱ
ら
保
育
園

な
ぎ
さ
保
育
園

中
瀬
保
育
園

平
成
27
年
度

赤
石
寮

す
ぎ
の
こ
保
育
園

さ
や
の
家

宮
脇
保
育
園

す
ぎ
の
こ
保
育
園

城
北
保
育
園

し
ん
ぱ
ら
保
育
園

南
郷
保
育
園

平
成
28
年
度

美
浜

な
ぎ
さ
保
育
園

み
の
り

平
成
18
年
度

あ
か
い
し
学
園

登
呂
の
家

厚
生
寮

み
な
み
し
ま
保
育
園

平
成
19
年
度

清
風
寮

と
み
が
お
か
保
育
園

と
み
が
お
か
保
育
園

平
成
29
年
度

浜
名

み
な
み
し
ま
保
育
園

天
竜
厚
生
会
ア
ク
シ
ア
藤
枝

平
成
20
年
度

赤
石
寮

し
ん
ぱ
ら
の
家

平
成
21
年
度

浜
名
寮

子
育
て
セ
ン
タ
ー
こ
ま
つ

平
成
22
年
度

美
浜

子
育
て
セ
ン
タ
ー
な
か
ぜ

平
成
23
年
度

受
審
無
し

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保
育
園
部

平
成
24
年
度

浜
名

平
成
30
年
度

厚
生
寮

翠
松
苑

あ
か
い
し
学
園

し
ん
ぱ
ら
の
家

天
竜
福
祉
工
場

こ
ま
つ
保
育
園

天
竜
厚
生
会
城
北
の
家

な
か
ぜ
保
育
園

子
育
て
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
保
育
園
部

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
き
の
み

平
成
25
年
度

厚
生
寮

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
保
育
園
部

あ
か
い
し
学
園

す
ず
か
け
っ
こ
保
育
園

百
々
山

※
第
三
者
評
価
開
始
当
初
か
ら
の
掲
載
（
施
設
名
は
当
時
の
名
称
）

や
ま
び
こ
保
育
園

子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
保
育
園
部
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（
四
）
施
設
自
己
評
価
の
実
施

施
設
自
己
評
価
は
、
平
成
一
四
年
か
ら
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
」
の
評
価
基
準
を
施
設
職
員
の
自

己
評
価
と
し
て
取
り
入
れ
、
施
設
が
自
ら
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
評
価
し
、
そ
の
改
善
点
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
各
施
設
職
員
が
目
標
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
実
施

し
て
い
る
。
な
お
、
第
三
者
評
価
の
基
準
は
時
代
に
合
わ
せ
て
改
正
さ
れ
て
お
り
、
当
法
人
の
自
己
評
価
基

準
も
平
成
三
〇
年
に
改
正
し
て
い
る
。

毎
年
、
正
規
職
員
や
週
二
〇
時
間
以
上
働
く
契
約
職
員
、
近
年
で
は
派
遣
職
員
も
対
象
に
加
え
て
実
施
し

て
お
り
、
各
事
業
所
や
管
轄
部
署
に
て
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
分
析
結
果
は
会
議
等
で
職
員
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
施
設
の
強
み
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
繋
げ
て
い
る
。

（
五
）
ご
利
用
者
満
足
度
調
査
の
実
施

天
竜
厚
生
会
で
は
毎
年
ご
利
用
者
満
足
度
調
査
を
実
施
し
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
こ
と
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
、
個
別
支
援
計
画
等
の
プ
ラ
ン
に
関
す
る
こ
と
等
の
項
目
を
、

「
満
足
し
て
い
る
」、「
ほ
ぼ
満
足
し
て
い
る
」、「
や
や
不
満
」、「
不
満
」
の
四
段
階
で
評
価
し
て
も
ら
う
と

と
も
に
、
自
由
記
述
に
よ
る
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
努
め
て
き
た
。

調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
と
し
て
の
回
答
を
文
書
等
で
施
設
内
に
掲
示
し
、
ご
利
用
者
や
ご
家

族
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
き
、
ま
た
、
職
員
に
は
集
積
し
た
数
値
を
施
設
及
び
種
別
ご
と
に
グ
ラ
フ
化

し
て
ご
利
用
者
等
の
声
を
見
え
る
化
し
た
形
で
周
知
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
い
た
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だ
い
た
ご
意
見
の
な
か
で
、
サ
ー

ビ
ス
の
改
善
に
繋
が
る
も
の
や

周
知
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
は
、

苦
情
と
し
て
取
り
挙
げ
、
公
表

す
る
と
と
も
に
各
施
設
間
に
お

い
て
情
報
の
水
平
展
開
を
図
っ

て
い
る
。
ご
利
用
者
主
体
の
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に

も
、
調
査
の
結
果
を
積
み
上
げ
、

よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

（
六
）
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
協
力
に
よ
る
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
の
取
り
組
み

社
会
福
祉
施
設
は
、常
に
時
代
の
成
熟
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
等
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

社
会
福
祉
法
の
改
正
、
働
き
方
改
革
、
介
護
人
材
不
足
へ
の
対
応
等
次
々
に
変
動
す
る
情
勢
へ
の
対
応
を

迫
ら
れ
る
今
日
、
ご
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
、
リ
ス
ク
管
理
、
職
員
処
遇
等
施
設
運
営
に
求
め
ら
れ
る
全
て
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
完
遂
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

ご利用者アンケート【障がい部門】

   ご利用者アンケート【高齢入所部門】

満足 ほぼ満足 やや不満 不満 無回答

職
員
の
支
援
の
様
子

援
助
方
法
・
介
護
技
術
・
専
門
性
等

は

適
切
で
す
か
？

職
員
の
介
護

技
術
・
専
門
性

は
適
切
で
す
か
？

0% 20% 40% 60% 80% 100%

百々山

翠松苑

しらいと

さやの家

しんぱらの家

登呂の家

城北の家

さいわい

まどか

とよおか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あかいし学園

アクシア藤枝

グループホーム

みのり

天竜ワークキャンパス

厚生寮

清風寮

赤松寮

赤石寮

天竜福祉工場

美浜

浜北学苑

浜名

ご利用者満足度調査グラフ化の一例
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そ
こ
で
、
平
成
三
〇
年
度
よ
り
、
希
望
す
る
施
設
に
は
施
設
運
営
の
経
験
を
持
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
共
に
施
設
の
課
題
を
究
明
し
、
解
決
方
法
等
を
見
出
そ
う
と
い
う
「
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
の
取
り
組
み
」
を
開
始
し
た
。
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は
当
法
人
で
の
豊
か
な
経
験
を
有
し
た
退
職
者
に
お
願
い

し
、
月
一
回
程
度
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
た
。
初
年
度
は
赤
石
寮
と
龍
山
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
令

和
元
年
度
は
浜
北
学
苑
と
赤
石
寮
で
実
施
し
た
。

組
織
的
な
指
導
、
教
育
で
は
な
く
、
共
に
考
え
る
と
い
う
方
式
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
施
設
の
運
営
は
も

ち
ろ
ん
職
員
の
成
長
に
も
よ
り
功
を
奏
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

九
　
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
化

（
一
）
身
体
拘
束
廃
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

平
成
一
四
年
度
に
「
行
動
制
限
廃
止
に
関
わ
る
基
本
事
項
（
通
知
）」
を
作
成
し
、
天
竜
厚
生
会
の
全
施

設
で
行
動
制
限
廃
止
に
向
け
た
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
通
知
を
運
用
し
て
い
く
な
か
で
、

実
務
に
即
し
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
内
容
を
再
検
討
し
、
平
成
二
三
年
度
に
「
行
動
制
限
廃
止

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
刷
新
し
、
障
が
い
者
支
援
事
業
部
、
高
齢
者
支
援
事
業
部
、
医
療
保
健
事
業
部
の
三

事
業
部
連
名
で
発
行
し
た
。

平
成
二
五
年
度
の
指
導
監
査
に
お
い
て
、
身
体
拘
束
に
関
す
る
記
録
方
法
及
び
マ
ニ
ュ
ア
ル
内
容
に
つ
い

て
指
摘
を
受
け
た
た
め
、
改
め
て
全
体
の
見
直
し
を
図
り
、
説
明
書
や
経
過
観
察
記
録
へ
の
記
載
す
べ
き
内

容
等
を
改
訂
し
た
。
ま
た
、
平
成
二
六
年
六
月
に
は
、
そ
れ
ま
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
使
用
さ
れ
て
い
た
「
行
動
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制
限
」
と
「
身
体
拘
束
」
と
い
う
二
つ
の
用
語
を
法
令
で
使
わ
れ
て
い
る
「
身
体
拘
束
」
に
統
一
し
、「
身

体
拘
束
廃
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
し
て
発
行
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
第
一
条
に
は
、「
身
体
拘
束
は
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
侵お
か

し
、
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る

だ
け
で
な
く
、
ご
利
用
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
根
本
か
ら
損
な
う
危
険
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
」
等

を
示
し
、
当
法
人
の
全
事
業
所
及
び
全
職
員
総
意
の
も
と
、
身
体
拘
束
廃
止
に
向
け
て
実
践
す
べ
き
目
的
を

掲
げ
て
い
る
。
身
体
拘
束
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
令
和
二
年
四
月
に
第
八
版
を
発
行
し
て
お
り
、
今
後
と
も
実
務

に
即
し
た
内
容
の
見
直
し
、
改
訂
を
行
っ
て
い
く
。

（
二
）
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

虐
待
防
止
に
お
け
る
法
体
制
の
整
備
は
、
平
成
一
二
年
に
児
童
、
平
成
一
七
年
に
高
齢
者
、
平
成
二
四
年

に
障
が
い
者
と
実
施
さ
れ
て
き
た
。
虐
待
は
、
虐
待
を
受
け
た
人
の
心
身
の
健
康
ま
た
は
生
命
に
深
刻
な

影
響
を
及
ぼ
す
行
為
で
あ
る
。
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
天
竜
厚
生
会
に
お
い
て
も
、
虐
待
防
止
に
向

け
て
の
体
制
整
備
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
た
め
、
法
人
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
ル
ー
ル
と
し
て
平
成

二
五
年
四
月
「
虐
待
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
虐
待
防
止
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
ご
利
用
者
本
位
（
個
別
ケ
ア
）
の
徹
底
、
組

織
や
職
員
の
取
り
組
み
姿
勢
、
ご
利
用
者
や
ご
家
族
が
置
か
れ
て
い
る
立
場
の
理
解
を
示
し
た
。
ま
た
、「
虐

待
の
定
義
」
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
「
虐
待
の
疑
い
」
の
参
考
事
例
を
作
成
し
、
職
員
間
の
共
通
認
識
を

図
っ
た
。
さ
ら
に
、
虐
待
防
止
責
任
者
で
あ
る
所
属
長
を
中
心
に
取
り
組
む
こ
と
や
、
各
部
署
及
び
第
三
者
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委
員
を
含
め
た
法
人
単
位
の
虐
待
防
止
委
員
会
の
設
置
等
を
定
め
た
。
こ
れ
以
外
に
も
、
虐
待
の
予
防
、
早

期
発
見
、
発
生
時
の
対
応
内
容
、
職
員
行
動
指
針
の
周
知
、
法
人
及
び
部
署
内
で
の
研
修
開
催
、「
虐
待
防

止
の
た
め
の
職
員
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
の
実
施
等
で
職
員
の
資
質
・
意
識
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も

に
、
虐
待
予
防
の
体
制
整
備
の
方
策
を
示
し
た
。

（
三
）
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
更
新

天
竜
厚
生
会
は
、
ご
利
用
者
の
安
全
と
権
利
を
保
障
し
、
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と
し
て
の
健
全

な
事
業
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
一
五
年
度
に
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
委
員
会
を
設
置
し
リ
ス
ク
の
削

減
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
苦
情
対
応
、
事
故
・
ヒ
ヤ
リ
対
応
等
必
要
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
都
度
、
委
員
会
で
の
協
議
を
経
て
改
正
し
て
い
る
。

主
な
改
正
内
容
と
し
て
、「
苦
情
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
組
織
の
透
明
性
の
確
保
と
サ
ー
ビ
ス
の
改
善

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
二
七
年
度
に
申
立
者
が
苦
情
公
表
を
希
望
し
な
い
場
合
以
外
は
、
関
係

者
の
権
利
擁
護
に
努
め
た
う
え
で
全
件
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
、
公
表
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

ま
た
、「
事
故
・
ヒ
ヤ
リ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、平
成
二
七
年
度
に
「
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
分
析
」
に
併
せ
て
「
な

ぜ
な
ぜ
分
析
」
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
、
重
大
な
事
故
・
被
害
に
繋
が
る
潜
在
的
な
要
因
・
原
因

を
把
握
し
、
さ
ら
な
る
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
で
き
る
よ
う
に
改
正
し
た
。

令
和
二
年
四
月
に
は
、「
苦
情
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
第
一
五
版
、「
事
故
・
ヒ
ヤ
リ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

は
第
十
版
を
発
行
し
て
い
る
。
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施
設
整
備
（
改
築
・
新
設
）

一

　浜
名
寮
改
築

浜
名
寮
は
、
昭
和
五
〇
年
四
月
に
身
体
障
害
者
療
護
施
設
と
し
て
開
設
し
た
。
既
に
法
人
内
に
は
同
一
種

別
の
厚
生
寮
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
よ
り
専
門
的
な
特
徴
を
位
置
づ
け
る
た
め
協
議
し
た
結

果
、
浜
名
寮
は
主
に
重
度
の
身
体
障
が
い
と
知
的
障
が
い
の
重
複
障
が
い
者
を
対
象
者
と
し
て
受
け
入
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

建
築
後
三
五
年
が
経
過
し
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、
予
測
さ
れ
る
大
地
震

へ
の
耐
久
性
が
危
惧
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
二
〇
年
度
よ
り
全
面
改
築
に

向
け
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
足
し
、
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
。

建
設
地
に
つ
い
て
は
、
よ
り
地
域
に
根
付
い
た
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
検

討
を
重
ね
た
が
、
平
均
年
齢
六
〇
歳
と
な
っ
た
ご
利
用
者
の
多
く
が
常
時
の
医

療
を
要
す
る
状
態
で
あ
り
、
医
師
・
看
護
師
が
二
四
時
間
体
制
で
配
置
さ
れ
て

い
る
天
竜
厚
生
会
診
療
所
が
あ
る
法
人
本
部
敷
地
内
に
建
設
す
る
に
至
っ
た
。

居
室
に
つ
い
て
は
、
個
室
が
主
流
と
な
っ
て
い
た
当
時
の
流
れ
か
ら
は
逆

行
す
る
形
で
は
あ
っ
た
が
、
多
床
室
を
全
居
室
の
八
割
と
し
、
残
り
二
割
の

個
室
の
一
部
を
二
人
部
屋
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
な
が
ら
も
、
生
活
を
営
む
な
か
で
ご
利
用
者
が
孤
立
せ
ず
、
仲
間

浜名　床暖房が設置されたデイルーム
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と
と
も
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
造
り
と
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
か
ら
二
年
後
の
平
成
二
二
年
に
浜
松
市
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
整
備
事
業
補
助
金

や
市
町
単
独
補
助
金
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
合
金
メ
ッ
キ
鋼
板
ぶ
き
・
陸
屋
根
二

階
建
て
（
四
，
三
〇
五
．五
八
㎡
）
で
改
築
整
備
さ
れ
、
平
成
二
三
年
一
月
に
新
た
な
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

よ
り
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
、
短
期
入
所
事
業
や
日
中
一
時
支
援
事
業
等
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
も
力
を
入
れ
、
ま
た
、
ご
利
用
者
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
を
中
心
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
大
切
に
す

る
と
い
う
新
た
な
思
い
を
込
め
て
平
成
二
三
年
四
月
よ
り
、名
称
を
「
浜
名
寮
」
か
ら
「
浜
名
」
へ
と
改
名
し
た
。

二

　厚
生
寮
改
築

厚
生
寮
は
、
昭
和
二
六
年
天
竜
厚
生
会
最
初
の
施
設
（
生
活
保
護
法
に
よ
る
結
核
後
保
護
施
設
）
と
し

て
旧
天
竜
市
渡
ヶ
島
二
一
七
番
地
の
三
に
お
い
て
事
業
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
、
幾
度
か
の
種
別
変
更
を
経

て
、
昭
和
四
五
年
に
木
造
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
平
屋
建
て
の
建
物
に
改
築
し
、
昭
和
四
七
年
に
定
員

一
〇
〇
人
の
身
体
障
害
者
療
護
施
設
に
変
更
し
た
。
昭
和
六
〇
年
度
か
ら
平
成
二
年
度
に
か
け
大
規
模
改
修

工
事
を
実
施
し
た
が
、
改
築
後
約
四
〇
年
を
経
過
し
建
物
は
老
朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
性
の
強
化
と
ご
利
用

者
の
利
便
性
の
改
善
の
必
要
性
が
迫
ら
れ
た
。
平
成
二
一
年
度
に
改
築
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
開
始
し
、
浜

松
市
社
会
福
祉
施
設
等
耐
震
化
等
整
備
事
業
補
助
金
を
活
用
し
て
、
平
成
二
四
年
に
鉄
骨
造
合
金
メ
ッ
キ
鋼

板
ぶ
き
・
陸
屋
根
二
階
建
て
（
四
，
七
七
〇
．五
七
㎡
）
で
移
転
改
築
し
た
。
移
転
先
は
、
平
成
二
二
年
に

先
行
し
て
移
転
し
た
浜
名
の
跡
地
と
し
た
。
行
事
等
の
合
同
開
催
や
施
設
間
の
連
携
を
期
待
し
て
、
研
修
セ
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ン
タ
ー
西
側
に
旧
身
体
障
害
者
療
護
施
設
で
あ

る
「
厚
生
寮
」
と
「
浜
名
」
と
い
う
同
じ
重
度

の
身
体
障
が
い
者
を
対
象
と
し
た
、
定
員
規
模

も
同
じ
一
〇
〇
人
の
施
設
を
隣
接
し
て
建
設
し

た
。厚

生
寮
の
新
た
な
建
物
は
、
個
室
を
全
居

室
の
八
割
と
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
に
配

慮
す
る
と
と
も
に
、
窓
を
大
き
く
と
り
開
放

的
で
明
る
い
空
間
づ
く
り
を
主
眼
と
し
な
が

ら
、
坪
庭
や
談
話
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
等
、
く

つ
ろ
ぎ
や
癒
し
の
提
供
に
も
心
を
配
り
設
計
さ
れ
た
。
ま
た
間
伐
材
の
有
効
活
用
に
協
力
す
る
た
め
、
木
質

ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
す
る
等
地
域
ニ
ー
ズ
や
環
境
面
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

名
称
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
名
称
が
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
が
、
ご

利
用
者
が
従
来
の
名
称
に
愛
着
を
感
じ
て
い
る
こ
と
や
当
法
人
に
と
っ
て
最
初
の
施
設
名
称
と
い
う
歴
史

的
な
点
も
考
慮
し
、「
厚
生
寮
」
を
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

三

　あ
か
い
し
学
園
改
築

昭
和
四
五
年
に
精
神
薄
弱
児
施
設
と
し
て
定
員
五
〇
人
で
開
設
さ
れ
た
「
あ
か
い
し
学
園
」
は
、
施
設
の 初めて設置された木質ペレットボイラー

厚生寮　坪庭

P053-066_施設整備.indd   55 2021/02/15   9:48



56

老
朽
化
と
予
測
さ
れ
る
大
地
震
に
耐
え
ら
れ
な
い
建
物
構
造
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
平
成
二
三
年
度
に
移
転
改
築
を
行
い
平
成
二
四
年
四
月
に
開
設
し
た
。

建
設
場
所
は
当
初
浜
松
市
市
街
地
に
計
画
し
た
が
地
域
の
ご
理
解
を
得
る
こ

と
が
叶
わ
ず
、旧
美
浜
寮
跡
地
に
建
設
す
る
こ
と
と
し
た
。
ご
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
が
多
様
化
す
る
な
か
、
ご
利
用
者
の
権
利
を
柱
と
す
る
施
設
の
基
本
理
念

を
定
め
、
そ
れ
に
沿
っ
て
自
己
実
現
が
図
れ
る
建
物
づ
く
り
に
努
め
た
。
建

物
は
鉄
骨
造
合
金
メ
ッ
キ
鋼
板
ぶ
き
・
陸
屋
根
二
階
建
て
（
二
，
八
九
七
．

二
九
㎡
）
と
し
、
内
装
の
特
徴
と
し
て
、
居
室
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

た
個
室
、
日
中
は
活
動
ス
ペ
ー
ス
へ
通
い
、
朝
夕
は
居
住
ス
ペ
ー
ス
で
食
事
、

入
浴
等
家
庭
と
同
様
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
二
つ
の
空
間
を
分

け
た
ケ
ア
ホ
ー
ム
的
な
生
活
環
境
を
整
備
し
た
。

ま
た
、
隣
接
す
る
天
竜
病
院
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
ス
ヌ
ー
ズ
レ
ン
（
光
や
音
楽
、
感
触
や
香
り
等
に

よ
る
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
活
動
）
を
見
学
し
、
当
施
設
で
も
強
度
行
動
障
害
や
様
々
な
特
性
を
持
つ
ご
利
用

者
に
も
安
心
し
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
部
屋
を
提
供
し
、
落
ち
着
い
た
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
法

人
と
し
て
初
め
て
そ
の
環
境
を
整
備
し
た
。

改
築
を
機
に
日
中
一
時
支
援
事
業
、
生
活
介
護
事
業
、
短
期
入
所
事
業
等
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
力
を
入
れ
、

障
が
い
児
者
の
受
け
入
れ
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

あかいし学園　スヌーズレン室
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四

　天
竜
厚
生
会
ア
ク
シ
ア
藤
枝
開
設
と
天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
改
築

天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
働
く
意
志
と
能
力
を
持
ち
な
が
ら
も
身
体
障
が
い
が
あ
る
た
め
に
、
一
般
企

業
で
の
就
労
が
困
難
な
方
を
対
象
と
し
て
、
昭
和
五
一
年
に
重
度
身
体
障
害
者
入
所
授
産
施
設
と
し
て
開
設
し

た
。
そ
し
て
、
平
成
二
四
年
四
月
に
障
害
者
自
立
支
援
法
に
も
と
づ
く
障
害
者
支
援
施
設
へ
と
移
行
し
、
知
的
・

精
神
障
が
い
者
も
含
め
た
三
障
が
い
の
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、
開
設
か
ら
三
七
年
経
過
し
、
建
物

の
老
朽
化
が
進
み
時
代
に
そ
ぐ
わ
な
い
居
室
構
造
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
ご
利
用
者
の
生
活
に
も
支
障
を
き

た
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
ま
た
同
時
期
に
、
地
域
移
行
を
推
進
し
入
所
施
設
を
削
減
し
て
い
く
、
と
い
っ
た

国
の
計
画
が
示
さ
れ
る
な
か
で
、
当
法
人
の
障
が
い
者
施
設
の
再
整
備
に
関
す
る
検
討
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
志
太
榛
原
圏
域
内
で
は
障
が
い
児
者
入
所
施
設
が
四
ヶ
所
（
定
員
一
七
〇
人
）
し
か
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
希
望
者
は
遠
方
の
施
設
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
志
太
榛
原
圏
域
の
障
が
い
児
者
の
入
所
及
び
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
を

汲
む
べ
く
、
静
岡
県
及
び
藤
枝
市
の
要
望
を
受
け
て
藤
枝
市
内
（
宮
原
地
区
）
に
天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ

ス
の
入
所
部
門
を
平
成
二
五
年
九
月
に
移
転
改
築
し
、「
天
竜
厚
生
会
ア
ク
シ
ア
藤
枝
」
と
し
て
開
設
し
た
。

併
せ
て
本
部
敷
地
内
で
行
っ
て
い
た
天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
入
所
部
門
に
つ
い
て
は
廃
止
と
し
た
。

天
竜
厚
生
会
ア
ク
シ
ア
藤
枝
は
入
所
定
員
を
五
〇
人
と
し
、
短
期
入
所
事
業
二
〇
人
、
通
所
生
活
介
護
事

業
一
〇
人
と
在
宅
支
援
機
能
を
併
せ
て
整
備
し
、
よ
り
多
様
な
ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
施

設
整
備
を
実
施
し
た
。

建
物
は
鉄
骨
造
合
金
メ
ッ
キ
鋼
板
ぶ
き
・
陸
屋
根
三
階
建
て
（
三
，
七
〇
三
．九
二
㎡
）
で
、
一
階
は
ご
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利
用
者
が
日
中
活
動
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
の
他
、
地
域
の
方
々
と
交
流
す
る
ス

ペ
ー
ス
を
設
置
、
二
・
三
階
は
ご
利
用
者
の
居
住
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
居
室
（
全

室
個
室
）、
食
堂
、
リ
ビ
ン
グ
、
浴
室
を
配
置
し
た
。
浴
室
に
は
重
度
の
ご
利

用
者
の
た
め
に
個
浴
や
機
械
浴
槽
も
用
意
し
た
。
ま
た
、
敷
地
内
に
は
ご
利
用

者
の
生
活
の
質
を
高
め
、
活
動
の
場
を
広
げ
る
た
め
に
運
動
場
や
畑
を
設
け
た
。

な
お
、
本
事
業
が
障
が
い
児
者
の
施
設
入
所
者
数
に
限
り
が
あ
っ
た
志
太
榛

原
地
域
へ
の
移
転
改
築
整
備
で
あ
っ
た
た
め
、
藤
枝
市
を
始
め
圏
域
内
六
市
町

に
は
整
備
費
等
、
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

一
方
、
天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
の
就
労
支
援

部
門
に
関
し
て
は
、
本
部
敷
地
内
で
の
継
続
を
強

く
希
望
す
る
ご
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
愛
着
の
あ
る
「
天
竜
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
パ
ス
」
の
名
称
を
継
承
し
、
天
竜
福
祉
工
場
作
業
場
内
に
移
転
し
、

生
活
介
護
事
業
二
〇
人
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
二
〇
人
の
新
規
事
業
と
し

て
平
成
二
五
年
九
月
に
開
始
し
た
。

し
か
し
、
当
該
作
業
場
は
建
設
か
ら
約
五
〇
年
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化
に

よ
る
耐
震
面
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
多
様
な
ご
利
用
者
の
特
性
に
配
慮
し
た

環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
平
成
二
八
年
四
月
に
「
就
労
事
業
再
編
・
建

設
運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
結
成
し
検
討
を
重
ね
た
。

天竜厚生会アクシア藤枝　アクシアまつり（藤枝太鼓）

天竜ワークキャンパス　作業場
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地
域
共
生
社
会
の
理
念
を
踏
ま
え
、
生
活
困
窮
者
や
若
年
性
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
方
等
も
含
め
て
「
誰

も
が
働
く
こ
と
が
で
き
る
場
」
と
し
て
令
和
元
年
五
月
、
天
竜
福
祉
工
場
併
設
居
住
部
門
跡
地
に
鉄
骨
造
平

屋
建
て
（
一
，
七
三
三
．〇
六
㎡
）
で
移
転
改
築
し
た
。

具
体
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
、「
障
が
い
に
限
ら
ず
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
受
け
入
れ
対
象
者
の
拡
大
を
目

指
す
こ
と
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
や
企
業
へ
の
就
労
を
目
標
と
す
る
方
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
を
実
施

す
る
こ
と
、
就
労
面
だ
け
の
支
援
だ
け
で
な
く
生
活
面
の
支
援
に
つ
い
て
も
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
必
要
な
こ

と
、
地
元
企
業
か
ら
の
作
業
受
注
に
よ
り
社
会
的
役
割
を
創
出
す
る
こ
と
」
を
掲
げ
た
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
も
と
に
設
備
を
整
え
る
よ
う
に
し
た
。
作
業
場
は
天
井
を
高
く
し
て
全
体
が
見
渡
せ
る
広
々
と
し
た
空
間

と
し
、
個
々
の
障
が
い
特
性
に
応
じ
た
作
業
ス
ペ
ー
ス
の
提
供
と
し
て
個
別
支

援
室
や
個
別
ブ
ー
ス
を
設
置
し
た
。
ま
た
誰
に
と
っ
て
も
使
い
や
す
い
多
目
的

ト
イ
レ
の
設
置
、
排
泄
に
悩
み
を
抱
え
る
ご
利
用
者
の
た
め
シ
ャ
ワ
ー
室
も
設

置
し
た
。
就
労
支
援
だ
け
で
な
く
一
人
暮
ら
し
を
希
望
す
る
方
等
へ
の
生
活
面

の
支
援
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
食
堂
に
は
簡
易
調
理
台
を
整
備
し
た
。
こ
れ

ら
の
設
備
に
よ
り
「
誰
も
が
働
く
こ
と
が
で
き
る
場
」
と
し
て
の
天
竜
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
パ
ス
が
完
成
し
た
。

な
お
、
新
築
し
た
天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
、
同
じ
く
天
竜
福
祉
工

場
作
業
場
内
を
使
用
し
て
い
た
天
竜
厚
生
会
介
護
福
祉
機
器
セ
ン
タ
ー
も
併
設

し
て
い
る
。

天竜ワークキャンパス　新しく設けられた個別ブース

P053-066_施設整備.indd   59 2021/02/15   9:48



60

五

　天
竜
厚
生
会
城
北
の
家
開
設

天
竜
厚
生
会
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
様
々
な
関
係
性
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
継
続
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
考
え
方
の
も
と
、
浜
松
市
街
地
で
の
地
域
に
根
差
し
た
拠
点
整
備
を
か
ね
て

よ
り
構
想
し
て
い
た
。
浜
松
市
介
護
保
険
事
業
計
画
に
も
と
づ
き
、
板
屋
町
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
浜

松
市
中
区
板
屋
町
）、
浜
松
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
浜
松
市
南
区
白
羽
町
）
を
含
め
た
市
街
地
の
拠
点

と
し
て
、
平
成
二
七
年
九
月
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
・
陸
屋
根
四
階
建
て
（
六
，
五
一
九
．九
八
㎡
）
で
、

「
天
竜
厚
生
会
城
北
の
家
（
浜
松
市
中
区
城
北
）」
を
開
設
し
た
。

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
事
業
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
事
業
の
影
響
等
に
よ
る
資
機
材
の
高
騰
や
人
手
不
足

か
ら
、
完
成
予
定
時
期
が
約
半
年
遅
延
し
た
。
敷
地
北
側
に
聳し
ょ
う
り
つ立
す
る
浜
松

市
保
存
樹
「
池
川
家
の
ク
ス
」
の
根
回
り
を
傷
め
な
い
よ
う
、
当
初
の
計
画

よ
り
建
物
を
南
に
ず
ら
し
、
地
域
の
方
も
利
用
で
き
る
公
園
を
整
備
し
た
。

ま
た
、
地
盤
に
は
問
題
も
あ
っ
た
が
、
水
脈
に
配
慮
し
た
工
法
を
施
し
、
強

化
を
図
っ
た
。

事
業
内
容
は
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
入
所
定
員
一
〇
ユ
ニ
ッ
ト
・

一
〇
〇
人
）、
短
期
入
所
（
定
員
二
ユ
ニ
ッ
ト
・
二
〇
人
）、
児
童
発
達
支
援
事

業
（
利
用
定
員
一
〇
人
）、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
利
用
定
員
二
〇

人
〈
現
一
〇
人
〉）、
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
テ
ラ
イ
ト
、
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

城北の家　東上池川自治会の訪問

P053-066_施設整備.indd   60 2021/02/15   9:48

61

セ
ン
タ
ー
と
し
た
。
建
物
に
は
一
階
西
側
に
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
を
備
え
た
地
域
交
流
ホ
ー
ル
と
会
議
室
を
設
け
、

研
修
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
等
、
交
流
の
場
と
し
て
地
域
に
も
開
放
で
き
る
空

間
と
し
た
。
ま
た
、
建
物
は
外
断
熱
効
果
の
高
い
煉
瓦
造
り
を
採
用
し
、
省
エ
ネ
型
の
デ
シ
カ
ン
ト
空
調
を

取
り
入
れ
、
さ
ら
に
、
雨
水
を
地
下
ピ
ッ
ト
に
集
め
ト
イ
レ
用
に
使
用
す
る
構
造
と
し
た
。
内
装
に
は
天
竜

材
を
各
所
に
使
用
し
、
燃
料
は
重
油
と
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
併
用
し
、
環
境
と
地
産
地
消
に
配
慮
し
た
。
敷
地

内
に
は
災
害
時
対
応
と
し
て
地
域
の
方
に
も
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
井
戸
水
ポ
ン
プ
と
マ
ン
ホ
ー
ル
型
ト
イ

レ
も
設
置
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト
名
は
構
内
に
植
栽
し
た
様
々
な
樹
木
か
ら
六
種
類
を
選
定
し
命
名
し
て
い
る
。

児
童
発
達
支
援
事
業
「
天
竜
厚
生
会
ち
ゃ
る
か
」、放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
「
天
竜
厚
生
会
り
い
お
」

そ
れ
ぞ
れ
の
名
称
は
、地
元
の
東
上
池
川
町
に
ち
な
み
、ス
ペ
イ
ン
語
で
「
池
」、

ス
ペ
イ
ン
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
で
「
川
」
を
意
味
し
て
い
る
。
障
が
い
児
へ

の
取
り
組
み
は
昭
和
五
六
年
に
成
人
施
設
へ
転
換
し
た
精
神
薄
弱
児
施
設
あ

か
い
し
学
園
以
降
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
薄
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
開
設
ま
で

に
は
多
く
の
市
内
事
業
所
で
の
職
員
研
修
を
重
ね
準
備
を
行
っ
た
。

開
設
を
目
前
に
し
た
八
月
に
は
、
東
上
池
川
自
治
会
、
子
供
会
、
設
計
事

務
所
、
建
設
業
者
、
職
員
総
勢
六
〇
人
で
建
物
西
側
歩
道
に
煉
瓦
チ
ッ
プ
を

用
い
た
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
施
す
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
。
干
支
や
地
域
の

方
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
富
士
山
、
楽
器
等
の
絵
を
描
い
た
。
こ
の
よ
う
に
こ

の
地
で
の
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
地
元
の
東
上
池
川
自
治
会
及
び
地
域
の
方
々

ちゃるか　音楽遊び
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等
多
く
の
協
力
を
得
て
い
る
。

六

　子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
き
の
み
開
設

子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
き
の
み
は
、
待
機
児
童
対
策
と
し
て
、
子
育
て
支
援
対

策
臨
時
特
例
交
付
金
及
び
浜
松
市
保
育
所
等
緊
急
整
備
事
業
補
助
金
を
活
用
し

平
成
二
八
年
に
、
定
員
一
二
〇
人
の
保
育
所
と
し
て
鉄
骨
造
二
階
建
て
（
二
，

〇
一
六
．四
八
㎡
）で
開
設
し
た
。開
設
に
あ
た
り
、地
域
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、

ハ
ン
デ
ィ
の
あ
る
子
も
な
い
子
も
共
に
過
ご
す
環
境
の
中
で
育
ち
あ
う
こ
と
を

大
切
に
し
た
当
法
人
の「
統
合
保
育
」に
お
け
る
長
年
の
実
践
・
実
績
を
活
か
し
、

未
就
学
の
肢
体
不
自
由
児
へ
の
療
育
を
行
う
児
童
発
達
支
援
事
業
「
こ
で
ま
り

（
定
員
一
〇
人
）」、
放
課
後
や
長
期
休
み
に
利
用
す
る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
「
や
ま
ぼ
う
し
（
定
員
一
〇
人
）」
を
園
舎
の
中
に
併
設
し
た
。

建
物
は
、
地
元
天
竜
杉
を
は
じ
め
多
く
の
木
材
を
使
用
し
、
用
途
別
に
間
仕
切
り
を
移
動
す
る
こ
と
で
多

機
能
に
使
用
で
き
る
部
屋
を
設
置
し
、
ど
の
部
屋
に
も
光
と
風
が
入
る
よ
う
に
と
園
舎
の
真
ん
中
に
設
け

た
中
庭
で
は
、
一
年
と
お
し
て
多
く
の
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
二
階
に
は
地
域
住
民
が
親
し
み
を
も
っ
て

様
々
な
活
動
に
利
用
・
交
流
で
き
る
地
域
交
流
室
を
設
け
た
。
園
児
と
こ
で
ま
り
の
子
ど
も
た
ち
と
の
繋
が

り
は
、
遊
び
の
場
や
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
共
有
す
る
こ
と
で
自
然
に
築
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
運
動
会
、
誕
生

会
等
の
行
事
も
一
緒
に
行
い
子
ど
も
た
ち
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
。

子育てセンターかきのみ　中庭での卒園式
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平
成
二
九
年
に
は
、
定
員
一
四
六
人
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
号

認
定
を
受
け
、
こ
で
ま
り
か
ら
こ
ど
も
園
へ
と
入
所
移
行
を
果
た
す
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
た
。

地
域
と
の
繋
が
り
も
重
視
し
、
自
然
災
害
を
想
定
し
て
地
域
の
避
難
施
設
と
し
て
の
機
能
を
設
け
、
地
域

住
民
に
必
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
を
目
的
に
自
家
発
電
に
よ
る
非
常
電
源
の
確
保
や
地
下
水
の
汲
み

上
げ
ポ
ン
プ
の
設
置
、
備
蓄
倉
庫
等
の
充
実
を
図
っ
た
。
ま
た
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
的
と
し
た
地
域
住

民
に
よ
る
「
福
祉
交
流
会
」
は
、
二
階
の
ホ
ー
ル
を
利
用
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
き
の
み
」
と
い
う
名
称
は
、
地
域
の
特
産
で
も
あ
る
柿
の
実
が
大
き
く
熟
し
て
い

く
様
を
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
見
立
て
命
名
し
た
。

七

　す
ず
か
け
っ
こ
保
育
園
開
設

す
ず
か
け
っ
こ
保
育
園
は
、
天
竜
厚
生
会
と
掛
川
市
の
「
公
私
連
携
型
保
育
所
と
し
て
の
運
営
等
に
関
わ

る
協
定
」
に
よ
り
、
公
設
民
営
方
式
で
〇
歳
児
か
ら
二
歳
児
ま
で
を
保
育
す
る
三
歳
未
満
児
園
と
し
て
、
平

成
二
八
年
四
月
に
軽
量
鉄
骨
造
平
屋
建
て
（
五
七
〇
．一
八
㎡
）
定
員
七
二
人
で
開
設
し
た
。
当
法
人
が
長

年
に
わ
た
り
掛
川
市
内
に
お
い
て
複
数
の
保
育
所
を
運
営
し
て
お
り
信
頼
を
得
て
い
た
こ
と
か
ら
、
待
機
児

童
対
策
と
し
て
運
営
を
依
頼
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
園
名
の
「
す
ず
か
け
っ
こ
」
は
、
隣
接
す
る
掛
川
市
立

第
二
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
と
し
て
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
す
ず
か
け
の
木
（
プ
ラ
タ
ナ
ス
）
に

由
来
し
て
い
る
。

当
園
は
、
歳
児
別
に
各
二
部
屋
あ
る
こ
と
か
ら
少
人
数
で
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
り
、
未
満
児
に
配
慮
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し
た
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
空
間
を
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
当
法
人
と
し
て

初
め
て
の
未
満
児
園
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
の
子
育
て
を
力
強
く
サ
ポ
ー

ト
す
る
子
育
て
サ
ロ
ン
の
開
催
の
他
、
食
育
・
絵
本
、
父
親
と
遊
ぼ
う
活
動
、

歯
磨
き
指
導
等
を
行
っ
て
い
る
。

当
園
開
設
後
も
依
然
と
し
て
市
内
待
機
児
童
対
策
が
求
め
ら
れ
た
た
め
、
令

和
元
年
四
月
に
は
、
三
歳
児
か
ら
五
歳
児
ま
で
を
対
象
と
し
た
以
上
児
棟
（
定

員
九
〇
人
、
増
築
七
六
九
．七
〇
㎡
）
を
軽
量
鉄
骨
造
二
階
建
て
で
増
設
し
、
全

て
の
年
齢
を
受
け
入
れ
対
象
と
し
た
定
員
一
六
二
人
の
新
た
な
体
制
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
以
上
児
棟
の
完
成
を
機
に
、
園
庭
に
は
子
供
た
ち
が
健
や
か
で
元

気
に
育
ち
ま
す
よ
う
に
と
の
願
い
を
込
め
て
、
園
児
全
員
で
植
樹
し
た
金
柑
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。

八

　子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
も
の
も
り
開
設

　

子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
も
の
も
り
は
、
掛
川
市
か
ら
の
要
請
を
受
け
待
機
児
童
対
策
の
一
環
で
、
平
成
二
九

年
四
月
に
定
員
一
二
〇
人
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
、
市
の
所
有
地
に
鉄
骨
造
二
階
建
て

（
一
，
二
八
一
．一
六
㎡
）
で
開
設
し
た
。

園
舎
に
つ
い
て
は
、
玄
関
や
保
育
室
、
廊
下
等
に
木
材
を
活
用
し
、
随
所
で
木
の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
ら
れ

る
造
り
と
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の
び
と
遊
べ
る
環
境
に
す
る
た
め
壁
を
極
力
減
ら
し
、
窓

を
大
き
く
設
置
し
た
開
放
感
溢
れ
る
空
間
を
造
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
園
庭
に
は
起
伏
の
あ
る
築
山
を
設
け

すずかけっこ保育園　植樹した金柑
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た
。
掛
川
市
か
ら
提
供
を
受
け
た
土
地
の
周
り
に
は
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
春

に
は
満
開
の
桜
の
下
で
の
お
花
見
や
裏
山
で
の
タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
夏
に
は
ザ
リ

ガ
ニ
釣
り
や
セ
ミ
採
り
、
秋
は
色
づ
く
森
の
中
で
散
策
、
そ
し
て
冬
に
は
霜
柱

の
観
察
等
四
季
の
変
化
を
五
感
で
感
じ
取
り
、
自
然
か
ら
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ぶ
機
会
を
与
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。
隣
接
す
る
公
会
堂
と
同
様
に
、
地
域
住

民
か
ら
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
園
を
目
指
し
て
い
る
。

園
名
で
あ
る
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
と
も
の
も
り
」
は
友と

も

だ
ち
と
一
緒
に
、
保

護
者
と
共と

も

、
地
域
と
共と

も

、
自
然
と
共と

も

、
と
い
う
思
い
を
込
め
て
命
名
し
て
い
る
。

九

　み
ゅ
う
の
お
か
保
育
園
（
現
子
育
て
セ
ン
タ
ー
み
ゅ
う
の
お
か
）
開
設

　

み
ゅ
う
の
お
か
保
育
園
は
、「
浜
松
市
立
保
育
園
一
部
民
営
化
計
画
」
に
も
と
づ
く
市
立
鹿
島
保
育
園
の

民
営
化
に
応
え
る
た
め
、
平
成
二
九
年
四
月
浜
北
区
根
堅
地
区
に
定
員
八
〇
人
、
地
下
一
階
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
・
地
上
一
階
木
造
（
九
二
六
．七
八
㎡
）
で
開
設
し
た
。

敷
地
は
地
元
の
方
よ
り
法
人
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
長
年
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
議
論
を
重

ね
、
一
部
に
は
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
、
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
整
備
し
て
き
た
が
、
そ
の
大

半
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
浜
松
市
と
の
協
議
の
結
果
、
保
育
所
整
備
の
土
地
と
し
て
使
用
す

る
こ
と
と
し
た
。

園
に
は
、
近
隣
地
域
に
お
け
る
学
童
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
下
阿
多
古
小
学
校
、
赤
佐
小
学
校 子育てセンターとものもり　築山で遊ぶ子どもたち
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の
児
童
を
対
象
と
し
た
「
み
ゅ
う
の
お
か
児
童
ク
ラ
ブ
（
定
員
二
〇
人
）」
を

併
設
し
た
。
ま
た
、
親
子
ひ
ろ
ば
事
業
や
一
時
保
育
事
業
等
に
も
取
り
組
み
、

阿
多
古
地
域
や
浜
北
北
部
地
区
の
子
育
て
環
境
を
整
え
、
乳
幼
児
か
ら
小
学

生
ま
で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
一
貫
し
た
教
育
・
保
育

の
提
供
を
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
へ
の
支
援
に
も
努
め
る
こ

と
と
し
た
。

園
舎
は
、
天
竜
産
の
檜
や
杉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

り
、
木
の
香
り
と
ぬ
く
も
り
を
感
じ
る
室
内
で
は
ゆ
っ
た
り
と
素
足
で
生
活
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
園
庭
は
自
然
の
地
形
を
最
大
限
に
活
か
し
た
斜

面
を
利
用
し
て
お
り
、
滑
り
台
や
散
歩
道
は
他
園
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
形
状
と

な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
環
境
を
整
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
認
め
ら
れ
、
瞳
を
輝
か
せ
な
が
ら
生
き
生
き
と
遊
び
、
生
活
で
き
る
園
づ
く
り
へ
と
繋
が
っ
た
。

鹿
島
保
育
園
か
ら
の
転
園
に
つ
い
て
は
保
護
者
の
意
向
を
汲
み
つ
つ
、
緩
や
か
に
移
行
で
き
る
よ
う
三
年

間
の
計
画
を
立
て
、
み
ゅ
う
の
お
か
の
園
児
と
の
交
流
会
を
実
施
し
、
平
成
二
九
年
度
一
二
人
、
平
成
三
〇

年
度
一
六
人
、
平
成
三
一
年
度
三
人
の
受
け
入
れ
を
行
い
、
全
て
の
受
け
入
れ
が
完
了
し
た
。

平
成
三
一
年
四
月
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
使
命
で
あ
る
公
益
的
取
り
組
み
と
し
て
、
天
竜
区
、
浜
北
区

の
家
庭
を
対
象
に
、
就
労
や
緊
急
の
事
情
等
を
理
由
に
、
保
護
者
が
夜
間
不
在
と
な
る
ご
家
庭
に
代
わ
っ
て
、

保
育
を
提
供
す
る
夜
間
預
か
り
保
育
「
ほ
し
ぞ
ら
ル
ー
ム
」
を
開
設
し
た
。

子育てセンターみゅうのおか　斜面を使った園庭
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施
設
機
能
の
強
化
と
活
用

一
　
地
域
に
役
立
つ
施
設
の
活
動

（
一
）
地
域
交
流
室
の
開
放

平
成
二
八
年
社
会
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
に
は
「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
」

の
実
施
に
関
す
る
責
務
規
定
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
と

す
る
こ
と
は
、
社
会
福
祉
法
人
に
と
っ
て
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。

天
竜
厚
生
会
と
し
て
は
様
々
な
検
討
を
重
ね
、
ま
ず
は
地
域
の
方
々
に
施
設
を
「
見
て
、
知
っ
て
い
た
だ

く
」
と
い
う
こ
と
が
何
よ
り
重
要
と
捉
え
、
施
設
の
資
源
で
あ
る
地
域
交
流

室
を
地
域
に
開
放
し
施
設
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
き
っ
か
け
と
す
る
こ
と

と
し
た
。
施
設
の
地
域
交
流
室
は
地
域
住
民
や
施
設
関
係
者
が
交
流
を
育
む

場
と
し
て
広
く
認
知
さ
れ
、
地
域
の
公
民
館
や
公
会
堂
の
よ
う
に
地
域
に
お

け
る
「
集
い
の
場
」
と
し
て
多
く
の
方
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

今
ま
で
設
置
し
た
施
設
は
、
し
ら
い
と
（
山
鳩
の
家
）、
さ
や
の
家
、
登
呂
の

家
、
天
竜
厚
生
会
城
北
の
家
、
天
竜
厚
生
会
ア
ク
シ
ア
藤
枝
、
子
育
て
セ
ン

タ
ー
か
き
の
み
で
あ
り
、文
字
ど
お
り
地
域
の
「
家
」
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
育
ん
で
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
に
開
か
れ
た
施
設
で
あ
る
た
め
に
は
、
地
域
交
流
室

城北の家　地域交流室を使用したNPO法人活動
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を
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
継
続
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
成
す
一
員
と
し
て
、
地
域
貢
献
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

地
域
の
中
で
施
設
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
の
目
的
や
大
切
さ
を
継
承
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

（
二
）
体
験
会
等
を
通
じ
た
障
が
い
啓
発
活
動

天
竜
厚
生
会
で
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
公
益
性
、
非
営
利
性
と
地
域
の
福
祉

ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
法
人
の
自
主
性
、
創
意
工
夫
に
よ
る
多
様
な
障
が

い
啓
発
活
動
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
に
天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
、
み
の
り
、
美
浜
が
協
同
し
実
施
し
て

い
る
「
ワ
ク
ワ
ク
体
験
会
」
が
あ
る
。
働
く
障
が
い
者
の
実
情
を
地
域
住
民
に
向

け
て
理
解
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
天
竜
区
及
び
浜
北
区
の
小
学
生
を

対
象
に
実
際
に
障
が
い
者
が
働
く
現
場
の
見
学
や
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
等
を
訪

問
し
て
の
施
設
紹
介
、
各
施
設
の
自
主
生
産
品
製
作
体
験
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
平
成
二
六
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
令
和
元
年
に
は
一
一
回
目
が
開
催

さ
れ
た
が
、
今
後
さ
ら
な
る
発
展
を
さ
せ
る
た
め
に
、
取
り
組
み
内
容
を
検
証
し
改
善
、
継
続
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
取
り
組
み
と
し
て
、
毎
年
、
障
害
者
週
間
に
知
的
・
救
護
施
設
で
実
施
す
る
「
五
施
設
合
同
清
掃

奉
仕
活
動
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
障
害
者
週
間
の
趣
旨
で
あ
る
「
国
民
の
間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
の

関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
障
害
者
が
社
会
、
経
済
、
文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的 ワクワク体験会
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に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
」
に
沿
い
、
障
が
い
者
の
地
域
交
流
の
一
環
と
し
て
清
掃
活
動
及
び
花
い
っ

ぱ
い
運
動
（
天
竜
区
二
俣
町
ク
ロ
ー
バ
ー
通
り
商
店
街
へ
の
花
植
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置
及
び
苗
の
配
布
）
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
に
対
す
る
地
域
社
会
の
理
解
を
増
進
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
活
動
以
外
に
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
や
地
域
の
催
し
物
で
の
自
主

生
産
品
販
売
、
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
活
動
（
毎
週
）
等
、
障
が
い
者
を

主
体
と
し
た
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
「
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
、
障
が
い
者
に

対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

二
　
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
の
一
元
化
と
拡
充

障
が
い
者
が
施
設
等
の
特
別
な
環
境
で
は
な
く
、
地
域
と
交
わ
り
な
が
ら
自
立
し
た
社
会
生
活
を
営
む
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
お
い
て
居
住
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
創
設
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
（
共
同
生
活
援
助
）
と
ケ
ア
ホ
ー
ム
（
共
同
生
活
介
護
）
だ
が
、
平
成
二
六
年
の
障
害
者
総
合
支
援

法
へ
の
改
正
と
と
も
に
一
元
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
背
景
と
し
て
は
、
訓
練
を
趣
旨
と
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
介
護
を
趣
旨
と
し
た
ケ
ア
ホ
ー
ム
は
、
そ
れ

ぞ
れ
別
の
給
付
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
介
護
ニ
ー
ズ
が
発
生
し
た
場
合
、
利
用
の

継
続
が
で
き
な
く
な
る
と
い
っ
た
課
題
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
う
し
た
事
態
を
回
避
し
よ
う
と
、
各
事
業
者
が
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
と
ケ
ア
ホ
ー
ム
を
一
体
的
に
運
営
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、一
元
化
が
必
然
の
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

天
竜
厚
生
会
に
お
い
て
も
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
実
態
が
あ
り
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
介
護
も
含
め
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た
生
活
支
援
の
で
き
る
体
制
を
整
え
る
べ
く
、
新
た
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
包

括
型
に
分
類
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
移
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

平
成
二
三
年
四
月
に
開
設
し
た
「
う
け
ど
め
一
号
（
定
員
女
性
七
人
）」、「
う

け
ど
め
二
号
（
定
員
男
性
七
人
）」
は
、
初
め
て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
居
と
し

て
整
備
し
た
。
建
物
構
造
と
し
て
の
配
慮
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
立
地
に
つ

い
て
も
、
身
体
機
能
や
体
力
等
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
と
し
て
も
自
身
で
日

中
の
活
動
先
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
、
単
に
「
住
ま
い
」

を
提
供
す
る
の
で
は
な
く
「
暮
ら
し
方
」
を
提
案
す
る
も
の
と
し
た
。
折
し

も
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
制
度
化
以
来
、
そ
の
対
象
者
か
ら
除
外
さ
れ
て
い

た
身
体
障
害
者
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
利
用
を
認
め
ら
れ
た
時
期
と
も
重
な

り
、
よ
り
多
様
な
障
が
い
者
を
受
け
入
れ
、
地
域
生
活
を
支
援
し
て
い
く
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

障
が
い
者
の
地
域
移
行
を
進
め
る
な
か
で
、
よ
り
手
厚
い
支
援
を
要
す
る
方
に
対
象
者
を
広
め
な
が
ら
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
整
備
し
て
き
た
が
、
平
成
二
八
年
五
月
に
一
〇
棟
目
の
住
居
と
し
て
浜
北
区
貴
布
祢
に
開

設
し
た
「
か
ぜ
ぶ
ね
（
定
員
男
性
五
人
、
女
性
五
人
、
計
一
〇
人
）」
は
、
自
立
に
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
意
識
し
た
生
活
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
初
め
て
ア
パ
ー
ト
形
式
で
の
整
備
と
し
た
。
ま
た
立
地
に
つ
い

て
も
、
よ
り
住
宅
や
店
舗
、
公
共
施
設
、
公
共
交
通
機
関
の
多
い
市
街
地
を
想
定
し
た
た
め
、
実
現
ま
で
に

は
多
く
の
困
難
も
あ
っ
た
が
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
ご
利
用
者
の

生
活
圏
域
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

グループホームうけどめ　リビングに集うご利用者
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定
員
八
一
人
に
ま
で
拡
充
し
た
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
だ
が
、
障
が
い
者
の
地
域
生
活
に
お
い
て
は
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
さ
ら
な
る
自
立
生
活
移
行
に
つ
い
て
も
支
援
が
必
要
と
な

る
。
こ
れ
ま
で
も
独
自
に
一
人
暮
ら
し
体
験
や
移
行
後
の
フ
ォ
ロ
ー
等
を
行
っ
て
き
た
が
、
平
成
三
一
年
一

月
か
ら
は
、
移
行
後
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
を
行
う
自
立
生
活
援
助
事
業
「
み
ら
い
ず
」
を
開
始
し
、
障
が

い
者
の
自
立
生
活
を
支
え
て
い
く
体
制
を
整
え
た
。

三
　
シ
ス
テ
ム
化
と
介
護
機
器
の
導
入

（
一
）
請
求
・
記
録
シ
ス
テ
ム
の
導
入

高
齢
者
関
係
施
設
で
は
、
平
成
二
一
年
度
に
請
求
関
連
業
務
に
加
え
て
、
日
々
の
記
録
を
デ
ー
タ
と
し
て

蓄
積
で
き
る
機
能
を
有
し
た
「
請
求
・
記
録
シ
ス
テ
ム
（
ち
ょ
う
じ
ゅ
）」
を
導
入
し
、
Ｐ
Ｄ
Ａ
と
呼
ば
れ

る
小
型
入
力
端
末
を
使
用
し
て
、
そ
れ
ま
で
手
書
き
の
メ
モ
や
一
覧
表
か
ら
パ
ソ
コ
ン
へ
転
記
し
て
い
た
作

業
の
軽
減
が
図
ら
れ
た
。
障
が
い
者
施
設
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ま
で
手
書
き
で
あ
っ
た
記
録
及
び
請
求
の
効

率
化
を
図
る
た
め
、
平
成
二
五
年
度
に
同
様
の
シ
ス
テ
ム
（
ク
レ
ヨ
ン
）
を
導
入
し
、
業
務
の
軽
減
を
図
る

こ
と
と
し
た
。
障
が
い
者
施
設
の
シ
ス
テ
ム
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
職
員
が
異
動
し
た
際
に
も
パ
ソ
コ
ン
操

作
等
が
抵
抗
な
く
行
え
る
よ
う
、
高
齢
者
関
係
施
設
と
同
じ
会
社
の
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
。

ま
た
、
天
竜
厚
生
会
介
護
福
祉
機
器
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル
管
理
シ
ス
テ
ム
と
デ
ー
タ
連

携
し
、
外
出
先
に
お
い
て
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
で
デ
ー
タ
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接

続
し
た
「
福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
向
け
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
（
ｉ
ｐ
ａ
ｄ
ス
マ
ー
ト
シ
ェ
イ
ク
＋プ

ラ
ス）」（
以
下
、
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Ｓ
Ｓ
＋プ
ラ
ス）
を
平
成
二
七
年
度
に
導
入
し
た
。
Ｓ
Ｓ
＋プ
ラ
スは
、
営
業
時
に
提
案
で
き
る
デ
ー
タ
を
備
え
、
外
出
先

か
ら
の
各
操
作
が
可
能
で
書
類
作
成
に
も
優
れ
て
い
る
た
め
、
ご
利
用
者
へ
の
迅
速
な
対
応
が
図
ら
れ
業
務

の
効
率
化
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。

な
お
、
子
育
て
関
係
施
設
に
お
い
て
は
、
令
和
元
年
度
「
請
求
・
計
画
シ
ス
テ
ム
（
お
ま
か
せ
保
育
シ
ス

テ
ム
）」
を
導
入
し
、
事
務
作
業
の
軽
減
と
計
画
作
成
時
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

（
二
）
介
護
機
器
の
導
入

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
需
要
が
増
加
す
る
一
方
、
働
き
手
の
不
足
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
は
慢
性
的
な
人
手
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
ま
た
介
護
業
界
に
お
い
て
、
介
護
職
員
の
腰
痛
を
は

じ
め
と
し
た
様
々
な
身
体
的
理
由
に
よ
る
離
職
も
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
二
五
年
の
国
の
予
算
に
お
い

て
、
福
祉
用
具
実
用
化
開
発
推
進
事
業
や
ロ
ボ
ッ
ト
介
護
機
器
開
発
・
導
入
促
進
事
業
等
の
予
算
計
上
が
図

ら
れ
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
介
護
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
で
介
護
職
員
の
身
体
的
負
担
軽
減
や
離
職
防
止
、
ご

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
へ
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
推
奨
さ
れ
た
。

天
竜
厚
生
会
で
も
平
成
二
五
年
度
に
「
介
護
支
援
機
器
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
当
法
人

に
お
け
る
介
護
機
器
の
使
用
状
況
を
調
査
し
、
併
せ
て
そ
の
課
題
を
抽
出
し
た
。
職
員
の
意
識
は
、
機
器
を

扱
う
時
間
と
手
間
を
考
え
る
と
「
人
の
手
で
や
っ
た
ほ
う
が
早
い
」
等
の
理
由
か
ら
介
護
機
器
に
対
す
る
期

待
は
低
く
、機
器
の
導
入
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
な
か
、平
成
二
六
年
に
国
が
「
ロ
ボ
ッ

ト
介
護
機
器
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
た
た
め
、
前
年
度
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
介
護
支
援
機
器
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導
入
検
討
委
員
会
」
に
変
更
し
、
具
体
的
な
介
護
支
援
機
器
導
入
の
検
討
を
進
め
た
。
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
け
る
介
護
支
援
機
器
は
、
移
乗
・
移
動
、
排
泄
、
見
守
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
入
浴
支
援
の
五

つ
の
分
野
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
腰
痛
を
有
す
る
職
員
が
多
い
状
況
に
鑑
み
、
移
乗
支
援
機
器
を
選
択
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
受
け
入
れ
た
施
設
で
は
、
職
員
の
移
乗
業
務
に
お
け
る
介
護
負
担
が
軽
減
さ
れ
、
ま
た
業

務
の
見
直
し
も
図
ら
れ
、
ご
利
用
者
、
職
員
双
方
に
と
っ
て
良
い
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

平
成
二
八
年
か
ら
は
愛
知
県
が
主
催
す
る
「
知
の
拠
点
あ
い
ち
重
点
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、
国

立
大
学
法
人
豊
橋
技
術
科
学
大
学
が
主
導
す
る
「
介
護
医
療
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
ロ
ボ
ッ
ト
の
研
究
開
発
」
に
、

社
会
福
祉
法
人
と
し
て
介
護
職
員
の
夜
勤
帯
に
お
け
る
見
回
り
業
務
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
代
替
さ
せ
る
等
、
社
会
福

祉
施
設
の
業
務
の
軽
減
及
び
効
率
化
を
目
的
と
し
た
研
究
に
協
力
し
た
。

具
体
的
に
は
、ロ
ボ
ッ
ト
（
研
究
機
「
ル
チ
ア
」
と
普
及
機
「
く
る
み
」）

の
夜
間
を
含
め
た
施
設
巡
回
試
験
を
厚
生
寮
、
翠
松
苑
、
百
々
山
で
実

施
し
た
。
ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
性
能
開
発
に
多
く
の
声
を
取
り
入
れ
て

も
ら
う
た
め
当
法
人
職
員
を
は
じ
め
関
係
機
関
や
他
法
人
の
見
学
会
も

行
っ
た
。
今
後
、
本
研
究
が
さ
ら
に
進
展
す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
が

軽
減
さ
れ
、
夜
勤
職
員
の
減
員
に
繋
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

四
　
給
食
事
業
の
一
元
化
と
新
た
な
取
り
組
み

平
成
三
〇
年
の
組
織
再
編
に
も
と
づ
き
、
こ
れ
ま
で
本
人
本
部
敷
地
内
に
点
在
す
る
各
施
設
の
総
合
厨
房 介護施設見守り巡回ロボット「くるみ」
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と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
き
た
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
福
祉

事
業
部
給
食
事
業
課
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い

会
議
体
の
見
直
し
も
図
り
、
給
食
セ
ン
タ
ー
配
置
栄
養
士
の
み

で
行
っ
て
い
た
会
議
を
本
部
敷
地
内
施
設
に
配
置
さ
れ
た
管
理

栄
養
士
を
含
む
「
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
栄
養
士
会
議
」、
単

独
厨
房
が
設
置
さ
れ
た
高
齢
者
施
設
と
天
竜
厚
生
会
ア
ク
シ
ア

藤
枝
を
含
め
行
っ
て
い
た
栄
養
士
会
議
を
「
単
独
キ
ッ
チ
ン
栄

養
士
会
議
」
と
改
め
た
。
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
事
業
部
が
管

轄
す
る
「
保
育
園
調
理
担
当
者
会
議
」
に
給
食
事
業
課
長
が
出
席
す
る
こ
と
に
よ
り
、
法
人
内
の
子
育
て
関

係
施
設
を
含
め
た
給
食
部
門
が
共
有
す
べ
き
情
報
提
供
と
必
要
な
指
示
が
行
え
る
よ
う
体
制
を
整
え
た
。

介
護
保
険
制
度
の
施
行
以
降
、
当
法
人
の
高
齢
者
関
係
施
設
等
を
中
心
に
業
務
委
託
に
て
給
食
提
供
を
実

施
し
て
き
た
が
、こ
の
契
約
事
務
も
給
食
事
業
課
へ
移
管
さ
れ
た
。
職
員
採
用
コ
ス
ト
の
高
ま
り
を
背
景
に
、

委
託
業
者
か
ら
委
託
金
額
の
値
上
げ
や
契
約
内
容
の
変
更
を
求
め
ら
れ
る
な
か
、
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
維
持
す
る
た
め
、
丁
寧
か
つ
慎
重
な
交
渉
を
進
め
、
ご
利
用
者
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
給
食
提
供
の
安

定
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
浜
松
市
に
お
い
て
Ｈハ

サ

ッ

プ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
危
害
分
析
重
要
管
理
点
）
認
証
制
度
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

平
成
三
〇
年
度
に
は
給
食
セ
ン
タ
ー
、
百
々
山
、
さ
い
わ
い
、
ま
ど
か
、
し
ん
ぱ
ら
の
家
、
天
竜
厚
生
会
城
北

の
家
が
段
階
的
認
証
に
取
り
組
ん
だ
。
な
お
、
令
和
三
年
六
月
ま
で
に
全
事
業
所
が
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
完
全
義
務
化

浜松市HACCP認証
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と
な
る
こ
と
か
ら
、
給
食
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
指
導
を
受
け
、
衛
生
管
理
手
順
書
等
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
こ
れ
と
並
行
し
て
平
成
二
六
年
よ
り
、
新
時
代
に
適
し
た
新
調
理
シ
ス
テ
ム
で
運
用
す
る
新
給

食
セ
ン
タ
ー
移
転
改
築
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
行
さ
せ
、平
成
二
九
年
か
ら
は「
新
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設・

運
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
法
人
本
部
敷
地
内
全
施
設
へ
の
給
食
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
部
敷
地
外
に

位
置
す
る
施
設
へ
の
給
食
提
供
や
地
域
住
民
へ
の
配
食
も
視
野
に
入
れ
た
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

五
　
浜
松
市
天
竜
障
害
者
体
育
館
跡
地
の
活
用

天
竜
厚
生
会
本
部
の
中
央
付
近
に
は
、
昭
和
五
二
年
に
設
置
さ
れ
た

浜
松
市
天
竜
障
害
者
体
育
館
が
あ
っ
た
が
、
平
成
二
六
年
三
月
老
朽
化

を
理
由
に
建
物
は
撤
去
さ
れ
た
。
体
育
館
の
跡
地
は
、
本
部
の
中
央
に

位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
有
効
利
用
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
意
見
が

出
さ
れ
検
討
し
た
結
果
、
ご
利
用
者
の
さ
ら
な
る
支
援
に
必
要
と
の
結

論
に
至
り
、
令
和
元
年
に
浜
松
市
よ
り
購
入
し
た
。

今
後
は
、
障
害
者
支
援
施
設
の
ご
利
用
者
が
の
び
の
び
と
運
動
で
き

る
広
場
と
し
て
の
活
用
の
他
、
敷
地
周
囲
に
オ
リ
ー
ブ
を
植
樹
し
、
既

に
取
り
組
ん
で
い
る
オ
リ
ー
ブ
六
次
産
業
事
業
の
一
拠
点
と
し
て
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の
活
動
場
所
と
し
て
い
く
。

運動広場概要図

バス停

オリーブ
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障
が
い
者
就
労
へ
の
多
様
な
支
援

一
　
天
竜
福
祉
工
場
の
就
労
支
援

天
竜
福
祉
工
場
は
、
昭
和
四
七
年
に
身
体
障
害
者
福
祉
工
場
と
し
て
開
設
さ
れ
、
平
成
一
八
年
の
障
害
者

自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
所
に
移
行
し
た
。

当
事
業
所
は
開
設
当
時
、
企
業
か
ら
業
務
委
託
を
請
け
仕
事
の
受
注
に
努
め
て
い
た
。
し
か
し
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
受
注
量
が
減
少
し
仕
事
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
た
た
め
、
天
竜
福
祉
工
場
再
建
検
討
チ
ー
ム

が
結
成
さ
れ
、
平
成
四
年
か
ら
現
在
の
主
力
事
業
で
あ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
務
を
開
始
し
た
。
現
在
で
は
そ

の
他
に
も
、
フ
ロ
ア
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
務
、
清
掃
業
務
、
自
家
給
油
業
務
を
行
い
、
障
が
い
者
の
特
性
に
合

わ
せ
た
多
様
な
仕
事
を
展
開
し
て
い
る
。

当
事
業
所
の
目
的
の
一
つ
目
は
、
労
働
基
準
法
の
雇
用
契
約
に
も
と
づ
く
就
労
機
会
の
提
供
で
あ
る
。
就

労
継
続
支
援
Ａ
型
事
業
で
は
珍
し
い
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
雇
用
形
態
を
整
え
て
お
り
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め

の
賃
金
（
平
均
賃
金
一
四
五
，
八
九
一
円
〈
令
和
元
年
度
実
績
〉）
を
保
障
し
つ
つ
、
前
述
の
様
々
な
仕
事

を
と
お
し
て
、
日
々
の
就
労
支
援
を
提
供
し
て
い
る
。

二
つ
目
は
、
一
般
就
労
へ
の
移
行
に
向
け
た
支
援
の
提
供
で
あ
る
。
近
年
で
は
、
労
働
人
口
の
減
少
が
社

会
問
題
と
な
り
、
ま
た
障
害
者
雇
用
促
進
法
に
よ
る
法
定
雇
用
率
が
拡
大
さ
れ
、
障
が
い
者
の
労
働
力
は
今

ま
で
以
上
に
注
目
さ
れ
て
い
る
。
当
事
業
所
で
は
、
多
様
な
障
が
い
特
性
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
る
べ
く
、
よ
り

一
層
一
般
就
労
に
向
け
た
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。
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二
　
就
労
定
着
支
援
事
業
の
開
始

平
成
三
〇
年
四
月
よ
り
障
害
者
総
合
支
援
法
が
改
正
さ
れ
、
障
が
い
者
の
望
む
地
域
生
活
の
実
現
に
向
け

て
、
就
労
定
着
支
援
や
自
立
生
活
援
助
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
新
た
に
創
設
さ
れ
た
。
天
竜
福
祉
工
場
で
は
法
改

正
と
同
時
に
就
労
定
着
支
援
事
業
を
開
始
し
た
。

当
事
業
は
、
就
労
継
続
支
援
等
の
利
用
を
経
て
一
般
就
労
に
移
行
し
た
障
が
い
者
の
就
労
継
続
を
図
る
た

め
、
就
労
先
企
業
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
医
療
機
関
等
と
の
連
絡
調
整
や
就
労
に
伴
い
生
じ
た
生

活
面
の
課
題
解
決
等
に
向
け
て
、
必
要
な
支
援
を
一
定
の
期
間
（
最
大
三
年
間
）
に
わ
た
っ
て
行
う
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
こ
の
事
業
が
創
設
さ
れ
た
背
景
と
し
て
、
一
般
就
労
へ
の
移
行
者
数
が
増
加
す
る
中

で
、
企
業
に
雇
用
さ
れ
た
障
が
い
者
の
早
期
離
職
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
天
竜
福
祉
工
場
は
、
従

業
員
（
ご
利
用
者
）
に
対
し
雇
用
契

約
に
も
と
づ
く
働
く
場
の
提
供
と
一

般
就
労
へ
の
移
行
支
援
を
行
い
、
こ

の
一
〇
年
間
で
の
移
行
者
数
は
二
七

人
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
当
事
業
所
で

は
、
職
場
訪
問
や
一
般
就
労
さ
れ
た

方
に
対
し
、定
期
的
な
集
い
の
場
（
一

般
就
労
者
お
疲
れ
様
会
）
を
設
け
る
天竜福祉工場一般企業等就労移行者一覧
年度 対象者 就職先

平成20年度 女性（60代） 特別養護老人ホーム

平成21年度

男性（60代） 福祉事業所

男性（20代） 販売業

女性（20代） 福祉事業所

平成22年度 女性（40代） 障害者支援施設

平成23年度

女性（30代） 総合病院

男性（20代） 福祉事業所

女性（40代） 特別養護老人ホーム

平成25年度

女性（10代） 販売業

女性（20代） 障害者支援施設

女性（30代） 障害者支援施設

女性（10代） 製造業

平成27年度 女性（20代） 販売業

平成28年度
男性（30代） 販売業

男性（50代） 製造業

平成29年度

男性（20代） 通所介護施設

男性（40代） 販売業

男性（20代） 製造業

女性（40代） 障害者支援施設

平成30年度

男性（40代） 製造業

男性（40代） 通所介護施設

女性（20代） サービス業

女性（30代） 販売業

男性（20代） 販売業

令和元年度

女性（20代） 障害者支援施設

女性（20代） 総合病院

男性（40代） 製造業

総数
男性 12人

女性 15人
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等
事
業
所
独
自
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
就
労
定
着
支
援
と
い
う
新
た
な

事
業
を
通
し
て
引
き
続
き
当
法
人
と
し
て
も
、
さ
ら
な
る
支
援
に
努
め
て
い
く
。

三
　
保
護
施
設
退
所
者
へ
の
就
労
支
援

救
護
施
設
清
風
寮
で
は
、
平
成
二
四
年
七
月
か
ら
生
活
支
援
や
就
労
支
援
等
を
通
じ
た
支
援
の
在
り
方
を

検
討
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
支
援
対
策
等
事
業
費
補
助
金
を
受
け
、
モ
デ
ル
事
業
を

浜
北
区
中
瀬
に
て
実
施
し
た
。
そ
の
後
、
本
モ
デ
ル
事
業
の
成
果
を
踏
ま
え
、
平
成
二
五
年
四
月
よ
り
、
清

風
寮
の
退
所
者
等
が
事
業
所
に
通
所
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
や
農
機
具
の
部
品
を
組
み
立
て
る
軽
作
業

等
の
作
業
訓
練
や
自
宅
を
訪
問
し
て
生
活
上
の
助
言
・
指
導
を
実
施
す
る
保

護
施
設
通
所
事
業
を
浜
北
区
小
林
に
て
開
始
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
清
風
寮
が
取
り
組
ん
で
き
た
居
宅
生
活
訓
練
事
業
が
軌

道
に
乗
り
、
多
く
の
ご
利
用
者
が
地
域
生
活
を
始
め
た
も
の
の
、
人
間
関
係

の
不
調
か
ら
引
き
こ
も
り
状
態
に
な
り
、
ま
た
飲
酒
へ
の
依
存
、
金
銭
・
服

薬
管
理
の
乱
れ
等
、
安
定
し
た
生
活
の
継
続
が
困
難
に
な
る
事
例
が
発
生
し
、

地
域
生
活
を
継
続
的
に
支
援
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
地
域
移
行
し
た
多
く
の
ご
利
用
者
は
、
清
風
寮
か
ら
五
㎞
程
度
離
れ

た
市
街
地
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
人
本
部
に
あ
る
施
設
本
体
で
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
は
交
通
の
利
便
性
や
生
活
支
援
の
有
効
性
等
に
支
障
を

清風寮　通所事業作業
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き
た
す
た
め
、
ご
利
用
者
が
生
活
す
る
市
街
地
に
サ
テ
ラ
イ
ト
型
で
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

本
事
業
は
、
ご
利
用
者
の
社
会
的
孤
立
感
の
防
止
や
安
定
し
た
生
活
環
境
の
確
保
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。

四
　
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
と
製
品
化

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
み
の
り
で
は
、
平
成
一
〇
年
一
月
の
事
業
開
始
よ
り
就
労
機
会
の
提
供
及
び

工
賃
向
上
を
目
的
と
し
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
、
外
部
受
注
事
業
（
法
人
内
高
齢
者
関
係
施
設
及
び
障
が
い

者
関
係
施
設
で
の
清
掃
、
法
人
内
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
食
器
洗
浄
、
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に
も
と
づ
く

除
草
作
業
）、
自
主
生
産
品
製
作
販
売
事
業
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
従
来
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
の
中
心
で
あ
っ
た
布
オ
ム
ツ
へ
の

需
要
が
減
少
し
た
こ
と
に
加
え
、
多
様
な
就
労
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業
以
外
の
作
業
を
創
出
し
、
安
定
し
た
事
業
を
確
立
す

る
必
要
が
生
じ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
我
が
国
の
農
業
分

野
が
抱
え
る
担
い
手
不
足
や
耕
作
放
棄
地
等
の
問
題
解
消
及
び
様
々
な
障

が
い
者
の
働
く
機
会
を
新
た
に
確
保
す
る
目
的
で
国
を
あ
げ
て
「
農
福
連

携
」
が
推
進
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
機
に
、
当
事
業
所
に
お
い
て
も
新
た

な
事
業
と
し
て
よ
り
高
収
入
が
見
込
め
る
国
産
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
か
ら
加

工
、
販
売
ま
で
を
行
う
六
次
産
業
化
に
挑
戦
す
る
こ
と
と
し
た
。
六
次
産

オリーブ収穫風景（チャレンジファーム天竜）
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業
化
に
よ
り
、
オ
リ
ー
ブ
の
栽
培
時
に
は
水
遣
り
、
草
取
り
、
剪
定
、
収
穫
、

選
別
等
の
作
業
の
み
な
ら
ず
、
オ
リ
ー
ブ
新
漬
け
（
塩
漬
け
）、
オ
リ
ー
ブ
オ

イ
ル
や
オ
リ
ー
ブ
コ
ー
ヒ
ー
等
の
加
工
作
業
、
商
品
詰
め
や
ラ
ベ
ル
貼
り
等

の
販
売
作
業
を
行
う
こ
と
で
作
業
領
域
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
生
産
、

加
工
、
販
売
の
一
体
化
に
よ
り
収
入
を
高
め
、
ご
利
用
者
の
工
賃
向
上
に
繋

げ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

平
成
二
六
年
、天
竜
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
（
五
，〇
〇
〇
㎡
）
を
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
天
竜
」
と
名
付
け
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
オ
リ
ー
ブ
を
植
樹
し
た
。
植
樹
に
あ
た
っ
て
の
土
壌
環
境
に
つ
い
て
は
、

島
田
沢
彦
博
士
（
東
京
農
業
大
学
地
域
環
境
科
学
部
教
授
〈
当
時
〉）
に
依
頼
し
、
学
生
と
と
も
に
現
地
に

招
き
調
査
、助
言
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
他
地
域
へ
の
植
樹
も
進
め
、令
和
二
年
四
月
現
在
、チ
ャ

レ
ン
ジ
フ
ァ
ー
ム
天
竜
に
一
七
〇
本
、
浜
松
市
浜
北
区
及
び
磐
田
市
内
の
耕
作
放
棄
地
（
四
ヶ
所
計
一
〇
，

五
三
三
㎡
）
に
五
五
三
本
、
計
七
二
三
本
の
オ
リ
ー
ブ
を
定
植
し
て
い
る
。
年
々
収
穫
規
模
が
拡
大
し
、
平

成
三
〇
年
に
は
一
四
九
㎏
、
令
和
元
年
に
は
三
〇
〇
㎏
と
収
穫
量
も
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
静
岡
文
化
芸
術
大
学
の
学
生
が
作
成
し
た
「
し
ぞ
ー
かolive

」
と
い
う
ロ
ゴ
マ
ー
ク
デ
ザ
イ
ン

を
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
商
標
登
録
し
、
付
加
価
値
を
つ
け
て
販
売
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
は
障
が
い
者
だ
け
で
な
く
生
活
困
窮
者
、
若
年
性
認
知
症
等
就
労
困
難
者
も
含
め
た
新
た
な
就
労
の

場
を
造
り
上
げ
て
い
く
。

「しぞーかolive」
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地
域
に
お
け
る
専
門
性
の
発
揮
と
連
携

一
　
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
の
医
療
と
福
祉
の
連
携

（
一
）
北
遠
地
域
に
お
け
る
多
職
種
連
携
の
促
進

天
竜
厚
生
会
は
平
成
二
三
年
度
及
び
二
四
年
度
に
厚
生
労
働
省
モ
デ
ル
事
業
の
「
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事

業
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
そ
の
後
、
浜
松
市
の
支
援
を
受
け
北
遠
地
域
の
医
療
と
介
護
の
多
職
種
連
携
の
強

化
を
目
的
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

モ
デ
ル
事
業
で
は
高
齢
化
率
が
五
〇
％
を
超
え
る
課
題
を
持
つ
龍
山
町
、
佐
久
間
町
、
水
窪
町
を
抱
え
る

北
遠
地
域
の
医
療
介
護
従
事
者
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
行
政
職
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
一
堂
に
会

し
て
多
職
種
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
実
施
し
た
。
そ
こ
で
把
握
し
た
課
題
か
ら
論
点
を
絞
り
、
医
療
介
護

関
係
者
で
ワ
ー
キ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
た
。
ま
た
、
職
種
や
地
域
を
超
え
て
「
北
遠
地
域
の
住
民
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
議
論
を
進
め
た
結
果
、
改
め
て
地
域
を
考
え
る

機
会
と
な
り
、
地
域
で
の
顔
の
見
え
る
関
係
が
作
ら
れ
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
を
継
承
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、
地
域
医
療
連
携
パ
ス
、
効
率
的
に
入
退
院
支
援
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
相
談
シ
ー
ト
、
介
護
・
在
宅
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
住
民
向
け
の
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
サ
ー
ビ
ス
冊
子
等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
見
直
し
を
実
施
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
課
題
解
決
に
向

け
た
活
動
を
進
め
る
な
か
で
、
地
域
に
と
っ
て
何
が
必
要
か
、
何
を
す
べ
き
か
積
み
上
げ
て
き
た
。
地
域
の

特
性
か
ら
地
域
全
体
で
支
え
合
う
仕
組
み
の
重
要
性
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、
医
療
と
介
護
の
中
の
生
活
の

P081-093_地域における専門性の発揮と連携.indd   81 2021/02/15   9:57



82

視
点
に
気
づ
き
、
専
門
職
種
だ
け
で
は
な
く
、
民
生
・
児
童
委
員
や
住
民
も
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

図
っ
た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
内
容
を
啓
発
す
る
た
め
、
全
体
報
告
会
や
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
、
課
題
等
に
つ
い
て
住
民
と
と
も
に
考
え
て
い
く
た
め
の
契
機
と
な
っ
た
。
制
度
改
正
に
よ
り
、
医
師
会
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
っ
た
在
宅
医
療
介
護
の
連
携
推
進
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
浜
松

市
の
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
地
域
全
体
で
多
職
種
の
関
係
づ
く
り
が
強
化
さ
れ
、
住
民
が
安
心
し

て
在
宅
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（
二
）
天
竜
厚
生
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
訪
問
地
域
の
拡
大

天
竜
厚
生
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
平
成
二
三
年
度
か
ら
の
二

年
間
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
に
関
わ
っ
た
こ
と
で
、
北
遠
地
域
の
医

師
、
歯
科
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
関
係
者
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
等
と
顔
の
見
え
る
関

係
づ
く
り
が
で
き
多
職
種
連
携
が
促
進
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま

え
、
平
成
二
五
年
一
月
よ
り
医
療
系
サ
ー
ビ
ス
が
少
な
い
地
域
の
要
望
を

受
け
、
通
常
の
事
業
実
施
地
域
外
で
は
あ
る
も
の
の
一
回
の
移
動
距
離
が

一
〇
〇
㎞
を
超
え
る
佐
久
間
町
、
水
窪
町
に
も
訪
問
し
て
い
る
。

天竜厚生会訪問看護ステーションの訪問範囲

★

天竜厚生会

訪問看護ステーション

旧
天
竜
市

浜
北
区

春

野

町

龍
山
町

佐
久
間
町

水

窪

町

天竜区

静岡県
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（
三
）
天
竜
厚
生
会
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
の
開
設

医
療
と
介
護
の
多
職
種
連
携
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
二
六
年
七
月
「
天
竜
厚
生
会

包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
当
事
業
所
は
、
天
竜
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
や
ま
び
こ
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
し
ん
ぱ
ら
の
家
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
統
合
し
「
天
竜
厚
生
会
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」、
貴
布
祢
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
「
天
竜
厚
生
会
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
な
り
、
天

竜
厚
生
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
三
事
業
所
を
併
せ
て
、
老
人
保
健
施
設
さ
い
わ
い
の
建
物
内
に
新
た

に
設
置
し
た
。
な
お
、
龍
山
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
人
口
減
少
の
影
響
に
よ
り
ご
利
用
者
が
減
少
し
た

た
め
、
平
成
二
八
年
六
月
に
天
竜
厚
生
会
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
統
合
し
「
天
竜
厚
生
会
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
龍
山
サ
テ
ラ
イ
ト
」
と
し
て
従
来
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
在
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
多
職
種
（
看
護
師
、理
学
療
法
士
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、ヘ
ル
パ
ー
）

が
一
ヶ
所
に
集
ま
る
こ
と
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
理
念
に
も
と
づ
き
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
包
括
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
が
実
現
し
た
。
具
体
的
に
は
、
ご
利
用
者

の
健
康
状
態
等
の
情
報
共
有
、
ご
家
族
の
介
護
相
談
か
ら
終
末
期
ケ
ア
ま
で
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
支
援

を
連
携
し
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
四
）
富
士
宮
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

富
士
宮
市
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
た
平
成
一
八
年
、
市
直
営
の
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
一
ヶ
所
及
び
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
に
地
域
相
談
窓
口
を
併
設
す
る
形
で
「
地
域
型
支
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援
セ
ン
タ
ー
」
七
ヶ
所
を
開
設
し
た
。
し
ら
い
と
で
は
そ
れ
ま
で
運
営
し
て
い
た
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
の
継
続
と
し
て
そ
の
一
ヶ
所
を
受
託
し
、
富
士
宮
市
北
部
か
ら
山
梨
県
と
の
県
境
ま
で
の
エ
リ
ア
を
担

い
、
高
齢
者
へ
の
相
談
及
び
支
援
に
努
め
て
き
た
。
そ
の
後
、
平
成
二
七
年
に
は
相
談
員
に
有
資
格
者
を
配

置
し
た
こ
と
で
直
営
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
総
合
相
談
を
ブ
ラ
ン
チ
と
し
て
、
一
一
ヶ
所
に
再
編
さ
れ

た
セ
ン
タ
ー
の
う
ち
一
ヶ
所
を
「
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
西
富
士
」
と
名
称
を
変
更
し
受
託
し
た
。

平
成
三
〇
年
に
は
さ
ら
な
る
市
の
政
策
変
更
に
伴
い
、
再
び
六
ヶ
所
の
エ
リ
ア
に
分
割
さ
れ
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
の
一
ヶ
所
を
受
託
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
年
四
月
、
富
士
宮
市
の
北
部
地
域
を
担
当
す
る
「
富
士

宮
市
北
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
た
。
引
き
続
き
、
総
合
相
談
・
支
援
、
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
、権
利
擁
護
、包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
等
幅
広
く
高
齢
者
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

（
五
）
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
活
動

天
竜
厚
生
会
診
療
所
で
は
、
平
成
一
六
年
よ
り
作
業
療
法
士
が
中
心
と
な
り
静
岡
県
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
強
化
推
進
事
業
に
お
け
る
「
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
委
託
を
受
け
、地
域
住
民
や
地
域
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
従
事
者
に
対
す
る
研
修
、
技
術
指
導
を
行
っ
て
き
た
。

し
か
し
近
年
、
当
事
業
は
直
接
地
域
で
行
う
住
民
向
け
の
活
動
か
ら
、
医
療
・
介
護
従
事
者
を
対
象
と
し

た
多
職
種
連
携
に
よ
る
も
の
へ
と
そ
の
役
割
が
徐
々
に
変
化
し
て
き
て
い
る
。
当
診
療
所
で
も
、
福
祉
専
門

職
向
け
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
導
入
研
修
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
町
等
が
実
施
す
る
介
護
予

防
事
業
に
地
域
リ
ハ
推
進
員
と
し
て
同
様
の
観
点
か
ら
助
言
を
行
っ
て
い
る
。
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ま
た
静
岡
県
で
は
、
切
れ
目
の
な
い
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
支
援
体
制

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
新
た
な
「
静
岡
型
」
の
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。
天
竜
厚
生
会
で
は
独
自
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
、
地
域
住
民
が
い
き
い
き
と
し
た
在
宅
生
活
を
継
続
で
き
る

よ
う
、
介
護
予
防
講
座
や
転
倒
予
防
の
た
め
の
体
操
指
導
等
対
象
地
域
へ
出

向
き
提
供
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
も
、
各
地
区
で
開
催
さ
れ
て
い
る
福
祉
交

流
会
等
で
認
知
症
予
防
講
座
等
を
実
施
し
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

啓
発
に
努
め
て
い
る
。

二
　
障
が
い
者
へ
の
相
談
支
援
の
拡
充

（
一
）
相
談
支
援
事
業
の
取
り
組
み

平
成
一
八
年
の
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
に
よ
り
、
相
談
支
援
が
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
以
降
、
国
に
お

け
る
体
制
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
行
わ
れ
、
相
談
支
援
事
業
に
と
っ
て
正
に
激
動
の
一
〇
年
と
な
っ
た
。
と
り

わ
け
、
浜
松
市
の
相
談
支
援
体
制
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
に
主
軸
を
置
い
た
計
画
相
談
等
事
業
所
（
障
害
者
総

合
支
援
法
に
も
と
づ
く
計
画
相
談
支
援
・
障
害
児
相
談
支
援
・
地
域
相
談
支
援
）、
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
で
解
決

が
困
難
な
課
題
を
抽
出
し
、
新
た
な
社
会
資
源
の
創
出
や
地
域
力
を
高
め
る
た
め
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を

行
う
「
浜
松
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」、
各
相
談
支
援
エ
リ
ア
で
解
決
で
き
な
い
取
り
組
み
や
関

係
機
関
の
横
の
調
整
を
行
う
「
浜
松
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
セ
ン
タ
ー
（
市
内
五
つ
の
法
人
に
よ
る
共
同
企 認知症予防講座（龍山町）
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業
体
、
平
成
三
〇
年
四
月
開
設
）」
と
重
層
的
に
整
備
さ
れ
、
そ
の
何
れ
に
も
天
竜
厚
生
会
が
参
画
し
、
地

域
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
相
談
支
援
の
展
開
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、浜
松
市
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、令
和
二
年
四
月
、従
来
一
五
ヶ
所
あ
っ

た
浜
松
市
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
が
五
つ
の
セ
ン
タ
ー
に
再
編
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
当
法
人
が

受
託
し
て
い
た
浜
松
市
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
て
ん
り
ゅ
う
（
平
成
一
九
年
四
月
や
ま
び
こ
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
開
設
）・
は
ま
き
た
（
平
成
一
九
年
四
月
貴
布
祢
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
内
開
設
）・
ひ
が
し
（
平

成
二
三
年
一
〇
月
東
区
原
島
町
の
テ
ナ
ン
ト
内
開
設
）
は
そ
の
役
割
を
終
え
た
が
、
再
編
後
の
二
つ
の
セ
ン

タ
ー
「
浜
松
市
浜
北
・
天
竜
障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
浜
北
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）」
と
「
浜
松
市
東

障
が
い
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
東
区
役
所
内
）」
を
市
内
の
他
法
人
と
共
同
受
託
し
、
新
た
な
障
が
い
者

相
談
支
援
事
業
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

計
画
（
特
定
）
相
談
等
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
四
年
四
月
よ
り
相
談
支
援
事
業
所
て
ん
り
ゅ
う
、

は
ま
き
た
、
ひ
が
し
を
浜
松
市
障
が
い
者
相
談
支
援
事
業
所
に
併
設
し
、
平
成
二
六
年
四
月
に
は
相
談
支
援

事
業
所
き
ず
な
（
一
般
相
談
含
む
）
を
研
修
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
運
営
し
て
き
た
。
今
回
の
障
が
い
者
相

談
支
援
事
業
所
の
再
編
と
同
期
に
特
定
相
談
支
援
事
業
所
ひ
が
し
を
白
羽
の
家
に
移
転
、
は
ま
き
た
、
き
ず

な
は
従
来
と
変
わ
ら
な
い
場
所
で
継
続
運
営
し
て
い
る
。

藤
枝
市
に
お
い
て
も
、
平
成
二
六
年
四
月
よ
り
藤
枝
市
障
害
者
相
談
支
援
事
業
を
受
託
す
る
と
と
も
に
、

計
画
相
談
等
事
業
所
と
し
て
相
談
支
援
事
業
所
天
竜
厚
生
会
ア
ク
シ
ア
藤
枝
を
開
設
し
た
。
藤
枝
市
障
害
者

相
談
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
初
よ
り
市
の
要
請
で
相
談
員
一
名
を
藤
枝
市
役
所
内
の
自
立
支
援
課
に
派
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遣
し
て
き
た
が
、
令
和
二
年
四
月
か
ら
は
市
の
政
策
変
更
に
伴
い
、
市
役
所
内
に
設
置
さ
れ
た
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
に
派
遣
先
を
変
更
し
て
い
る
。

（
二
）
高
次
脳
機
能
障
害
支
援
普
及
事
業
の
開
始

高
次
脳
機
能
障
害
支
援
普
及
事
業
と
は
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
が
自
立
し
た
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
静
岡
県
が
設
置
す
る
支
援
拠
点
機
関
に
お
い
て
、
高
次
脳
機
能
障
が

い
者
及
び
そ
の
家
族
に
対
す
る
専
門
的
な
相
談
支
援
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。
制
度
の
狭
間
に
あ
る
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
を
支
援
す
べ
く
、
天
竜
厚
生
会
は
平
成

三
〇
年
六
月
よ
り
、
当
事
業
を
受
託
し
、
静
岡
県
西
部
地
区
（
浜
松
市
、
湖
西
市
）
の
相
談
支
援
拠
点
機
関

と
し
て
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

高
次
脳
機
能
障
が
い
者
は
全
国
に
約
五
〇
万
人
い
る
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
症
状
は
損
傷
部
位
や
程
度
に

よ
っ
て
様
々
で
、
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
い
た
め
、
周
囲
か
ら
理
解
さ
れ
に
く
く
「
目
に
見
え
な
い
障
が

い
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
医
療
機
関
に
お
い
て
も
見
落
と
さ
れ
や
す
く
、
ご
本
人
自
身
も
症
状
に
気
づ
き

に
く
い
た
め
、
適
切
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
方
も
多
い
。

事
業
の
内
容
と
し
て
は
、
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら
高
次
脳
機
能
障
が
い
に
よ
る
生
活
、
就
労
面
の
悩
み
等

の
相
談
に
応
じ
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
専
門
機
関
と
の
連
携
を
図
り
支
援
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。
初
年
度
で
あ
る
平
成
三
〇
年
度
は
一
六
件
、
令
和
元
年
度
も
一
六
件
の
相
談
に
対
応
し
た
。
今
後
も
、

当
事
業
の
目
的
に
も
あ
る
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
が
安
心
し
て
生
活
を
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送
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

（
三
）
北
遠
地
域
に
お
け
る
精
神
障
が
い
者
へ
の
支
援

我
が
国
で
は
平
成
一
〇
年
か
ら
平
成
二
三
年
ま
で
の
一
四
年
間
、
自
殺

者
数
が
三
万
人
を
超
え
た
。
そ
の
間
国
が
自
殺
対
策
に
取
り
組
む
な
か
で
、

平
成
一
八
年
に
自
殺
対
策
基
本
法
が
成
立
し
、
浜
松
市
に
お
い
て
は
、
北

遠
地
域
が
抱
え
る
精
神
障
が
い
者
の
孤
立
が
リ
ス
ク
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。

北
遠
地
域
で
は
深
刻
な
過
疎
化
が
進
ん
で
お
り
、
医
療
や
交
通
機
関
、

社
会
資
源
の
乏
し
さ
、
高
齢
化
が
進
む
地
域
で
の
精
神
障
が
い
者
は
孤
立

が
顕
著
な
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
二
三
年
度
に
天
竜
厚
生
会

が
浜
松
市
よ
り
「
モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
自
殺
対
策
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
支
援

事
業
」
の
委
託
を
受
け
「
精
神
相
談
支
援
事
業
所
ほ
く
え
ん
」
を
開
設
し
た
。

精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
、
精
神
障

が
い
者
と
そ
の
ご
家
族
が
地
域
で
安
心
し
て
希
望
を
持
ち
、
輝
い
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
に
で
き
る
限
り
支
援
す
る
こ
と
を
理
念
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
っ
て
き
た
。
ま
た
、
地
域

で
居
場
所
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
様
々
な
活
動
を
通
し
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
、
そ
の
人
ら
し

い
社
会
参
加
や
自
立
の
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
佐
久
間
協
働
セ
ン
タ
ー
や
水
窪
協
働
セ
ン

タ
ー
、
春
野
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
を
拠
点
と
し
た
グ
ル
ー
プ
活
動
「
ひ
だ
ま
り
」
を
平
成
二
五
年
度
か
ら
開
始 ほくえん　グループ活動「ひだまり」
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し
た
。
ま
た
、
そ
の
他
に
も
精
神
障
が
い
の
理
解
を
深
め
る
様
々
な
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

北
遠
地
域
の
精
神
障
が
い
者
支
援
は
、
地
域
住
民
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
関
係
機
関
等
の
連
携
や
協

働
な
く
し
て
は
成
り
立
た
ず
、
今
後
も
地
域
の
理
解
と
協
力
の
も
と
支
援
を
進
め
て
い
く
。

三
　
新
し
い
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
支
援

（
一
）
地
域
に
お
け
る
住
ま
い
の
確
保

天
竜
厚
生
会
で
は
平
成
二
八
年
七
月
よ
り
「
低
所
得
高
齢
者
等
住
ま
い
・
生
活
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
を
厚

生
労
働
省
よ
り
受
託
し
た
。
当
事
業
の
目
的
は
様
々
な
事
由
に
よ
り
自
宅
で
の
生
活
に
不
安
を
抱
え
る
高
齢

者
等
に
対
し
て
、
住
み
慣
れ
た
地
域
に
少
し
で
も
長
く
暮
ら
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
等
が
受
け
や
す
い
住
居
を
一
定
期
間
提
供
し
、

利
用
時
の
見
守
り
や
必
要
時
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
等
と
連
携
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
ご
利
用
者
が
安
心
し
て
自
宅
に
戻
り
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
こ
と
で
あ
る
。
当
法
人
は
対
象
地
域
を
龍
山
町
、
佐
久
間
町
、
水
窪
町

と
し
、
平
成
二
九
年
一
一
月
よ
り
、
天
竜
区
山
東
の
戸
建
て
住
居
を
借
用
し

「
や
す
ら
ぎ
の
家
」
と
し
て
事
業
を
開
始
し
た
。

ご
利
用
者
は
退
院
後
の
自
宅
生
活
が
不
安
な
高
齢
者
や
離
れ
た
職
業
体
験

実
習
先
に
通
う
特
別
支
援
学
校
の
学
生
等
様
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
齢
者

世
帯
や
山
間
地
域
で
あ
る
こ
と
に
課
題
を
抱
え
る
世
帯
の
利
用
に
も
繋
が

「やすらぎの家」での説明会
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り
、
平
成
三
一
年
三
月
ま
で
の
三
年
間
で
一
三
人
が
利
用
し
た
。

モ
デ
ル
事
業
終
了
後
、
こ
の
事
業
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
地
域
の
皆
様
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い
く
た

め
、令
和
元
年
度
よ
り
「
住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
」
と
し
て
形
を
変
え
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

（
二
）
就
学
期
の
課
題
を
抱
え
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

天
竜
厚
生
会
で
は
、
平
成
二
九
年
度
か
ら
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
も
と

づ
く
事
業
と
し
て「
ふ
じ
の
く
に
型
学
び
の
心
育
成
支
援
事
業（
以
下
、合
宿
型
）」

を
静
岡
県
よ
り
受
託
し
た
。
夏
期
、
冬
期
、
春
期
の
長
期
休
暇
中
に
県
内
の
郡

部
に
在
住
す
る
小
学
校
四
年
生
か
ら
高
校
生
を
対

象
に
こ
の
事
業
を
二
泊
三
日
の
合
宿
形
式
で
実
施

し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
三
〇
年
四
月
か
ら
子
ど

も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
も
と
づ

く
事
業
と
し
て
「
学
習
支
援
事
業
（
以
下
、
通
所

型
）」
も
浜
松
市
よ
り
受
託
し
た
。

合
宿
型
は
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
り
な
が

ら
多
く
の
大
人
と
出
会
い
、
様
々
な
社
会
体
験
を
す
る
な
か
で
将
来
の
選
択

肢
を
増
や
し
、
自
立
心
の
育
成
の
き
っ
か
け
を
作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
ま
た
通
所
型
は
、
放
課
後
に
気
軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
で ボート体験（天竜ボート場）

ボランティアとのクリスマス会（合宿型）

P081-093_地域における専門性の発揮と連携.indd   90 2021/02/15   9:57

91

学
習
支
援
を
実
施
し
、
将
来
に
必
要
な
学
習
や
進
学
に
対
す
る
意
欲
を
高
め

る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。

参
加
児
童
の
な
か
に
は
、
大
人
に
勉
強
を
見
て
も
ら
う
こ
と
や
季
節
の
行

事
に
参
加
す
る
等
の
体
験
が
少
な
く
、
周
囲
と
の
経
験
の
差
を
感
じ
、
挑
戦

す
る
前
に
諦
め
て
し
ま
う
と
い
う
課
題
を
持
つ
子
ど
も
も
い
る
。
合
宿
型
で

は
、
失
敗
を
し
て
も
大
人
が
受
け
止
め
て
く
れ
る
こ
と
を
体
験
し
、
子
ど
も

が
「
や
っ
て
み
た
い
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
、
地

域
に
戻
っ
た
と
き
に
も
自
分
自
身
を
信
じ
て
挑
戦
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
高
校
生
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
と
し
て
就
労
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
供
し
て
い
る
。

両
事
業
で
は
、
課
題
を
抱
え
た
子
ど
も
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
で
の
支
援
に
繋
げ
て
も
ら
え
る

よ
う
、
地
域
住
民
や
協
力
企
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
多
く
の
関
係
者
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
も
、

子
ど
も
た
ち
が
多
く
の
人
と
出
会
い
、
様
々
な
刺
激
を
受
け
て
自
分
の
将
来
像
を
描
き
、
目
標
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
け
る
よ
う
地
域
と
と
も
に
支
援
し
て
い
く
。

（
三
）
生
活
困
窮
者
支
援
事
業
の
開
始

平
成
二
〇
年
に
生
じ
た
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
次
い
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
が
発

生
し
た
こ
と
で
、
ニ
ー
ト
や
フ
リ
ー
タ
ー
及
び
非
正
規
雇
用
を
増
加
さ
せ
、
平
成
二
三
年
は
そ
れ
ま
で
戦
後 個別学習（合習型）
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混
乱
期
の
余
波
で
過
去
最
多
で
あ
っ
た
昭
和
二
六
年
の
生
活
保
護
受
給
者
数

を
上
回
っ
た
。

こ
う
し
た
世
情
か
ら
、
平
成
二
七
年
四
月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
が

施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
天
竜
厚
生
会
で
は
、
平
成
二
八
年
一
月
よ
り
県
下

各
地
に
点
在
す
る
当
法
人
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障
害
者
支
援
施
設
等

の
一
五
ヶ
所
（
令
和
元
年
四
月
現
在
一
九
ヶ
所
）
で
「
認
定
就
労
訓
練
事
業
」

を
開
始
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
様
々
な
事
由
に
よ
り
就
労
す
る
こ
と
が
困
難

な
者
に
対
し
、
働
く
場
を
創
出
す
る
こ
と
で
社
会
参
加
の
機
会
を
生
み
出
し
、

自
ら
の
希
望
す
る
生
活
を
獲
得
し
て
も
ら
う
一
助
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
就
労
に
向
け
た
支
援
を
展
開
し
て
い
く
な
か
、
就
労
開
始
以
前

の
課
題
と
し
て
住
居
を
喪
失
し
て
い
る
者
も
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
二
八
年
八
月
よ
り
安
定
し
た
住
居

を
持
た
な
い
者
に
対
し
、
一
定
期
間
無
償
で
住
居
を
提
供
す
る
「
生
活
困
窮
者
等
一
時
居
住
支
援
事
業
」
を
公

益
的
取
り
組
み
と
し
て
開
始
し
た
。さ
ら
に
、平
成
三
〇
年
度
か
ら
は
郡
部
に
在
住
す
る
生
活
困
窮
者
等
に
対
し
、

働
く
意
欲
や
生
活
習
慣
等
を
高
め
改
善
し
て
い
く
、
合
宿
形
式
の
「
生
活
困
窮
者
等
就
労
準
備
支
援
事
業
」
を

静
岡
県
よ
り
受
託
し
開
始
し
た
。

社
会
変
動
に
応
じ
て
、
個
人
、
家
族
、
地
域
が
持
つ
課
題
が
多
様
化
し
て
い
く
な
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題

に
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
い
ち
早
く
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
今
後
も
生
活
困
窮
者
支

援
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

木工作業（生活困窮者等就労準備支援事業）
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（
四
）
つ
な
が
り
浜
北
の
開
設

生
活
保
護
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
自
立
支
援
策
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

生
活
保
護
か
ら
脱
却
し
た
者
が
再
び
生
活
保
護
に
頼
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
平
成
二
七
年
よ
り
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
が

開
始
さ
れ
た
。
本
制
度
は
、
自
立
相
談
支
援
事
業
を
柱
と
し
た
必
須
事
業
、

地
域
の
判
断
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
任
意
事
業
、
こ
れ
ら
を
補
完
す
る
様
々
な

事
業
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
天
竜
厚
生
会
は
自
立
相
談
支
援
事
業
「
つ
な
が
り
浜
北
」
を
平
成

三
一
年
四
月
よ
り
受
託
し
、
訪
問
等
に
よ
る
相
談
を
行
い
個
々
の
状
況
に
応
じ
た

支
援
計
画
を
作
成
し
、
生
活
や
就
労
等
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
型
支
援
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
社
会
資
源
の
開
発
等
の
地
域
づ
く

り
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
浜
松
市
の
自
立
相
談
支
援
事
業
は
一
ヶ
所
で
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
広
大

な
浜
松
市
を
一
事
業
所
で
担
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
埋
も
れ
て
い
る
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
も
期
待
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
浜
北
区
と
天
竜
区
を
主
な
対
象
エ
リ
ア
と
し
て
参
画
す
る
こ
と
と
し
た
。

つ
な
が
り
浜
北
で
は
金
銭
管
理
を
含
む
生
活
支
援
、
就
労
支
援
、
債
務
整
理
、
引
き
こ
も
り
等
に
つ
い
て

本
人
や
家
族
、
関
係
機
関
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
行
政
等
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
る
。
多
く
の
ケ
ー

ス
が
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
た
め
、
各
機
関
と
緊
密
に
連
携
し
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
。

つながり浜北事務所（浜北地区センター内）
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子
育
て
支
援
の
拡
充

一

　幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行

す
べ
て
の
家
庭
で
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
平
成
二
七
年
四
月
よ
り
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
従
来
は
、
満
三
歳
か
ら
を
対
象
と
し
て
一
日
四
時
間
を
標
準
と
し
た
教
育
活
動
を
行
う
幼
稚
園
と
、

保
護
者
の
就
労
等
の
事
情
に
よ
り
養
護
と
教
育
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
対
象
に
、
原
則
八
時
間
の
受
け
入

れ
を
行
う
保
育
所
の
二
種
類
で
あ
っ
た
が
、
近
年
で
は
、
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
加
に
よ
る
待
機
児
童
の
対
策
や

少
子
化
に
よ
る
社
会
情
勢
を
背
景
に
、
平
成
二
七
年
に
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能
を
併
せ
も
つ
認
定
こ
ど
も

園
が
誕
生
し
三
種
類
と
な
っ
た
。

天
竜
厚
生
会
で
は
、
昭
和
四
四
年
に
旧
浜
北
市
に
お
け
る
小
松
保
育
園
の
開
設
以
降
、
全
二
一
園
を
運
営

し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
浜
松
市
に
あ
る
九
園
、
磐
田
市
の
二
園
、
掛
川
市
一
園
の
計
一
二
園
を
「
幼
保
連

携
型
認
定
こ
ど
も
園
」
へ
と
平
成
二
九
年
度
か
ら
平
成
三
〇
年
度
に
か
け
て
移
行
、
整
備
し
て
き
た
。

当
法
人
が
保
育
園
を
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
へ
と
移
行
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
は
、
か
ね
て
よ
り
当
法

人
の
保
育
園
が
掲
げ
て
き
た
「
感
性
豊
か
で
生
き
る
力
を
そ
な
え
た
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
」
を
教
育
・

保
育
理
念
と
し
て
継
承
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
教
育
・
保
育
方
針
は
「
家
庭
を
基
礎
に
家
族
・
友
だ
ち
・

保
育
者
・
地
域
の
人
々
と
の
豊
か
な
人
間
関
係
の
中
で
、
愛
さ
れ
る
喜
び
を
知
り
他
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き

る
心
を
育
む
」、「
健
や
か
な
心
身
の
発
達
の
場
と
し
て
、
家
庭
と
地
域
と
協
力
し
、
様
々
な
活
動
を
と
お
し
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て
一
人
ひ
と
り
を
尊
重
し
『
生
き
る
力
』
を
育
ん
で
い
く
」
と
定
め
た
。

園
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
長
年
保
育
園
名
と
し
て
使
用
し
愛
着
の
あ
る
「
こ
ま
つ
」、「
き
ぶ
ね
」、「
し
ば

も
と
」
等
は
そ
の
ま
ま
残
し
、認
定
こ
ど
も
園
を
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
新
た
な
園
名
に
変
更
し
た
。

こ
こ
に
は
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
拠
点
と
し
て
の
「
こ
ど
も
園
」
を
目
指
す
広
い
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

二

　学
校
法
人
の
取
り
組
み

（
一
）
掛
川
市
幼
保
園
の
運
営

掛
川
市
は
平
成
一
二
年
三
月
「
幼
児
教
育
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
再
編
を
図
る
な

か
で
幼
保
一
元
化
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
就
学
前
の
幼
保
園
児
に
同
じ
園
舎
で
質
の
高
い
幼
児
教
育
を

保
証
す
る
新
し
い
乳
幼
児
の
保
育
機
関
と
し
て
の
「
幼
保
園
」
を
創
造
し
た
。

天
竜
厚
生
会
は
掛
川
市
の
幼
保
一
元
化
を
受
け
、
保
育
園
部
（
定
員
一
五
〇
人
）
と
幼
稚
園
部
（
定
員

九
〇
人
）
を
併
設
し
た
幼
保
園
と
し
て
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
」
を
平
成
一
九
年
に
開
設
し
、
翌
年

に
は
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
（
保
育
園
部
定
員
二
二
〇
人
、
幼
稚
園
部
定
員
九
〇
人
）」
が
開
設

し
た
。
こ
の
幼
稚
園
部
の
運
営
主
体
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
七
年
九
月
に
学
校
法
人
設
立
発
起
人
会
を
設
置

し
、
平
成
一
九
年
四
月
に
学
校
法
人
天
竜
厚
生
会
を
創
設
し
、
ひ
だ
ま
り
幼
稚
園
部
の
運
営
を
開
始
し
た
。

そ
し
て
、
園
名
称
の
頭
に
「
子
育
て
セ
ン
タ
ー
」
を
付
記
し
、
園
を
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
拠
点
と

す
る
舎
と
位
置
づ
け
た
。

天
竜
厚
生
会
の
幼
稚
園
部
の
幼
児
教
育
は
、
保
育
園
部
と
同
じ
教
育
・
保
育
の
理
念
、
方
針
を
掲
げ
、「
感
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性
豊
か
で
生
き
る
力
を
そ
な
え
た
子
ど
も
を
育
て
る
た
め
に
」
を
教
育
活
動
の
主
眼
に
お
き
、
子
ど
も
を
中

心
と
し
て
、
家
庭
と
地
域
社
会
、
そ
し
て
小
学
校
と
の
連
携
を
重
視
し
た
保
育
活
動
を
両
園
で
共
有
し
実
践

し
て
い
る
。
こ
の
理
念
・
方
針
は
、
先
述
の
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
も
継
承
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
学
校
評
価

子
育
て
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り
、子
育
て
セ
ン
タ
ー
さ
や
の
も
り
の
両
幼
稚
園
部
で
は
、幼
稚
園
事
業
の
教
育

活
動
で
定
め
ら
れ
た
「
学
校
評
価
」
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
園
に
よ
る
自
己
評
価
と 

保
護
者
、
地
域
及
び
有
識
者
の
代
表
者
と
接
続
小
学
校
校
長
を
評
価
員
と
し
た
委
員
会
の
開
催
に
よ
り
、
園

の
教
育
活
動
に
お
け
る
重
点
目
標
に
対
す
る
実
践
及
び
見
直
し
を
年
間
通
じ
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
評
価
員

に
は
、
入
園
進
級
式
、
卒
園
式
、
運
動
会
、
そ
し
て
普
段
の
教
育
活
動
等
の
参
観
会
に
も
出
席
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
委
員
会
で
は
、
園
児
の
成
長
と
教
職
員
の
取
り
組
み
に
対
す
る
意
見
交
換
、
目
標
に
対
す
る
考
察

と
評
価
が
行
わ
れ
る
。
両
園
で
は
、
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
貴
重
な
意
見
を
教
育
活
動
に
反
映
さ
せ
、
教
職

員
の
資
質
向
上
と
保
育
内
容
の
改
善
へ
と
繋
げ
て
い
る
。
ま
た
、こ
れ
ら
年
間
活
動
を
通
じ
た
評
価
結
果
は
、

年
度
末
の
理
事
会
及
び
評
議
員
会
で
報
告
し
、
理
事
、
監
事
、
評
議
員
に
も
「
学
校
評
価
」
を
共
有
し
て
も

ら
う
と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
広
く
公
表
し
て
い
る
。

三

　事
業
所
内
保
育
所
の
運
営

平
成
三
〇
年
四
月
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
天
竜
病
院
よ
り
事
業
委
託
を
受
け
、
天
竜
厚
生
会
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が
「
天
竜
病
院
ひ
ま
わ
り
保
育
園
（
定
員
三
五
人
）」
の
運
営
を
開
始
し
た
。

昭
和
五
一
年
に
開
設
さ
れ
た
当
園
は
、
病
院
職
員
の
福
利
厚
生
を
目
的
と
し

て
、
そ
の
運
営
は
直
営
あ
る
い
は
民
間
企
業
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
。
主
に
は

〇
歳
児
か
ら
二
歳
児
の
未
満
児
を
、
病
院
職
員
の
勤
務
体
制
に
合
わ
せ
柔
軟

に
預
か
っ
て
い
る
。
ま
た
、
土
曜
日
、
祝
日
の
特
別
保
育
及
び
臨
時
保
育
の

ニ
ー
ズ
は
高
く
、
天
竜
病
院
職
員
の
他
園
に
通
っ
て
い
る
子
ど
も
の
受
け
入

れ
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

園
舎
は
自
然
豊
か
な
環
境
の
な
か
に
あ
り
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
造
り

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
環
境
の
な
か
で
、
五
感
を
育
む
体
験
を
す
る
こ
と
、

ま
た
、
近
隣
に
あ
る
当
法
人
の
お
や
ま
の
保
育
園
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
み
ゅ

う
の
お
か
、
矢
崎
お
ひ
さ
ま
保
育
園
と
積
極
的
に
交
流
活
動
を
行
っ
て
い
く

こ
と
で
、
人
と
関
わ
る
喜
び
を
感
じ
、
感
性
豊
か
で
生
き
る
力
を
備
え
た
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
。

四

　障
が
い
児
サ
ー
ビ
ス
の
運
営

天
竜
厚
生
会
に
お
け
る
障
が
い
児
へ
の
支
援
の
は
じ
ま
り
は
、
昭
和
四
〇
年
に
開
設
し
た
精
神
薄
弱
児
施

設
あ
か
い
し
学
園
で
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
五
四
年
の
養
護
学
校
の
義
務
化
に
よ
る
入
園
児
の
減
少
、
成

人
施
設
の
不
足
等
か
ら
、
昭
和
六
三
年
に
あ
か
い
し
学
園
が
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
へ
種
別
変
更
し
た
こ
と

で
、
当
法
人
に
お
け
る
障
が
い
児
へ
の
支
援
は
一
旦
終
了
し
た
。

天竜病院ひまわり保育園　園外活動（後方は天竜病院）
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平
成
一
八
年
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴
い
、
同
法
に
お
け
る
地
域
生
活
支
援
事
業
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
日
中
一
時
支
援
事
業
の
委
託
契
約
を
浜
松
市
等
と
締
結
し
、
同
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
で
、
再
び
障

が
い
児
を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
初
は
、
浜
名
寮
（
現
浜
名
）
で
肢
体
不
自
由
児
を
、
知
的
障
が

い
児
は
美
浜
寮
（
現
美
浜
）
で
支
援
し
た
。
浜
名
寮
で
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
一
対
一
で
付
き
添
い
、

車
い
す
や
バ
ギ
ー
を
押
し
な
が
ら
散
歩
を
し
、
美
浜
寮
で
は
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
人
員
を
確
保
し
な
が

ら
、
土
日
祝
日
や
長
期
休
暇
時
に
多
く
の
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
徐
々
に
当
法
人
に
お
け
る
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
の
定
着
、
さ
ら
に
は
拡
充
に
繋
が
っ
て
い
っ
た
。

平
成
二
四
年
あ
か
い
し
学
園
の
改
築
に
合
わ
せ
、
当
時
、
特
に
ニ
ー
ズ
の
多
か
っ
た
特
別
支
援
学
校
に
通

う
児
童
の
放
課
後
の
受
け
入
れ
体
制
が
整
備
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
施
設
内
に
児
童
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
専
用
部
屋
を
設
置
し
、
職
員
配
置
も
手
厚
く
し
た
。
ニ
ー
ズ
は
増
え
続
け
、
そ
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
へ
も
応

え
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
あ
か
い
し
学
園
以
外
の
入
所
施
設
に
お
い
て
も
、
ご
家
族
、
学
校
、
相
談
支
援

事
業
所
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
柔
軟
に
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
所
に
併
設
し
て
、
障
害
児
支
援
事
業
を
開
始
し
た
。
平
成
二
七
年

九
月
に
開
設
し
た
城
北
の
家
に
は
児
童
発
達
支
援
事
業
「
天
竜
厚
生
会
ち
ゃ
る
か
」
と
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
「
天
竜
厚
生
会
り
い
お
」
を
、
平
成
二
九
年
四
月
に
開
設
し
た
子
育
て
セ
ン
タ
ー
か
き
の
み
に
は

児
童
発
達
支
援
事
業
「
こ
で
ま
り
」
と
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
「
や
ま
ぼ
う
し
」
を
そ
れ
ぞ
れ
設
置

し
た
。
そ
れ
ら
は
地
域
に
お
け
る
障
が
い
児
の
発
達
支
援
事
業
所
と
し
て
、
地
域
共
生
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を

目
指
し
て
い
る
。
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福
祉
教
育
拡
充
及
び
福
祉
人
材
育
成
へ
の
取
り
組
み

一

　福
祉
教
育
の
拡
充

（
一
）
福
祉
教
育
三
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

福
祉
教
育
三
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
平
成
二
三
年
八
月
二
三
日
、
掛
川
市
に
あ
る
静
岡
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
あ
す
な
ろ
を
会
場
に
「
社
会
福
祉
法
人
天
竜
厚
生
会
福
祉
教
育
三
〇
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
、

公
益
財
団
法
人
日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
の
助
成
を
受
け
開
催
し
た
。
当
日
は
県
内
外
の
行
政
関
係
者
や
学
校

関
係
者
、
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
、
社
会
福
祉
法
人
職
員
等
約
三
〇
〇
人
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
三
〇
年
間
の
取
り
組
み
の
紹
介
、
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。

基
調
講
演
は
原
田
正
樹
氏
（
日
本
福
祉
大
学
学
長
補
佐
、
日
本
福
祉
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
習
学
会
副

会
長
）
に
、「
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
福
祉
教
育
の
意
義
」
と
の
演
題
で
講
演
い
た
だ
い
た
。
講
演
で
は
、

社
会
福
祉
施
設
と
福
祉
教
育
の
関
係
は
、
施
設
と
地
域
と
を
区
分
し
て
相
互
の
交
流
を
図
る
と
い
う
従
来
の

図
式
で
は
な
く
、
施
設
も
地
域
の
な
か
の
一
つ
の
社
会
資
源
と
捉
え
る
こ
と
、
そ
し
て
地
域
が
豊
か
に
な
る

こ
と
が
結
果
と
し
て
社
会
福
祉
施
設
ご
利
用
者
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
循
環
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
が
語
ら
れ
た
。
施
設
に
と
っ
て
福
祉
教
育
は
、ご
利
用
者
と
地
域
を
結
ぶ
「
本
来
的
な
機
能
」
で
あ
り
、

福
祉
教
育
で
伝
え
る
べ
き
こ
と
は
、
命
を
大
切
に
す
る
こ
と
や
自
己
肯
定
感
、
社
会
的
有
用
感
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
他
者
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
共
に
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
、
と
の
お
話
も
い
た
だ
い
た
。
一
方
で
福
祉
教
育
事
業
を
単
な
る
疑
似
体
験
や
慰
問
と
し
て
捉
え
る
こ
と
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は
福
祉
教
育
自
体
を
形
骸
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
と
の
指
摘
に
加
え
て
、
福

祉
施
設
は
今
後
と
も
福
祉
の
学
び
の
場
と
し
て
「
福
祉
教
育
の
拠
点
で
あ
れ
」

と
の
熱
い
投
げ
掛
け
も
い
た
だ
い
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
福
祉
教
育
実

践
の
課
題
と
展
望
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
行
っ
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
は
堀
尾
孝
氏

（
前
静
岡
県
社
会
教
育
委
員
連
絡
協
議
会
会
長
）、
中
谷
高
久
氏
（
浜
松
市
社

会
福
祉
協
議
会
地
域
支
援
課
課
長
）、
匂
坂
幸
子
氏
（
浜
松
市
立
南
部
中
学

校
校
長
）
の
三
名
に
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
原
田
正
樹
氏
に
お
願
い
し
た
。

ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
山
本
理
事
長
が
務
め
、
福
祉
教
育
事
業
に
お

け
る
社
会
福
祉
施
設
の
役
割
や
展
望
、
福
祉
教
育
草
創
期
の
苦
労
、
今
後
の

課
題
や
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
将
来
に
向
け
て
当
法
人
で
行
う
べ
き
福
祉
教
育
の
意
義
を
再
認
識
す
る
も
の
と

な
っ
た
。

※
役
職
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
当
時

（
二
）
福
祉
教
育
の
変
遷

天
竜
厚
生
会
の
福
祉
教
育
事
業
は
最
盛
期
に
は
年
間
六
，
五
〇
〇
人
を
超
え
る
参
加
者
を
数
え
た
が
、
平 パネルディスカッション
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成
一
二
年
の
介
護
保
険
制
度
の
施
行
に
よ
る
事
業
者
数
の
増
加
に
伴
い
、
近
隣
の
福
祉
事
業
所
で
の
福
祉
体

験
を
利
用
す
る
中
・
高
等
学
校
が
増
え
た
こ
と
や
、
地
元
自
治
体
か
ら
の
補
助
が
途
絶
え
た
こ
と
を
背
景
に
、

そ
の
数
は
年
々
減
少
し
て
い
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
福
祉
を
題
材
と
す
る
学
校
が

多
く
な
り
、
校
内
で
当
法
人
の
福
祉
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
し
た
り
、
そ
の
成
果
を
実
践
に
移
す
場
と
し

て
当
法
人
を
活
用
し
た
り
す
る
等
、
多
様
な
福
祉
教
育
の
在
り
方
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

福
祉
教
育
開
講
以
来
当
法
人
は
、
一
貫
し
て
福
祉
の
実
践
現
場
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
と
の
交
流
を
と
お

し
て
、
福
祉
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
き
た
。
そ
の
根
幹
を
維
持
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

当
法
人
の
施
設
を
来
訪
し
て
福
祉
教
育
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
二
九
年
に
社
会
の
要
請
に
応
え
る
形

で
そ
れ
ま
で
参
加
者
に
負
担
い
た
だ
い
て
い
た
送
迎
費
や
参
加
費
等
の
減
額
、

一
部
無
償
化
を
実
施
し
た
。
折
し
も
、
前
年
に
成
立
し
た
社
会
福
祉
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、
社
会
福
祉
法
人
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
な
か
で

「
公
益
的
な
取
り
組
み
」
と
い
う
役
割
が
重
視
さ
れ
、
当
法
人
の
福
祉
教
育
が

公
益
的
な
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
福
祉
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
昭

和
五
六
年
の
初
版
発
行
か
ら
、
昭
和
六
二
年
の
改
訂
第
一
版
、
平
成
四
年
の

改
訂
増
補
版
、
平
成
二
六
年
の
改
訂
第
二
版
発
行
と
、
時
代
に
即
し
た
内
容

へ
の
改
訂
を
重
ね
て
き
た
。
特
に
平
成
二
六
年
の
改
訂
で
は
表
紙
イ
ラ
ス
ト

の
刷
新
に
加
え
、「
障
が
い
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
「
国
際
生
活
機
能
分
類
（
Ｉ

福祉教育　ご利用者の講話
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Ｃ
Ｆ
）
モ
デ
ル
」
を
使
用
し
て
説
明
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
も
図
表

等
に
掲
載
さ
れ
る
デ
ー
タ
の
刷
新
や
挿
絵
の
変
更
、
ふ
り
が
な
の
追
加
等

必
要
に
応
じ
た
改
訂
に
よ
り
、
読
み
や
す
く
福
祉
の
理
解
を
助
け
る
教
材

と
し
て
多
く
の
方
に
使
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
は
職
員
に
よ
る
講
義
だ
け
で
な
く
、
当
法
人
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
当
事
者
の
講
話
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
講
話
さ
れ
る
ご
利
用
者
自
身
に
と
っ
て
も
自
ら
が
福
祉
教
育
参
加

者
に
期
待
す
る
思
い
を
発
信
す
る
場
と
し
て
の
意
義
を
併
せ
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
ま
た
、
今
日
、
社
会
貢
献
と
と
も
に
顧
客
と
し
て
の
高
齢
者
・

障
が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
雇
用
へ
の
配
慮

に
努
め
よ
う
と
す
る
企
業
に
も
福
祉
教
育
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
に
応
じ
た
内
容
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
当
法
人
の
福
祉
教
育
参
加
者
は
、
累
計
で
一
七
八
，
二
八
二

人
（
令
和
二
年
三
月
現
在
）
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
、
福
祉

教
育
受
講
を
き
っ
か
け
に
福
祉
を
仕
事
に
し
た
人
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

（
当
法
人
職
員
の
約
四
割
が
受
講
者
）
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
福
祉
教
育
は
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
理
解
に

と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
に
必
要
な
福
祉
人
材
の
確
保
も
果
た
し
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
、
内
容
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
で
、
公
益
的
な
使
命
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

一般

専門・大学生

高校生

中学生

小学生

（人）

開講当初からの福祉教育参加者数の変遷
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二

　大
学
と
協
働
し
た
社
会
福
祉
士
実
習

近
年
の
福
祉
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
伴
い
、
社
会
福
祉
士
の
活
躍
の
場
は
高
齢
者
支
援
、
障
が
い
者
支
援
、
子

育
て
支
援
、
生
活
困
窮
者
支
援
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
に
拡
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
我
が
国
の
動
向
と
し
て

は
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
多
様
化
、
複
雑
化
す
る
地
域
の
課
題
に
対
応

す
る
高
い
実
践
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

天
竜
厚
生
会
で
は
、
平
成
二
五
年
よ
り
日
本
福
祉
大
学
と
の
協
働
の
取
り
組
み
と
し
て
「
総
合
支
援
型
実

習
」
を
開
始
し
た
。
こ
の
実
習
は
、
施
設
種
別
を
問
わ
ず
広
い
視
野
を
持
ち
実
践
力
の
あ
る
総
合
的
な
支
援

が
で
き
る
社
会
福
祉
士
を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
。
特
徴
と
し
て
は
、
研
修
セ
ン
タ
ー
を

活
用
し
た
宿
泊
型
実
習
と
し
、
複
数
の
施
設
で
実
習
を
行
う
こ
と
に
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
力
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
、
併
せ
て
グ
ル
ー
プ
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
し
、
実
習
で
の
学
び
の

深
化
及
び
共
有
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

当
法
人
の
受
け
入
れ
体
制
と
し
て
は
、実
習
事
務
局
を
研
修
セ
ン
タ
ー
（
現
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
）
に
置
き
、

各
施
設
実
習
指
導
者
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
養
成
校
担
当
教
員
に
も
参
画
し
て
も
ら
い
、
実
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
を
法
人
単
位
で
行
う
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
各
施
設
単
位
で
受
け
入
れ
を
行
う
従
来
の
実
習
と
は

異
な
り
、
事
務
局
が
各
施
設
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、
実
習
指
導
の
一
元
管
理
体
制
を
整
え
た
。
令
和
元

年
度
に
は
新
た
に
静
岡
福
祉
大
学
に
お
い
て
も
同
様
の
実
習
受
け
入
れ
を
開
始
し
た
。

当
法
人
と
し
て
は
、
今
後
の
社
会
福
祉
士
養
成
課
程
の
見
直
し
に
も
随
時
対
応
し
、
時
代
が
求
め
る
社
会

福
祉
士
の
養
成
に
貢
献
し
て
い
く
。
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三

　資
格
講
座
の
開
講

（
一
）
喀
痰
吸
引
等
研
修

介
護
現
場
に
お
け
る
痰
の
吸
引
や
経
管
栄
養
等
の
ニ
ー
ズ
や
実
態
を
踏
ま
え
、
必
要
な
人
に
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
を
安
全
か
つ
速
や
か
に
提
供
す
る
た
め
、
平
成
二
四
年
、
介
護
職
員
等
に
よ
る
喀
痰
吸
引
等
の
実
施
が
可
能

と
な
る
制
度
が
策
定
さ
れ
た
。
天
竜
厚
生
会
で
は
平
成
二
五
年
よ
り
静
岡
県
の
指
定
を
受
け
、
研
修
セ
ン
タ
ー

（
現
福
祉
サ
ー
ビ
ス
課
）
を
登
録
研
修
機
関
と
し
て
喀
痰
吸
引
等
研
修
（
第
一
号
、第
二
号
）
を
開
催
し
て
い
る
。

当
法
人
が
開
催
す
る
喀
痰
吸
引
等
研
修
の
特
色
と
し
て
、
当
法
人
の
現
場
で
日
々
実
践
し
て
い
る
看
護
師
が

講
師
を
担
っ
て
い
る
こ
と
、
受
講
者
の
施
設
に
対
象
者
が
不
在
の
場
合
は
当
法
人
で
実
習
で
き
る
よ
う
配
慮
し

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
県
内
の
幅
広
い
要
請
に
応
え
る
た
め
、
富
士
宮
市
の
社
会
福
祉
法
人
富

士
厚
生
会
、
掛
川
市
の
社
会
福
祉
法
人
大
須
賀
苑
に
実
地
研
修
（
実
習
）
を
受
け
入
れ
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

天
竜
病
院
に
は
演
習
（
実
技
）
指
導
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
初
年
度
に
は
五
六
人
が
受
講
し
た
。

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
医
療
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
な
か
、
ご
利
用
者
に
安
全
で
安
心
し
て
い
た
だ
け
る
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
多
く
の
人
材
を
養
成
し
て
い
く
。

（
二
）
介
護
職
員
初
任
者
研
修

当
法
人
で
は
静
岡
県
の
委
託
を
受
け
、
平
成
五
年
よ
り
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二
級
課
程
養
成
研
修
を
実
施
し

て
き
た
。
平
成
二
四
年
に
、
介
護
人
材
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を
分
か
り
や
す
く
す
る
こ
と
等
の
目
的
で
介
護
職

員
の
研
修
課
程
等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
、
静
岡
県
の
指
定
を
受
け
、
自
主
事
業
と
し
て
平
成
二
五
年
よ
り
介
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護
職
員
初
任
者
研
修
を
開
始
し
た
。

さ
ら
に
、
地
域
の
介
護
人
材
と
し
て
の
期
待
と
外
国
人
の
高
齢
化
に
伴
う
外
国
人
介
護
職
員
の
養
成
を
目
的
と

し
て
、
外
国
人
を
対
象
と
し
た
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
平
成
二
九
年
に
新
た
に
開
講
し
た
。
定
め
ら
れ
た
一
三

○
時
間
の
内
容
に
加
え
て
、
介
護
施
設
の
見
学
、
介
護
に
必
要
な
日
本
語
学
習
等
九
．
五
時
間
を
盛
り
込
ん
だ
。

ま
た
、
今
ま
で
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
学
習
が
基
本
の
通
信
形
式
で
行
っ
て
き
た
研
修
を
通
学
形
式
に
変
更
し
、
全
て

の
内
容
を
直
接
講
師
か
ら
学
べ
る
よ
う
に
し
た
。
会
場
に
つ
い
て
は
研
修
セ
ン
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、
受
講
者
の
居

住
地
に
配
慮
し
て
、
中
区
に
あ
る
学
校
法
人
静
岡
理
工
科
大
学
浜
松
日
本
語
学
院
の
教
室
を
借
用
し
た
。

（
三
）
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

介
護
福
祉
士
の
受
験
資
格
が
見
直
さ
れ
、
平
成
二
九
年
の
国
家
試
験
受
験
者
か
ら
、
実
務
経
験
三
年
に
加

え
、
実
務
者
研
修
の
修
了
が
必
須
と
な
っ
た
が
、
当
法
人
で
は
平
成
二
七
年
度
よ
り
県
の
指
定
を
受
け
、
介

護
福
祉
士
実
務
者
研
修
通
信
課
程
を
開
講
し
て
い
る
。
講
師
は
実
務
者
研
修
教
員
講
習
会
を
修
了
し
た
高
齢

者
・
障
が
い
者
施
設
で
働
く
係
長
・
主
任
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
が
中
心
で
あ
る
。
施
設
で
と
も
に
働
く
講
師
か
ら

学
ぶ
こ
と
で
、
受
講
生
は
介
護
場
面
に
即
し
た
実
践
的
な
学
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
ご
利
用

者
一
人
ひ
と
り
を
個
別
に
支
え
る
介
護
の
基
本
に
立
ち
返
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

令
和
元
年
度
よ
り
、
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
検
討
委
員
会
を
法
人
の
委
員
会
と
し
て
位
置
づ
け
、
講
師

が
業
務
と
し
て
研
修
に
関
わ
る
こ
と
の
で
き
る
体
制
と
し
、
科
学
的
な
根
拠
に
も
と
づ
い
て
介
護
を
提
供
で

き
る
介
護
福
祉
士
の
養
成
を
図
っ
て
い
る
。
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四

　ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従
事
者
研
修
生
の
受
け
入
れ

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
「
ア
ジ
ア
社
会
福
祉
従

事
者
研
修
」
の
天
竜
厚
生
会
に
お
け
る
研
修
生
受
け
入
れ
は
、

昭
和
五
九
年
度
の
第
一
期
生
か
ら
平
成
二
一
年
度
の
第
二
六
期

生
ま
で
の
期
間
で
延
べ
二
八
人
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
二
二

年
度
以
降
の
第
二
七
期
生
か
ら
令
和
元
年
度
の
第
三
六
期
生
に

か
け
て
八
人
が
当
法
人
を
訪
れ
た
。
各
国
か
ら
訪
れ
た
研
修
生

が
、
三
ヶ
月
か
ら
四
ヶ
月
間
に
わ
た
る
研
修
期
間
を
職
員
宿
舎

で
生
活
し
な
が
ら
、
各
自
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
研
修
内
容
、
研

修
先
を
選
定
し
て
日
本
の
福
祉
や
文
化
に
つ
い
て
の
学
び
を
深

め
た
。

こ
う
し
た
海
外
か
ら
の
研
修
生
の
受
け
入
れ
は
、
修
了
生
自

身
が
母
国
に
戻
り
自
国
の
社
会
福
祉
実
践
で
活
躍
す
る
こ
と
へ

の
期
待
は
も
と
よ
り
、
当
法
人
に
と
っ
て
も
外
国
人
と
長
期
に

わ
た
っ
て
関
わ
る
と
い
う
貴
重
な
経
験
を
重
ね
、
互
い
の
文
化

の
理
解
等
を
職
員
が
学
ぶ
良
い
機
会
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

は
そ
の
後
の
外
国
人
雇
用
の
推
進
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。

アジア社会福祉従事者研修受け入れ実績

期 氏　　　名 国　　　名 研　修　期　間

27
ﾖｳ ﾒｲｼｭｳ

台湾 2010年７月30日〜2010年11月11日葉 美秀

28
ｴﾈﾝ ｴﾚﾅﾜﾃｨ

インドネシア共和国 2011年９月７日〜2012年１月27日Eneng Ernawati

29
ｿｳ ﾊｲﾊﾝ

台湾 2012年９月12日〜2013年１月25日莊 佩凡

30
ﾊﾟｸ ﾋｮﾝｿﾝ

大韓民国 2013年９月12日〜2014年１月24日朴 炯善

31
ﾏﾘｸﾞﾚｰｽ ｳﾞｨﾗﾊﾟﾝﾄﾞ

フィリピン共和国 2014年９月22日〜2015年１月21日MarigraceD.Villapando

32
ﾋﾞﾊﾞﾘｰ ﾏｰｼｬ ｼﾞｮｺﾘﾝ ｼﾞｮﾐﾆｯﾄ

マレーシア 2015年７月29日〜2015年９月４日Beverley Marsha Jokolin Jominit

33
ﾘｬｵ ﾕｰｲﾝ

台湾 2016年７月20日〜2016年９月２日廖 于吟

35
ﾃｨﾃｨﾝ ｱﾆｻ

インドネシア共和国 2018年10月31日〜2019年１月18日Ti t in Anisa

36
ﾗｯﾁｬﾆｰ ｼﾞｮﾑｻﾜﾝ

タイ王国 2019年10月７日〜2020年１月17日Ratchanee Jomsawan
※平成22年度「27期生」〜令和元年度「31期生」
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社
会
へ
の
発
信
と
展
開

一

　厚
生
会
ま
つ
り
の
あ
ゆ
み

昭
和
四
五
年
に
始
ま
っ
た
「
施
設
合
同
保
護
者
の
集
い
」
の
流
れ
を
受
け
、
第
一
回
厚
生
会
ま
つ
り

は
昭
和
五
一
年
一
一
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
。
変
化
が
乏
し
い
施
設
生
活
の
な
か
で
、
ご
利
用
者
、
保

護
者
、
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
が
一
同
に
会
し
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
定
す
る
と
同
時
に
一
日
楽
し

く
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
と
の
趣
旨
で
始
ま
り
、
令
和
元
年
度
に
は
第
四
四
回
を
数
え
る
ま
で
に
な
っ

た
。
第
五
回
か
ら
は
ご
利
用
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
選
ば
れ
た
芸
能
人

に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
を
毎
年
開
催
す
る
と
と
も
に
、
模
擬
店
へ
の
出
店
に

つ
い
て
徐
々
に
地
域
へ
開
放
し
た
た
め
、
来
場
者
数
は
年
ご
と
に
増
え
、

第
四
四
回
に
は
八
，
〇
〇
〇
人
に
達
し
、
多
く
の
方
が
楽
し
み
に
し
て
い

る
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着
し
た
と
い
え
る
。

ま
た
、
時
代
の
変
遷
と
と
も
に
厚
生
会
ま
つ
り
の
役
割
も
変
わ
っ
て
い

き
、
現
在
は
施
設
ご
利
用
者
、
ご
家
族
、
職
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
加
え
、

地
域
住
民
等
が
厚
生
会
ま
つ
り
に
参
加
す
る
な
か
で
相
互
に
交
流
を
深
め
、

福
祉
に
対
す
る
理
解
、
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
。
よ

り
地
域
に
密
着
し
地
域
の
声
を
反
映
す
る
た
め
、平
成
一
一
年
度
よ
り
「
厚

生
会
ま
つ
り
企
画
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
委
員
に
は
天
竜
区
、
浜
北
区

第44回厚生会まつり　歌謡ショー
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の
連
合
自
治
会
連
合
会
会
長
及
び
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会
会
長
、
天
竜
商
工
会
青
年
部
支
部
長
、
地

元
自
治
会
長
の
方
々
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
の
意
見
を
伺
う
機
会
と
し
て
い
る
。

平
成
二
八
年
度
第
四
一
回
厚
生
会
ま
つ
り
よ
り
、「
地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
り
組
み
」
と
位
置
づ

け
、
よ
り
地
域
に
対
し
て
福
祉
へ
の
関
心
を
促
す
こ
と
を
狙
い
と
し
て
開
催
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第

厚生会まつり出演芸能人等一覧
回 年度 舞台芸能人等
1 昭和51 秋の祭典として開催
2 52 麒麟児関
3 53 佐伯一郎
4 54 佐伯一郎
5 55 双葉あき子、原田ひろし
6 56 ロミ山田、アゴ＆キンゾー、コント赤信号
7 57 竜　鉄也
8 58 日吉ミミ、島津悦子、西川　晶、さこみちよ、三遊亭夢太郎
9 59 ヒデとロザンナ
10 60 アントニオ古賀
11 61 三上　寛、松鶴家千とせ、島津悦子、本間良博＆ワコ、若林加奈
12 62 神戸一郎

13 63 内山田洋とクールファイブ、島津悦子、春奈輝昭、
千本真由美、青山とも子

14 平成元 曽根史郎、島津悦子、三木陽子、福田忍、斎藤恵美、富士　歩

15 2 弦　哲也、松音ゆかり、デュエット、三木陽子、
春奈輝昭、岡田みゆき

16 3 青山　孝、萩原冴子、春奈輝昭、浅倉りえ、二朗と真弓、りり子
17 4 バーブ佐竹

18 5 大津美子、武澤春義、りり子、深山はるか、
酒井美樹、法月由美、島　育子

19 6 辺見まり、ＬＩＬＩＫＯ、武澤春義、
小谷未来、龍　広美、大石加奈子

20 7 三船和子、武澤春義、ＬＩＬＩＫＯ、篠沙代子、
小谷未来、藤原　浩、島　育子

21 8 安倍里津子、ＬＩＬＩＫＯ、武澤春義、愛田悦子、
木谷　力、河上りか

22 9 島津悦子、愛田悦子、成瀬亜美、青山沙由梨、早川　良、エリカ
23 10 新川二朗、成瀬亜美、大樹映美、畠山智子、一條　愛、鈴木瑠美
24 11 　　　
25 12 　　　
26 13 一節太郎
27 14 さくらと一郎、影郎、謝鳴
28 15 三善英史、エリカ、謝鳴
29 16 渚ゆう子、貝久保ひろし、謝鳴
30 17 香田　晋、矢野詩織、オレンチェ

31 18
大道芸（ダメじゃん小出、サブリミット、三雲いおり、
デビット・ラムゼイ、チクリーノ、王輝）、ホスピタルクラウン
（大棟耕介）

32 19 おぼん・こぼん、謝鳴、ホスピタルクラウン（大棟耕介）
33 20 こまどり姉妹、渡部美樹、ホスピタルクラウン

34 21 加賀あすか(小林幸子)とそのまんま美川(美川憲一)によるもの
まね豪華衣装対決、鳴海聖子、落合寿一、ホスピタルクラウン

35 22 （新沼謙治、おののこみち、ディアーズ、ホスピタルクラウン）
※台風接近のため中止

36 23 新沼謙治、おののこみち、ディアーズ、ホスピタルクラウン　
37 24 ロスインディオス、橘　冴香、落合壽一、ホスピタルクラウン
38 25 日野美歌、加藤恵子、ホスピタルクラウン
39 26 伊藤咲子、城めぐみ、ホスピタルクラウン　

40 27 園まり、落合壽一、松下くにえ、中村しづえ、
野中美代子、ホスピタルクラウン

41 28 松村和子、太田幸希、ホスピタルクラウン
42 29 三田明、葉月あけみ、ホスピタルクラウン
43 30 大場久美子、愛原みなみ、ホスピタルクラウン
44 令和元 城みちる、小沢あきこ、ホスピタルクラウン
※年度により未記載者あり
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四
四
回
厚
生
会
ま
つ
り
は
静
岡
県
予
防
医
学
協
会
の
協
賛
と
、
天
竜
病
院
、
天
竜
特
別
支
援
学
校
、
矢

崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
天
竜
工
場
の
協
力
を
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
浜
松
市
、
浜
松
市
社
会

福
祉
協
議
会
、
天
竜
商
工
会
、
浜
北
商
工
会
、
浜
松
商
工
会
議
所
、
天
竜
区
観
光
協
会
、
浜
松
い
わ
た

信
用
金
庫
二
俣
支
店
、
静
岡
銀
行
天
竜
支
店
の
後
援
も
い
た
だ
き
地
域
に
遍あ
ま
ね
く
ま
つ
り
と
し
て
開
催
し

て
い
る
。

二
　
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
と
天
竜
厚
生
会
実
践
発
表
会

昭
和
二
五
年
天
竜
厚
生
会
設
立
以
来
、
多
く
の
先
輩
諸
氏
に
よ
り
築
か
れ
た
六
〇
年
の
歴
史
を
振
り
返

り
、新
た
な
歴
史
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
節
目
と
し
て
平
成
二
二
年
九
月
四
日
、

国
、
県
、
市
町
を
は
じ
め
各
団
体
か
ら
の
ご
来
賓
と
関
係
者
に
ご
出
席
い
た

だ
き
、「
創
立
六
〇
周
年
記
念
式
典
」
を
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
浜
松
中
ホ
ー
ル
に

て
開
催
し
た
。式
典
で
は
長
年
当
法
人
に
貢
献
い
た
だ
い
た
渥
美
金
一
郎
氏
、

塩
崎
信
男
氏
（
※
故
人
）、
河
合
晴
夫
氏
、
灌
峯
義
文
氏
、
宮
澤
育
男
氏
の
五

氏
を
功
労
者
と
し
て
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
た
。
ま
た
、
法
人
及
び
施

設
の
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
二
の
団
体
、
個
人
に
も

感
謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。
そ
の
後
、『
国
家
の
品
格
』
の
著
者
で
あ

る
藤
原
正
彦
氏
に
よ
る
「
日
本
の
こ
れ
か
ら
、
日
本
人
の
こ
れ
か
ら
」
と
題

し
た
特
別
講
演
を
行
っ
た
。

創立60周年記念式典　理事長挨拶
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さ
ら
に
、
六
〇
周
年
記
念
事
業
と
し
て
「
第
一
回
天
竜
厚
生
会
実
践
発
表
会
」
を
保
育
園
・
幼
稚
園

児
及
び
職
員
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
、
マ
ー
チ
ン
グ
等
と
施
設
ご
利
用
者
及
び
職
員
に
よ

る
実
践
発
表
を
午
前
と
午
後
の
二
部
に
分
け
て
開
催
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
社
会
福
祉
法
人
の
事
業
は
一

般
の
方
々
に
は
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
社
会
福
祉
法
人
も
そ
う
し
た
Ｐ
Ｒ
活
動
に
は
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
こ
な
か
っ
た
た
め
、
六
〇
周
年
を
機
に
当
法
人
の
活
動
を
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
会
場
を
浜
松
市
内
中
心
地
に
求
め
て
第
一
回
目
を
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

の
後
も
時
事
の
社
会
情
勢
に
応
じ
た
テ
ー
マ
を
設
け
、
そ
れ
に
沿
っ
た
活
動
内
容
を
部
門
ご
と
に
選
定

し
て
毎
年
発
表
し
、
令
和
元
年
度
に
は
第
九
回
を
実
施
し
た
。

実
践
発
表
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
広
く
地
域
へ
の
呼
び
か
け
を
行

う
と
と
も
に
関
係
団
体
に
も
ご
案
内
し
て
い
る
。
ま
た
、
職
員
に
対
し
て
は
法
人
内
に
お
け
る
他
部
門
の
活

動
を
理
解
す
る
研
修
の
機
会
と
も
し
て
い
る
。
法
人
の
実
践
発
表
会
で
は
あ
る
が
、
静
岡
県
社
会
福
祉
事
業

共
済
会
の
共
催
、静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
助
成
・
協
力
を
は
じ
め
、浜
松
市
、浜
松
市
社
会
福
祉
協
議
会
、

静
岡
県
社
会
福
祉
士
会
及
び
遠
州
信
用
金
庫
、
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫
、
静
岡
銀
行
天
竜
支
店
の
後
援
を
い

た
だ
く
等
多
く
の
地
域
の
方
々
に
支
え
ら
れ
た
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

※
塩
崎
信
男
氏
は
平
成
一
二
年
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
た
め
、
奥
様
に
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
。
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平成25年度（H25.12.4)
（第3回）

平成24年度（H24.12.15)
（第2回）

平成22年度(H22.9.4)
（第1回）創立60周年記念式典 

実
践
発
表
会
　
年
度
別
発
表
演
目
一
覧

社会福祉法人の課題と今後の展望 施設ご利用者及び職員による実践発表 テーマ

なぎさ保育園園児によるオープニング
セレモニー

オープ
ニング

施設での作業療法の実践
　 名画の発掘はほんのささいな気づ

きでした

（医療保険事業部、厚生寮）

基調講演
「社会福法人の課題と今後の展望」

理事長　山本たつ子

特別講演
「日本のこれから　日本人のこれから」

数学者・作家・お茶の水女子大学
名誉教授・理学博士　藤原正彦氏

1

「男のサロン」開催を通じた地域に住
む高齢男性への支援
　 地域包括支援センター北遠中央で

の実践的な取り組み

（地域包括支援センター北遠中央）

世代間交流への取り組み

（やまびこ保育園）

保育園・幼稚園児及び職員による発表
マーチング、鳴子踊り、合唱、和太鼓、
ロックソーラン

（計10園）

2

特色ある7つの活動からの園児発表
　リズム遊び

（みなみしま保育園、とみがおか保育園）

日本の介護の仕事を通じて感じた思い

（百々山）

福祉ってなんだろう
　 天竜厚生会における福祉教育の取

り組み

（研修センター）

3

公開保育の取り組み

（こまつ保育園）

ロックソーラン（踊り）

（子育てセンターひだまり・さやのもり）

本人主体のケアを施設の中に、地域の
中に認知症の理解を深める取り組み
について

（高齢者支援事業部）

4

精神相談支援事業所ほくえんの実践
的取り組み

（精神相談支援事業所ほくえん）

救護施設清風寮創立50周年を迎えて
　新たな事業への取り組み

（清風寮）

住みなれた地域に住み続ける為に・・・
　 北遠における地域精神医療と地域

リハビリテーションの展開

（第二診療所、医療保健事業部）

5

給食センターのあゆみ
　 ご利用者のニーズに対応した食事

提供への取り組み

（給食センター）

ISOへの取り組み

（福祉サービス事業部）

地域と育む生活の輪
　 グループホーム・ケアホームの取り

組みと障がい者の日中活動

　　（障がい者支援事業部、
グループホーム・ケアホーム）

6

アジア社会福祉従事者研修生を受け
入れ30年目を迎えて
　 日本での研修を通じて学んだこと

感じた思い

（第30期アジア社会福祉従事者研修生、
こまつ保育園、研修センター）

管理職研修課題発表

（浜名、子育てセンターひだまり）

生きるをみつける
　 スポーツ・レクリエーション指導とは

（サービスセンター）

7

在宅医療連携拠点事業の取り組み

（医療保健事業部）

厚生寮バンド”アインザッツ”とともに
　音楽療法の取り組み

（サービスセンター）

8

P107-133_社会への発進と展開.indd   111 2021/02/15   9:58



112

平成28年度（H28.12.10)
（第6回）

平成27年度（H27.12.19)
（第5回）創立65周年記念

平成26年度（H26.12.6)
（第4回）

社会福祉法人が地域とともにできる
こと
～公益的な取り組み～

新たなる未来へ 私たちは、地域との連携を大切にします テーマ

ひびけ音！はずむ心とかがやく笑顔 
～鳴子踊り琉球エイサー～

こまつ・きぶね・しばもと保育園

ひびけみんなの心に
～なぎさ保育園児によるマーチング～

オープ
ニング

地域とともに取り組む「厚生会まつ
り」と「しらいと納涼祭」

（福祉サービス事業部、しらいと）

カンボジアの幼児教育支援について
　 やまびこ保育園とカンボジアの架

け橋

（SVAカンボジア事務所、
やまびこ保育園、子育て支援事業部）

山あいの小さなデイサービスの奮闘
　 地域に支えられて、くんまデイサービ

スの開所から現在まで

（くんまデイサービスセンター）

1

ワクワクしようぜ！
　 働く障がい者への理解を深めるた

めの取り組み

（赤石寮、天竜ワークキャンパス）

基調講演
「障害とは、自立とは」

　東京大学先端科学技術研究センター
　当事者研究分野・准教授　熊谷晋一郎氏

天竜厚生会　働きやすい職場を目指
して
　最近１０年のあゆみ

（総務課）

2

生活困窮者自立支援制度における就
労訓練事業の現況
　 保育園を舞台としたAさんの就労

訓練の軌跡

（しんぱら保育園、福祉サービス事業部）

組織の強化を目指して
　ＩＳＯの取り組み

（監査指導部）

職員への健康サポート
　 天竜厚生会診療所人間ドッグの取

り組み

（診療所）

3

城北の家倶楽部「地域セミナー」の開催

（城北の家）

法人内リハビリ専門職の支援の取り組み
　ご利用者の豊かな生活を目指して

（診療所、地域医療介護連携事業部）

地域、多職種、保育園による連携の取
り組み

（１）保育園と専門職との連携
（しばもと保育園）

（２） 地域の人の参加を得た学校評価活動
（さやのもり・ひだまり幼稚園部）

（３） 保育活動を通じての保育園間の連携
（やまびこ・すぎのこ保育園）

4

障害者相談支援事業所の役割と取り
組みの特色
　中山間地域の暮らしを支える！
　地域の力で連携作り

（相談支援事業所ひがし、てんりゅう）

地域における保護施設通所事業(サテ
ライト型)の役割と今後の展望

（清風寮）

天竜病院・天竜特別支援学校・天竜厚
生会の三者による取り組み
　 医療・教育・福祉連携エリアみゅう

の丘

（福祉サービス事業部）

5

多文化共生！
外国人に伝える「ふ・く・し」

（総務課、EPA実習生）

天竜厚生会板屋町デイサービスの歩
みとこれから

（板屋町デイサービスセンター）

「僕たち、私たちの輝ける夢」当事者の声
　 就労継続支援事業所から一般就労

へ向けて

（天竜福祉工場）

6
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令和元年度（R2.1.25)
（第9回）

平成30年度（H31.1.26)
（第8回）

平成29年度（H29.12.2)
（第7回）

福祉現場の取り組み
～今まさに必要とされていることとは～

多様化する福祉ニーズへの取り組み
～新たな支え合いへの挑戦～

地域共生社会の実現を目指して
～つながる社会資源～ テーマ

心にとどけ　からだにひびけ
～三崎のぶち合わせ太鼓～
子育てセンターみなみしま・とみがおか

心とからだで感じるリズム
～パワーあふれるロックソーラン～
子育てセンターさやのもり・ひだまり・

とものもり

未来へつなごう　歌、リズム
子育てセンターなかぜ・しんぱら・

かきのみ

オープ
ニング

未来に受け継がれる7つの活動
　春季・秋季職員研修の取り組み

（子育てセンターさやのもり、
なぎさ保育園）

天竜厚生会が創造し取り組む「こども
園」の姿

（子育てセンターこまつ）

人とのつながり、ひろがる和
　カンボジア幼児教育支援事業

（SVAカンボジア事務所、
子育てセンターとものもり・やまびこ）

1

天竜高校との連携による介護人材の
育成

（福祉サービス課）

子どもの支援・家庭の支援
　学習支援から見えた課題

（浜松市社会福祉協議会、地域福祉課）

障がい児通所事業の取り組みと今後の
展望について

（天竜厚生会りいお、やまぼうし）

2

静岡県生活困窮者等就労支援事業の
取り組み
　「つなげる」から「つながる」へ

（地域福祉課）

腰痛予防が必要なあなたへ
　腰痛体操のコツを知ろう

（さいわい、診療所）

地域で安心して暮らし続けるために

（精神相談支援事業所ほくえん）

3

地域包括ケアシステムの構築の実現
に向けて
　訪問看護が果たすべき役割

（訪問看護ステーション）

皆様に支えられて
　 オリーブから生まれる農福連携と地

域交流

（みのり）

就労支援における共生型サービスの
実現に向けて
　 働きたい誰もが通える場所を目指

して

（天竜ワークキャンパス、天竜福祉工場）

4

業務改善につなげる介護機器の導入

（さいわい）

ご利用者の想いに向き合い、くみ取り、
叶える支援に向けて

（浜名）

終末期における訪問入浴支援について

（貴布祢・しらいと訪問入浴センター）

5

私たちの法人天竜厚生会（人材育成必
携）の作成と伝達について

（総務部）

シンポジウム
みゅうの丘が描く地域共生社会
～つながる教育・医療・福祉～
　独立行政法人国立病院機構天竜病院

院長　早川啓史氏
　静岡県立天竜特別支援学校

校長　那須浩二氏
　社会福祉法人学校法人天竜厚生会

理事長　山本たつ子

6
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三
　
地
域
と
繋
が
る
催
し
の
開
催

（
一
）
納
涼
花
火
大
会

天
竜
厚
生
会
の
納
涼
花
火
大
会
は
昭
和
の
時
代
よ
り
ご
利

用
者
の
夏
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
て
き
た
。
当
初
、

旧
本
部
事
務
所
前
広
場
と
研
修
セ
ン
タ
ー
前
広
場
で
開
催
し

て
い
た
が
、
平
成
七
年
浜
名
園
に
広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
完
成

し
た
こ
と
を
受
け
、
そ
の
後
会
場
を
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
移
し
、

専
門
業
者
に
よ
る
本
格
的
な
打
ち
上
げ
花
火
を
始
め
る
と
と

も
に
近
隣
住
民
に
も
観
覧
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
た
。
平
成

二
四
年
か
ら
は
肢
体
不
自
由
児
親
の
会
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
等
地
域
の
障
が
い
当
事
者
団
体
に
も
ご
案
内
し
、
研
修
セ
ン
タ
ー
の
食
堂
、
会
議
室
を
開
放
し
快
適
な

環
境
の
中
で
花
火
を
観
覧
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
二
）
作
品
展

当
法
人
で
は
毎
年
、
厚
生
会
ま
つ
り
の
実
施
に
合
わ
せ
、
研
修
セ
ン
タ
ー
で
全
施
設
全
園
が
参
加
し
て
の

「
施
設
合
同
作
品
展
」
を
昭
和
四
五
年
よ
り
開
催
し
て
い
る
。
施
設
合
同
作
品
展
は
厚
生
会
ま
つ
り
の
一
週

間
前
に
開
場
式
を
行
い
、
厚
生
会
ま
つ
り
当
日
に
は
多
く
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
、
施
設
ご
利
用
者
や
園
児

の
作
品
を
鑑
賞
、
購
入
い
た
だ
い
て
い
る
。
な
お
、
優
れ
た
作
品
に
は
理
事
長
賞
、
常
務
理
事
賞
等
を
授
与 納涼花火大会
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す
る
こ
と
に
よ
り
、
ご
利
用
者
、
園
児
の
作
品
製
作
へ
の
励
み
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ご
利
用
者
の
作
品
を
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

地
域
で
の
作
品
展
も
開
催
し
て
い
る
。
展
示
会
場
は
地
元
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
60
、

く
ん
ま
水
車
の
里
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
く
ん
ま
）、
浜
松
い
わ
た
信
用
金
庫
二
俣
支
店
、

静
岡
銀
行
天
竜
支
店
等
を
お
借
り
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
多
く
の
方
が
集
ま
る

市
街
地
に
あ
る
遠
鉄
百
貨
店
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ロ
ゼ
も
利
用
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
作
品
展
の
開
催
は
、
ご
利
用
者
の
社
会
参
加
へ
の
促
進
と
作
品
制

作
へ
の
励
み
に
な
り
、
福
祉
へ
の
啓
発
に
繋
が
っ
て
い
る
。

（
三
）
よ
り
み
ち
カ
フ
ェ

地
域
の
方
々
や
当
法
人
の
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
が
気
軽
に
集
う
場
所
と
し
て
、
厚
生

会
福
祉
ク
ラ
ブ
（
天
竜
厚
生
会
退
職
者
の
有
志
に
よ
る
団
体
組
織
）
が
中
心
と

な
り
内
装
や
構
想
を
整
備
し
、
平
成
二
九
年
五
月
浜
北
区
根
堅
に
「
よ
り
み
ち

カ
フ
ェ
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
店
内
で
は
、
就
労
事
業
所
ご
利
用
者
に
よ
る
無

料
の
コ
ー
ヒ
ー
提
供
、
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
掲
示
、
ご
利
用
者

や
福
祉
ク
ラ
ブ
の
作
品
展
示
、
法
人
内
の
み
な
ら
ず
近
隣
の
就
労
事
業
所
も
含

め
た
作
品
販
売
等
も
一
体
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
月
一
回
程
度
、
折
り
紙
や

手
芸
教
室
等
を
開
催
し
、
身
近
な
福
祉
の
場
と
し
て
喜
ば
れ
て
い
る
。

よりみちカフェ（浜北区根堅）

地域での作品展（ギャラリーくんま）
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四
　
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

は
未
曾
有
の
大
災
害
で
あ
り
、
被
災
地
及
び
そ
の
周
辺
地

域
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
被
災
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
天
竜
厚
生
会
は
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
、
日
本
社

会
福
祉
士
会
等
の
関
係
機
関
か
ら
の
要
請
に
も
と
づ
き
、

職
員
の
派
遣
を
行
っ
た
。
職
員
の
選
定
は
、
職
員
の
意
欲

を
重
視
し
た
手
挙
げ
で
の
募
集
方
法
と
、
求
め
ら
れ
る
支

援
内
容
を
考
慮
し
、
職
種
に
応
じ
た
指
名
方
法
と
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
八
年
四
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
に
つ
い

て
も
、
同
様
に
職
員
を
派
遣
し
た
。

被
災
地
に
お
い
て
派
遣
職
員
は
、
高
い
専
門
性
を
活
か

し
直
接
的
な
支
援
や
、
地
域
課
題
を
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
す
る

た
め
の
支
援
等
を
実
施
し
た
。
な
お
、
職
員
の
な
か
に
は
自

主
的
に
被
災
地
に
出
向
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し

た
者
も
い
る
。
当
法
人
と
し
て
も
こ
う
し
た
経
験
が
有
事
の

際
に
は
、
必
ず
活
か
さ
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

職員派遣実績

災害名 県名 派遣先 支援内容 派遣期間
派遣延
日数

東日本
大震災

宮城県

東松島市地域包括支援センター
石巻市稲井地域包括支援センター
石巻市渡波地域包括支援センター

地域包括支援センター
（総合相談）業務への支援等

平成23年4月17日～
6月4日

19日

特別養護老人ホーム楽生園
みやぎ北部支援センター

福祉避難所での介護・支援
平成23年4月17日～

10月2日
152日

福島県
特別養護老人ホーム福寿園
特別養護老人ホーム花ぶさ苑

福祉施設での介護・支援
平成25年4月11日～
平成26年9月30日

77日

岩手県

岩手県山田町　町内 福祉施設の巡回調査
平成23年4月19日～

4月25日
14日

山田町地域包括支援センター
現地に蓄積されたアセスメント
結果の整理
地域アセスメントの現地支援

平成24年9月8日～
11月18日

36日

熊本地震 熊本県 藤岡医院 福祉避難所での介護・支援
平成28年7月17日～

7月29日
14日
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五
　
ふ
じ
の
く
に
ケ
ア
フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加

静
岡
県
は
介
護
職
員
が
日
頃
の
業
務
で
培
う
介
護
技
術
等
の
向
上
と
介

護
の
魅
力
を
発
信
す
る
目
的
と
し
て
、「
ふ
じ
の
く
に
ケ
ア
フ
ェ
ス
タ
」
を

静
岡
市
内
の
展
示
会
場
等
で
開
催
し
て
い
る
。
天
竜
厚
生
会
は
そ
の
趣
旨

に
賛
同
し
、介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
、ケ
ア
ご
は
ん
ア
イ
デ
ア
コ
ン
ク
ー
ル
、

法
人
ブ
ー
ス
の
出
展
等
、
毎
年
複
数
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
。

な
お
、
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
は
平
成
二
六
年
度
排
泄
部
門

（
軽
度
）
及
び
食
事
部
門
（
重
度
）、
平
成
二
八
年
度
排
泄
部
門
（
軽
度
）

に
て
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
と
と
も
に
、
ケ
ア
ご
は
ん
ア
イ
デ
ア
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
は
、平
成
二
五
年
度
一
般
の
部
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

六
　
天
竜
病
院
・
天
竜
特
別
支
援
学
校
と
の
連
携

（
一
）
医
療
・
教
育
・
福
祉
連
携
エ
リ
ア
「
み
ゅ
う
の
丘
」

平
成
二
三
年
か
ら
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
天
竜
病
院
、
静
岡
県
立
天
竜
特
別
支
援
学
校
、
社
会

福
祉
法
人
学
校
法
人
天
竜
厚
生
会
の
三
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
と
特
性
を
活
か
し
て
連
携
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
で
、
こ
の
エ
リ
ア
の
安
心
・
安
全
の
向
上
と
地
域
貢
献
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
定
期
的
に
協
議

会
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
三
者
協
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
き
っ
か
け
は
、
天
竜
特
別
支
援
学
校

か
ら
の
防
災
教
育
推
進
の
た
め
の
参
加
の
呼
び
か
け
だ
っ
た
。
大
規
模
地
震
の
発
生
時
に
お
け
る
考
え
方
や ケアフェスタ　介護技術コンテスト
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対
応
方
法
等
の
協
議
を
進
め
て
い
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
て
い
る
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
そ
の
解
決

に
は
三
者
が
協
力
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
結
論
か
ら
、
最
初
の
取
り
組

み
と
し
て
防
災
ワ
ー
キ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
た
。

ワ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
災
害
時
に
応
援
に
駆
け
つ
け
た
職
員
が
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
災
害
本

部
の
「
の
ぼ
り
」
と
応
援
職
員
で
あ
る
こ
と
が
判
別
で
き
る
「
ビ
ブ
ス
」
を
作
製
し
た
。
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
、
三
者
の
思
い
が
形
と
な
り
目
に
見
え
る
成
果
へ
と
繋
が
っ
た
。
そ
の
後
も
、
各
組
織
で
実

施
す
る
防
災
訓
練
へ
の
参
加
等
、
災
害
対
策
に
お
け
る
協
力
体
制
へ
の
強
い
意
識
が
三
者
間
に
徐
々
に

浸
透
し
て
い
る
。

ま
た
、
三
者
協
議
会
に
お
い
て
、
職
員
間
の
団
結
力
を
よ
り
一
層
深
め
、
こ
の
エ
リ
ア
を
知
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
エ
リ
ア
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
制
作
し
た
。
エ
リ
ア
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
職
員
、
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
か
ら
募
集
し
、
九
五
点
の
応
募
の
中
か
ら
、「
医
療
・
教
育
・
福
祉
連
携

エ
リ
ア
み・
ゅ・
う・
の・
丘・
」
に
決
定
し
た
。
み・
ゅ・
う・
は
、
医
療
の
Ｍ
ｅ
ｄ
ｉ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
、
教
育
の
Ｅ
ｄ
ｕ

ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
、
福
祉
の
Ｗ
ｅ
ｌ
ｆ
ａ
ｒ
ｅ
の
頭
文
字
「
Ｍ
・
Ｅ
・
Ｗ
」
を
繋
げ
、
三
者
の
連
携
を
表
し

た
。
ま
た
、
親
し
み
の
あ
る
や
さ
し
い
印
象
を
与
え
る
よ
う
に
ロ
ー
マ
字
で
は
な
く
、
ひ
ら
が
な
に
し
た
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
「
Ｍ
・
Ｅ
・
Ｗ
」
を
親
し
み
や
す
い
形
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
そ
の
色
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
示
す
緑
、
オ
レ
ン
ジ
、
黄
色
を
使
用
し
た
。
こ
の
※
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
天
竜
特
別
支
援
学
校
の
美
術
の
先

生
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
あ
る
。

三
者
は
医
療
・
教
育
・
福
祉
と
い
う
異
な
る
分
野
で
は
あ
る
が
、
同
一
エ
リ
ア
に
お
い
て
の
課
題
は
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共
通
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
強
み
を
活
か
し
、
三
者
で
協
力
し
地
域
に
貢
献
し
て

い
く
。

※
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
つ
い
て
は
資
料
編
に
掲
載
し
て
い
る
。

（
二
）
み
ゅ
う
の
丘
協
議
会
の
活
動

み
ゅ
う
の
丘
協
議
会
は
、
天
竜
病
院
、
天
竜
特
別
支
援
学
校
、
天
竜
厚
生
会
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
責
任
者
が

一
堂
に
会
す
る
機
会
と
し
て
年
三
回
の
定
例
会
開
催
を
軸
に
、
分
野
、
課
題
ご
と
の
作
業
部
会
で
具
体
的
な

協
議
、
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
定
例
会
は
六
月
を
天
竜
病
院
、
一
一
月
を
天
竜
特
別
支
援
学
校
、
三
月
を
当
法

人
が
そ
れ
ぞ
れ
事
務
局
業
務
を
担
当
し
、
会
場
提
供
、
資
料
準
備
、
進
行
を
担
っ
て
い
る
。
定
例
会
で
は
三

者
間
の
情
報
共
有
を
始
め
、作
業
部
会
等
か
ら
の
報
告
、提
案
に
も
と
づ
く
協
議
と
意
思
決
定
が
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果
の
一
つ
が
先
述
し
た
防
災
関
係
の
協
力
体
制
づ
く
り
で
あ
る
。
そ
れ
に
関

連
し
て
、
天
竜
特
別
支
援
学
校
と
当
法
人
の
境
に
あ
る
雑
木
林
を
切
り
開
き
「
瞑め
い
そ
う想
の
森
」
と
名
付
け
た
う

え
、
最
短
距
離
で
の
連
絡
通
路
と
し
て
も
整
備
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
徒
歩
数
分
で
互
い
の
エ
リ
ア
を
行
き
来

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
日
常
は
も
と
よ
り
災
害
時
で
あ
っ
て
も
迅
速
に
人
員
、
物
資
、
情
報
等

を
よ
り
短
時
間
で
円
滑
に
連
絡
、
連
携
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
同
じ
く
協
議
会
の
中
で
計
画
さ
れ

た
三
者
合
同
の
総
合
防
災
訓
練
に
お
い
て
も
、
連
絡
路
を
活
用
し
た
避
難
と
支
援
の
在
り
方
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
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ま
た
、
事
業
分
野
の
異
な
る
三
者
が
、
協
議
会
を
通
じ
「
近
く
て
遠

い
隣
人
」
か
ら
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
へ
と
変
わ
っ
た
こ
と
は
、
み
ゅ

う
の
丘
協
議
会
と
し
て
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
各
々
の
本
業
を
行
う
う

え
で
他
分
野
と
の
よ
り
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
可
能
に
し
た
。

三
者
の
連
携
を
深
め
る
一
方
で
、
み
ゅ
う
の
丘
エ
リ
ア
と
そ
の
活
動

に
つ
い
て
、
近
隣
地
域
に
向
け
た
情
報
発
信
が
進
め
ら
れ
た
。
エ
リ
ア

内
に
三
者
合
同
で
分
岐
点
に
案
内
看
板
を
設
置
し
た
他
、
互
い
の
事
業

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク
さ
せ
、
み
ゅ
う
の
丘
に
つ
い
て
説
明
す
る

ペ
ー
ジ
を
設
け
た
。
ま
た
、
平
成
二
九
年
を
皮
切
り
に
「
み
ゅ
う
の
丘

見
学
ツ
ア
ー
」
を
年
一
回
開
催
し
て
い
る
。
こ
れ
は
地
元
の
小
学
生
を

対
象
に
、
学
校
の
夏
休
み
の
一
日
を
利
用
し
て
病
院
、
学
校
、
福
祉
施

設
を
体
験
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
病
院
で
の
看
護
師
や
薬
剤
師
の

業
務
体
験
を
は
じ
め
、
支
援
学
校
で
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
福
祉
施
設
で
の
車
い
す
体
験
や
障
が
い

者
施
設
で
の
就
労
体
験
等
に
加
え
、
参
加
し
た
小
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
「
経
営
ト
ッ
プ
」
と
直
接
話

す
機
会
を
設
け
る
と
い
っ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
参
加
し
た
生
徒
は
こ
れ
を
夏
休
み
の
研
究
課
題
と
し
て

活
用
し
、
一
方
で
み
ゅ
う
の
丘
エ
リ
ア
に
と
っ
て
は
次
代
を
担
う
世
代
に
み
ゅ
う
の
丘
を
認
知
し
て
も
ら
う

た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
三
者
で
の
協
働
の
一
つ
と
し
て
定
期
的
な
交
通
安
全
街
頭
指
導
が
あ
る
。
年
四
回
の
交
通
安
全 みゅうの丘見学ツアー　就労体験
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週
間
に
あ
わ
せ
、
み
ゅ
う
の
丘
エ
リ
ア
各
所
で
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
つ
つ
、
三
者
協
議
会
の
活
動
を
職
員
、

地
域
に
直
接
伝
え
る
場
と
し
て
い
る
。

今
後
は
さ
ら
に
三
者
が
隣
接
し
て
い
る
特
徴
や
強
み
に
加
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
た
連
携
の

在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
よ
り
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
目
指
し
て
い
く
。

七
　
二
つ
の
サ
ミ
ッ
ト
の
進
展

（
一
）
日
本
福
祉
大
学
提
携
社
会
福
祉
法
人
サ
ミ
ッ
ト

天
竜
厚
生
会
は
、
福
祉
の
教
育
・
研
究
機
関
と
交
流
を
図
り
、
相
互
に
社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
学
校
法
人
日
本
福
祉
大
学
と
平
成
一
八
年
、提
携
を
結
ん
だ
。
そ
れ
以
降
、連
携
の
強
化
に
努
め
、

学
生
の
資
格
取
得
や
職
員
の
採
用
等
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

近
年
に
お
い
て
は
、
当
法
人
と
同
様
に
日
本
福
祉
大
学
と
提
携
す
る
全
国
に
点
在
す
る
一
四
の
社
会
福

祉
法
人
と
、
災
害
時
に
協
力
し
合
う
等
の
覚
書
を
連
絡
担
当
部
局
で
あ
る
大
学
と
結
ん
で
い
る
（
三
八
ペ
ー

ジ
）。
ま
た
、
実
践
力
の
あ
る
社
会
福
祉
士
の
育
成
を
目
的
と
し
た
総
合
支
援
型
実
習
（
一
〇
三
ペ
ー
ジ
）

も
開
始
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
質
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
毎
年
大
学
が
主
催
す
る
提
携
社
会
福
祉
法
人
サ
ミ
ッ
ト

に
出
席
し
、
必
要
な
協
議
や
他
法
人
と
の
情
報
交
換
を
重
ね
て
い
る
。
今
後
も
教
育
・
研
究
機
関
で
あ
る
大

学
と
福
祉
現
場
で
あ
る
当
法
人
を
含
め
た
連
携
社
会
福
祉
法
人
が
よ
り
良
い
協
力
関
係
を
継
続
す
る
こ
と
に

よ
り
、
社
会
福
祉
の
進
展
に
貢
献
し
て
い
く
。
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日
本
福
祉
大
学
提
携
社
会
福
祉
法
人
サ
ミ
ッ
ト
一
覧

回

開
　
催
　
日

全
　
体
　
テ
　
ー
　
マ

講
演（
基
調
講
演
・
特
別
報
告
）

会
　
　
場

第
1
回

平
成
二
〇
年
二
月
九
日
～
一
〇
日

社
会
福
祉
法
人
の
役
割
と
経
営
・
運
営
に
つ
い
て

日
本
福
祉
大
学

（
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
）

第
2
回

平
成
二
一
年
二
月
七
日
～
八
日

社
会
福
祉
法
人
の
役
割
と
経
営
・
運
営
に
つ
い
て

再
編
期
の
社
会
福
祉
ー
動
向
と
課
題

日
本
福
祉
大
学
　
宮
田
和
明
氏

日
本
福
祉
大
学

（
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
）

最
近
の
社
会
福
祉
の
動
き
か
ら
・
介
護
保
険
制
度
と
社
会
福

祉
法
人

全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
　
福
間
　
勉
氏

第
3
回

平
成
二
二
年
二
月
六
日
～
七
日

社
会
福
祉
法
人
の
役
割
と
経
営
・
運
営
に
つ
い
て

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉

東
洋
大
学
　
古
川
孝
順
氏

日
本
福
祉
大
学

（
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
）

政
権
交
代
と
福
祉
の
動
向

全
国
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
　
福
間
　
勉
氏

第
4
回

平
成
二
三
年
二
月
一
九
日
～
二
〇
日

新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
社
会
福
祉
法
人
の
役
割

こ
れ
か
ら
の
日
本
と「
新
し
い
公
共
」

参
議
院
議
員
・
厚
生
労
働
副
大
臣
　
大
塚
耕
平
氏

サ
イ
プ
レ
ス
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

（
名
古
屋
市
）

第
5
回

平
成
二
四
年
二
月
一
八
日
～
一
九
日

地
域
福
祉
の
発
展
に
果
た
す
社
会
福
祉
法
人
の
役
割
・
責
任

社
会
福
祉
法
人
経
営
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
地
域
福
祉

日
本
福
祉
大
学
　
大
橋
謙
策
氏

メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｙ
Ａ

（
名
古
屋
市
）

日
本
福
祉
大
学

（
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
）

第
6
回

平
成
二
五
年
二
月
一
六
日
～
一
七
日

地
域
福
祉
を
担
う
社
会
福
祉
法
人
の
役
割

今
後
の
社
会
保
障
制
度
改
革
の
行
方
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム

日
本
福
祉
大
学
　
二
木
　
立
氏

Ｉ
Ｍ
Ｙ
会
議
室

（
名
古
屋
市
）
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第
7
回

平
成
二
六
年
二
月
二
二
日
～
二
三
日

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
の
姿
」の
創
造
に
向
け
た
社
会
福

祉
法
人
と
大
学
の
役
割

「
今
後
の
社
会
福
祉
の
姿
」と
社
会
福
祉
法
人
の
役
割

桜
美
林
大
学
　
白
澤
政
和
氏

ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
名
古
屋
市
）

社
会
福
祉
法
人
の
今
後
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て

厚
生
労
働
省
　
友
藤
智
朗
氏

第
8
回

平
成
二
七
年
二
月
二
八
日
～
三
月
一
日

社
会
福
祉
法
人
制
度
の
転
換
期
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人

の
役
割

社
会
福
祉
法
人
の
こ
れ
か
ら
厚
生
労
働
省
　
古
都
賢
一
氏

ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
名
古
屋
市
）

第
9
回

平
成
二
八
年
二
月
二
七
日
～
二
八
日

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

「
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
福
祉
の
提
供
ビ
ジ
ョ
ン
」と
今
後

の
対
応

日
本
福
祉
大
学
　
二
木
　
立
氏

日
本
福
祉
大
学

（
東
海
キ
ャ
ン
パ
ス
）

第
10
回

平
成
二
九
年
二
月
二
五
日
～
二
六
日

地
域
共
生
社
会
実
現
に
向
け
た
社
会
福
祉
法
人
の
役
割
と

展
望
～「
我
が
事
・
丸
ご
と
」は
何
を
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
～

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
ー
社
会
福
祉
法
人
へ
の
期

待
ー

厚
生
労
働
省
　
本
後
　
健
氏

ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
名
古
屋
市
）

第
11
回

平
成
三
〇
年
二
月
二
四
日
～
二
五
日

地
域
共
生
社
会
の
実
現
と
社
会
福
祉
法
人

「
我
が
事
・
丸
ご
と
」地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
社
会

福
祉
法
人
へ
の
期
待

厚
生
労
働
省
　
定
塚
由
美
子
氏

日
本
福
祉
大

（
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
）

（
東
海
キ
ャ
ン
パ
ス
）

第
12
回

令
和
元
年
二
月
二
三
日
～
二
四
日

社
会
保
障
制
度
改
革
と
社
会
福
祉
法
人
の
こ
れ
か
ら

社
会
保
障
制
度
改
革
と
社
会
福
祉
法
人
へ
の
期
待

中
央
大
学
　
宮
本
太
郎
氏

ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
名
古
屋
市
）

第
13
回

令
和
二
年
二
月
二
二
日
～
二
三
日

新
し
い
時
代
の
社
会
保
障
制
度
改
革
と
社
会
福
祉
法
人
の

役
割

社
会
福
祉
の
変
化
と
社
会
福
祉
法
人
の
使
命

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
　
古
都
賢
一
氏

ホ
テ
ル
名
古
屋
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

（
名
古
屋
市
）
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（
二
）
福
祉
村
サ
ミ
ッ
ト

福
祉
村
サ
ミ
ッ
ト
は
平
成
一
三
年
高
齢
者
施
設
、
障
が
い
者
施
設
、
児
童
施
設
、
医
療
施
設
等
複
合
的
に

施
設
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
が
、
単
独
種
別
施
設
に
は
な
い
運
営
の
難
し
さ
を
共
有
し
、
そ
の
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
う
機
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
当
法
人
は
発
足
当
初
よ
り
参
加
し
て
い
る
。
発
足
以
来
、
構

成
法
人
が
毎
年
交
代
で
事
務
局
と
な
り
、
そ
の
年
に
ふ
さ
わ
し
い
テ
ー
マ
の
も
と
基
調
講
演
や
実
践
発
表
を

企
画
し
、
協
議
及
び
情
報
交
換
の
場
を
提
供
し
て
い
る
。

サ
ミ
ッ
ト
は
令
和
元
年
で
一
九
回
と
な
っ
た
。
そ
の
間
育
ま
れ
た
法
人
同
士
の
交
流
は
、
運
営
に
関
す
る

助
言
等
を
求
め
ら
れ
る
関
係
に
ま
で
進
展
し
て
い
る
。

福
祉
村
サ
ミ
ッ
ト
一
覧
　
※
第
１
回
か
ら
第
９
回
は「
天
竜
厚
生
会
の
あ
ゆ
み（
平
成
一
三
年
～
平
成
二
二
年
）に
掲
載

回

開
　
催
　
日

主
催
法
人

講
　
義
　
テ
　
ー
　
マ

講
　
　
　
　
　
師

場
　
　
　
所

第
10
回

平
成
二
二
年
一
一
月
一
八
日
～
一
九
日

神
戸
聖
隷

福
祉
事
業
団

日
本
型
福
祉
の
展
望
と
課
題

神
奈
川
県
立
保
健
福
祉
大
学
教
授
　
河 

幹
夫
氏

兵
庫
県
神
戸
市

障
害
者
自
立
支
援
法
の
行
方

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福
祉
部
　

障
害
福
祉
課
課
長
　
土
生
英
二
氏

第
11
回

平
成
二
三
年
九
月
二
九
日
～
三
〇
日

天
竜
厚
生
会

静
岡
の
歴
史
と
文
化

元
静
岡
市
長
・
現
静
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長 河

合
代
悟
氏

静
岡
県
静
岡
市

社
会
福
祉
法
人
経
営
の
課
題
と
展
望

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
基
盤
課
課
長
　定塚
由
美
子
氏

第
12
回

平
成
二
四
年
八
月
三
日
～
四
日

弘
前
愛
成
園

職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
最
前
線

愛
成
会
弘
前
愛
成
病
院
院
長
　
田
崎
博
一
氏

青
森
県
青
森
市

地
域
包
括
ケ
ア
の
実
現
に
向
け
て

厚
生
労
働
省
老
健
局
振
興
課
課
長
　
川
又
竹
男
氏

社
会
福
祉
法
人
経
営
の
今
後
と
厚
生
労
働
省 

に
望
む
こ
と

こ
う
ほ
う
え
ん
理
事
長
　
廣
江
　
研
氏

縄
文
人
の
こ
こ
ろ
を
掘
る

青
森
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
課
課
長
　
岡
田
康
博
氏
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第
13
回

平
成
二
五
年
八
月
二
日
～
三
日

長
岡
福
祉
協
会

平
穏
死
と
い
う
選
択

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芦
花
ホ
ー
ム
常
勤
医
　
石
飛
幸
三
氏

新
潟
県
長
岡
市

社
会
保
障
の
現
状
と
課
題

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
事
務
局
長
　
中
村
秀
一
氏

第
14
回

平
成
二
六
年
一
一
月
七
日
～
八
日

芳
香
会

今
後
の
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
の
方
向
性
と

会
計
の
あ
り
方

ひ
た
ち
野
総
合
税
理
士
法
人
所
長
　
川
井
義
久
氏

茨
城
県
つ
く
ば
市

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
法
人
に
期
待
す
る
も
の

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
本
部
企
画
役
　
古
都
賢
一
氏

既
存
施
設
の
地
域
分
散

～
暮
ら
し
て
き
た
地
域
に
戻
る
方
法
～

長
岡
福
祉
協
会
理
事
　
小
山
　
剛
氏

社
会
貢
献
事
業
10
年
の
あ
ゆ
み

み
さ
さ
ぎ
会
理
事
長
　
奥
田
益
弘
氏

第
15
回

平
成
二
七
年
一
一
月
六
日
～
七
日

同
朋
福
祉
会

地
域
銀
行
の
存
在
意
義

西
京
銀
行
取
締
役
頭
取
　
平
岡
英
雄
氏

山
口
県
山
口
市

制
度
変
革
期
に
お
け
る
社
会
福
祉
法
人
の

人
材
確
保
対
策
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
福
祉
人
材
確
保
対
策
官

兼
福
祉
基
盤
課
福
祉
人
材
確
保
対
策
室
長
　
榊
原
　
毅
氏

第
16
回

平
成
二
八
年
一
一
月
一
七
日
～
一
八
日

さ
わ
ら
び
会

茶
の
湯
　
も
て
な
し
の
心
と
カ
タ
チ

武
者
小
路
千
家
15
代
家
元
後
嗣
　
千
　
宗
屋
氏

愛
知
県
豊
橋
市

病
理
解
剖
に
よ
る
認
知
症
の
神
経
病
理
診
断

さ
わ
ら
び
会
福
祉
村
病
院
神
経
病
理
研
究
所
所
長
　
橋
詰
良
夫
氏

第
17
回

平
成
二
九
年
一
一
月
二
一
日
～
二
二
日

旭
川
荘

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
医
療
福
祉
分
野
に
お
け
る

緊
急
人
道
支
援

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
政
策
企
画
官
　
野
﨑
伸
一
氏

岡
山
県
岡
山
市

地
域
共
生
社
会
の
背
景
と
ね
ら
い
～
地
域
共

生
社
会
づ
く
り
と
社
会
福
祉
法
人
へ
の
期
待
～

厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
地
域
福
祉
課
室
長
　
本
後
　
健
氏

第
18
回

平
成
三
〇
年
一
一
月
八
日
～
九
日

こ
う
ほ
う
え
ん

介
護
事
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
て

社
会
福
祉
研
究
所
研
究
員
　
秋
山
由
美
子
氏

鳥
取
県
米
子
市

介
護
人
材
の
育
成
と
共
生
社
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
介
護
人
材
キ
ャ
リ
ア
開
発
機
構
理
事
長
山
田
尋
志
氏

第
19
回

令
和
元
年
一
一
月
二
六
日
～
二
七
日

聖
隷
福
祉

事
業
団

社
会
福
祉
法
人
の
生
産
性
と
ガ
バ
ナ
ン
ス

上
智
大
学
総
合
人
間
科
学
部
社
会
福
祉
学
科
准
教
授

藤
井
賢
一
郎
氏

静
岡
県
浜
松
市
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八
　
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
改
善
事
業

（
一
）
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
ジ
ャ
イ
カ
）
事
業
の
開
始

平
成
二
七
年
六
月
、
静
岡
県
が
国
際
協
力
機
構
（
以
下
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
提
案
し
た
平
成
二
六
年
度
草
の
根
技
術
協
力

事
業
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
の
公
立
幼
稚
園

に
お
け
る
幼
児
教
育
・
保
育
の
質
の
改
善
事
業
」
が
正
式
採

択
さ
れ
、
同
年
一
二
月
一
五
日
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
中
部
、
静
岡
県
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協

会
（
以
下
、
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
務
所
、
天
竜
厚
生
会

と
の
間
で
了
承
取
付
文
書
を
取
り
交
わ
し
、
翌
年
一
月
か
ら

三
ヶ
年
の
事
業
（
以
下
、
第
一
フ
ェ
ー
ズ
）
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に
お
け
る

幼
稚
園
教
員
の
幼
児
教
育
に
関
す
る
能
力
及
び
教
育
環
境
の
改
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
で
は
、
四
〇
年
前
に
勃
発
し
た
国
内
紛
争
に
よ
り
多
く
の
社
会
機
能
が
破
壊
さ
れ
、

幼
児
教
育
環
境
と
ス
ク
ー
ル
レ
デ
ィ
ネ
ス
（
就
学
準
備
）
の
改
善
が
課
題
で
あ
っ
た
。
当
法
人
は
、
社
会
福

祉
法
人
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に
対
し
、
行
政
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
等
と
協
働
、
連
携
し
て
い
く
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
法
人
の
在
る
べ
き
姿
と
捉
え
、
本
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

当
法
人
に
お
い
て
は
①
今
ま
で
培
っ
て
き
た
幼
児
教
育
・
保
育
の
知
識
と
技
術
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に
提

供
す
る
、
②
職
員
が
自
ら
の
仕
事
の
実
践
を
振
り
返
る
機
会
と
し
、
保
育
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
生・

き・

る・

力・ 幼児教育・保育の質の改善事業　了承取付文書
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を・

育・

む・

保・

育・

の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
、
③
多
文
化
や
歴
史
に
触
れ
る
こ
と
で
、
自
ら
の
視
野
を
広
げ
る
と

と
も
に
、
国
際
社
会
に
お
け
る
日
本
の
役
割
や
立
場
を
考
え
る
機
会
と
す
る
、
④
益
々
日
本
社
会
の
国
際
化

が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
外
国
の
人
々
や
文
化
に
興
味
を
持
ち
、
国
際
感
覚
を
身

に
付
け
て
い
く
機
会
と
す
る
、
こ
の
四
点
を
本
事
業
に
協
力
す
る
ね
ら
い
と
し
た
。

本
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
当
法
人
で
は
保
育
職
を
中
心
と
し
た
「
チ
ー
ム
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
を
結
成

し
、
同
国
で
四
半
世
紀
に
渡
っ
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
を
続
け
て
い
る
Ｓ
Ｖ
Ａ
と
タ
ス
ク
チ
ー
ム
を
組
ん
だ
。
日
本

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
を
ス
カ
イ
プ
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
電
話
サ
ー
ビ
ス
）
で
繋
ぎ
、
現
地
及
び
東
京
事
務
所

の
Ｓ
Ｖ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
、
様
々
な
活
動
を
推
進
し
た
。

（
二
）
訪
日
研
修

第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
平
成
二
八
年
九
月
と
平
成
三
〇
年
九
月
の
二
回
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
政
策
立
案
と
教
育
現
場
で
の
具
体
的
な
幼
児
教
育
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
作
成
を
目
的
と
し
て
、
天
竜
厚
生
会
で
訪
日
研
修
を
受
け
入
れ
た
。
同
研

修
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
教
育
局
局
長
、
教
育
局
副
局
長
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

開
発
局
副
局
長
、
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
副
局
長
、
幼
稚
園
園
長
、
教
員
等
計
二
〇

人
が
参
加
し
た
。
こ
の
研
修
で
は
、
静
岡
県
知
事
、
浜
松
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
、

浜
松
市
内
の
公
立
幼
稚
園
や
小
学
校
へ
の
視
察
、
各
所
で
の
事
業
報
告
会
、
当

法
人
認
定
こ
ど
も
園
で
の
実
習
等
を
実
施
し
た
。

訪日研修（子育てセンターやまびこ）
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そ
の
な
か
で
も
子
育
て
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ
で
の
実
習
は
、
日
本
の
幼
児
教
育
を
知
っ
て
い
た
だ
く
う
え

で
最
も
主
眼
に
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
様
々
な
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
個
々
の
活
動
が
子
ど
も
の
成
長
や
学
び
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
理
解
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
子
ど
も

が
主
体
的
に
活
動
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
も
学
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

訪
日
研
修
は
、
園
に
通
う
子
ど
も
に
と
っ
て
も
異
文
化
に
触
れ
る
良
い
経
験
と
な
り
、
職
員
に
と
っ
て
は

自
分
の
保
育
を
振
り
返
り
、
保
育
の
原
点
に
立
ち
返
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

（
三
）
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
で
の
現
地
視
察
・
講
義
指
導

第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
活
動
と
し
て
、
チ
ー
ム
カ
ン
ボ
ジ
ア
メ
ン
バ
ー
が
二
人

一
組
で
五
回
の
現
地
視
察
・
講
義
指
導
を
行
っ
た
。
そ
の
目
的
は
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
王
国
の
教
員
が
訪
日
研
修
で
学
ん
だ
こ
と
を
実
践
に
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
、
視
察
メ
ン
バ
ー
が
現
地
の
幼
稚
園
で
実
際
に
活

動
を
行
い
、
現
地
教
員
に
対
し
て
直
接
教
育
・
保
育
の
指
導
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
す
る
こ
と
の
二
つ
で
あ
っ
た
。

現
地
視
察
・
講
義
指
導
を
重
ね
る
度
に
、
現
地
教
員
の
意
識
に
変
化
が
感
じ

ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
子
ど
も
の
体
に
合
わ
せ
た
椅
子
や
机
の
整
備
、
室
内

の
備
品
整
備
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
環
境
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
使
い
や
す

い
も
の
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
自
主
的
に
片
付
け
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

子育てセンターやまびこを参考にして整備された個人棚

P107-133_社会への発進と展開.indd   128 2021/02/15   9:59

129

な
っ
た
。
特
に
、
こ
う
し
た
環
境
整
備
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
当
法
人
へ
の
訪
日
研
修
時
に
学
ん
だ
掲
示
物
の

工
夫
や
棚
の
設
置
等
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
廃
材
に
よ
る
玩
具
作
り
に
つ
い
て
も
、
訪
日
研
修
時
に

学
ん
だ
廃
材
活
用
等
の
ア
イ
デ
ア
が
実
践
さ
れ
て
い
る

様
子
が
確
認
で
き
た
。

実
際
に
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
で
、
現
地
の
言
葉
や
文

化
に
触
れ
、
よ
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
子
ど
も
た
ち
の

状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
日
本
の
保
育
を
そ
の
ま
ま

当
て
は
め
る
の
で
は
な
く
、
よ
り
現
地
の
環
境
に
配
慮

し
た
教
育
・
保
育
を
一
緒
に
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
姿

勢
に
も
繋
が
っ
た
。

現
地
視
察
の
日
程

第
一
回
：
平
成
二
八
年
　
六
月
一
一
日
～
　
六
月
一
九
日
（
参
加
者
二
人
）

第
二
回
：
平
成
二
八
年
一
二
月
一
〇
日
～
一
二
月
一
八
日
（
参
加
者
二
人
）

第
三
回
：
平
成
二
九
年
　
六
月
一
〇
日
～
　
六
月
一
八
日
（
参
加
者
二
人
）

第
四
回
：
平
成
三
〇
年
　
一
月
二
八
日
～
　
二
月
　
三
日
（
参
加
者
二
人
）

第
五
回
：
平
成
三
〇
年
　
五
月
二
六
日
～
　
六
月
　
二
日
（
参
加
者
四
人
）

事業開始当初の教室（改善前）

子どもの体に合った高さに改善された机と椅子（改善後）
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（
四
）
広
報
活
動

第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
当
法
人
職
員
の
み
な
ら
ず
県
内
外
の
保
育
関
係
者
や
地
域
の
方
々
に
対
し
て
、
国

際
協
力
に
対
す
る
理
解
を
促
進
す
る
た
め
、
様
々
な
広
報
活
動
を
実
施
し
た
。

一
般
市
民
も
対
象
と
し
た
事
業
報
告
会
は
、
平
成
二
八
年
九
月
の
訪
日
研

修
の
際
に
、
第
一
回
目
と
し
て
事
業
関
係
者
及
び
事
業
内
容
に
関
心
を
持
つ

約
八
〇
人
に
参
加
い
た
だ
き
、
静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
ざ
れ

あ
（
静
岡
市
）」
で
開
催
し
た
。
本
報
告
会
の
な
か
で
は
、
訪
日
研
修
で
来
日

さ
れ
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
政
府
官
僚
や
Ｓ
Ｖ
Ａ
ス
タ
ッ
フ
に
参
加
い

た
だ
き
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

第
二
回
目
は
、
平
成
二
九
年
九
月
に
「
ア
ク
ト
シ
テ
ィ
（
浜
松
市
）」
に
お

い
て
約
二
〇
〇
人
の
参
加
を
得
て
開
催
し
た
。
一
回
目
と
同
様
、
訪
日
研
修

で
来
日
さ
れ
て
い
た
方
々
や
、
チ
ー
ム
カ
ン
ボ
ジ
ア
メ
ン
バ
ー
か
ら
の
報
告

を
と
お
し
て
、
現
地
の
情
勢
や
生
活
環
境
を
知
り
国
際
協
力
の
大
切
さ
、
日
本
の
豊
か
さ
に
気
付
く
者
等
、

各
々
が
国
際
社
会
に
対
し
理
解
関
心
を
深
め
る
機
会
と
な
っ
た
。

ま
た
、
事
業
啓
発
を
目
的
と
し
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
へ
の
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
を
二
度
に
わ
た
り
実
施
し

た
。
県
民
だ
よ
り
へ
の
掲
載
、
静
岡
県
保
育
所
連
合
会
（
現
静
岡
県
保
育
連
合
会
）
と
静
岡
県
私
立
幼
稚
園

振
興
協
会
に
メ
ー
ル
配
信
を
依
頼
し
、
県
内
に
幅
広
く
ツ
ア
ー
の
募
集
を
広
報
し
た
結
果
一
〇
人
の
参
加
を

得
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
で
は
、
支
援
し
て
い
る
幼
稚
園
の
視
察
や
そ
の
園
に
通
う
園
児
の
家
庭
を
訪
問
し
、
現
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地
に
お
け
る
幼
児
教
育
の
現
状
や
園
児
の
実
生
活
を
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
は
日
本
の
絵
本
を
現
地
に
届
け
る
活
動
も
実
施
し
、
日
本
の
絵
本
に
現
地
の
訳
文

シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
る
作
業
を
当
法
人
各
園
の
保
護
者
や
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
地
域
の
保

護
者
に
お
願
い
す
る
こ
と
で
、
保
護
者
へ
の
啓
発
活
動
に
も
繋
が
っ
た
。

そ
の
他
に
も
当
法
人
機
関
誌
へ
の
掲
載
や
実
践
発
表
会
で
の
報
告
等
を
行
っ
た
結
果
、
当
法
人
職
員
の
み

な
ら
ず
他
機
関
及
び
地
域
の
方
々
に
事
業
内
容
の
啓
発
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
と
お

し
て
、
当
法
人
に
就
職
し
た
い
と
い
う
学
生
が
い
た
こ
と
も
大
き
な
成
果
と
言
え
る
。

（
五
）
第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
終
了
と
今
後
へ
の
展
望

第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
の
幼
稚
園
に

お
い
て
効
果
的
な
指
導
法
と
魅
力
的
な
教
室
環
境
の
整
備
を
通
じ
て
、
幼
児

教
育
活
動
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
年
月
を
重
ね
る
ご
と

に
現
地
幼
稚
園
教
員
が
意
欲
的
な
姿
勢
と
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
子
ど
も
た

ち
が
変
わ
っ
て
い
く
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
当
法
人
の

保
育
職
に
と
っ
て
、
幼
児
教
育
を
と
お
し
て
ア
ジ
ア
の
国
に
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
保
育
の
仕
事
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
。

第
一
フ
ェ
ー
ズ
で
の
実
績
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
教
育
省
に
認
め
ら
れ
、

チームカンボジア（スカイプ会議）
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二
〇
一
八
年
度
（
平
成
三
〇
年
度
）
に
改
正
さ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
の
幼
児
教
育
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
、

調
査
編
集
委
員
と
し
て
記
載
さ
れ
た
Ｓ
Ｖ
Ａ
と
と
も
に
、
参
考
資
料
提
供
者
と
し
て
「
天
竜
厚
生
会
・
チ
ー

ム
カ
ン
ボ
ジ
ア
」
の
名
が
記
さ
れ
、
こ
れ
も
第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
成
果
と
い
え
る
。

三
年
間
の
取
り
組
み
は
終
了
し
た
が
、
今
回
の
実
績
成
果
を
継
続
し
て
よ
り
質
の
高
い
幼
児
教
育
に
し
て

い
き
た
い
と
い
う
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
令
和
元
年
度
は
外
務
省
単
年
度
事
業
「
日
本
Ｎ

Ｇ
Ｏ
連
携
無
償
資
金
協
力
事
業
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
に
お
け
る
図
書
活
動
を
中
心
と
し
た
モ
デ
ル
中
央
幼
稚

園
整
備
事
業
」（
以
下
、
Ｎ
連
事
業
）
を
実
施
し
、
令
和
二
年
度
か
ら
の
三
年
間
（
第
二
フ
ェ
ー
ズ
）
で
は

第
一
フ
ェ
ー
ズ
を
継
承
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
全
体
に
事
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く
計
画
と
な
っ
た
。

（
六
）
Ｎ
連
事
業
か
ら
第
二
フ
ェ
ー
ズ
へ

第
一
フ
ェ
ー
ズ
は
三
年
間
で
終
了
し
た
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
か
ら
継
続
支
援
の
必
要
性
を
求
め
ら
れ
た

た
め
、
令
和
元
年
度
の
一
年
間
は
外
務
省
支
援
の
Ｎ
連
事
業
に
Ｓ
Ｖ
Ａ
の
協
力
法
人
と
し
て
参
画
し
た
。

第
一
フ
ェ
ー
ズ
の
取
り
組
み
に
お
い
て
は
大
き
な
成
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
対
象
地
区
内
全
て
の

園
や
現
場
教
員
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
周
知
が
で
き
ず
、
定
着
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。

そ
の
た
め
Ｎ
連
事
業
で
は
、「
遊
び
や
環
境
を
通
し
た
学
び
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
現
地
の
モ
デ
ル
園
で

あ
る
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
中
央
幼
稚
園
の
環
境
整
備
と
教
員
の
能
力
強
化
、
保
護
者
へ
の
啓
発
に
力
を
注
い

だ
。
ま
た
、
令
和
元
年
一
〇
月
二
九
日
～
一
一
月
七
日
の
訪
日
研
修
で
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
教
育
局
副
局
長

や
中
央
幼
稚
園
教
員
等
計
一
二
人
が
来
日
し
、
子
育
て
セ
ン
タ
ー
や
ま
び
こ
で
第
一
フ
ェ
ー
ズ
と
同
様
の
実
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習
を
行
う
と
と
も
に
近
隣
の
教
育
関
連
施
設
へ
の
見
学
も
実
施
し
た
。

令
和
二
年
四
月
か
ら
は
、
再
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
の
採
択
に
よ
り
第
二
フ
ェ
ー
ズ
と
し
て
「
遊・

び・

や・

環・

境・

を・

通・

し・

た・

学・

び・

に
基
づ
く
幼
児
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実
践
の
た
め
の
基
盤
構
築
事
業
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根

技
術
協
力
事
業
・
パ
ー
ト
ナ
ー
型
）」
に
継
続
さ
れ
た
。
こ
の
事
業
は
、
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州
で
「
遊
び
や

環
境
を
通
し
た
学
び
」
に
基
づ
い
た
新
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
実
践
の
普

及
モ
デ
ル
構
築
と
、
中
央
レ
ベ
ル
（
教
育
省
及
び
幼
稚
部
教
員
養

成
校
）
の
人
材
育
成
を
並
行
し
て
行
い
、
将
来
的
に
教
育
省
が
自

ら
の
力
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
則
し
た
実
践
を
各
州
に
普
及
で
き
る

状
態
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
後
普
及
モ
デ
ル
と
な
る
各
州

の
中
央
幼
稚
園
が
幼
児
教
育
の
実
践
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果

た
し
、
周
辺
の
幼
稚
園
と
と
も
に
質
の
改
善
が
図
ら
れ
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

こ
の
四
年
間
の
取
り
組
み
を
と
お
し
て
、
自
分
た
ち
が
培
っ
て

き
た
幼
児
教
育
・
保
育
の
知
識
と
技
術
が
国
際
協
力
に
貢
献
で
き

た
こ
と
は
職
員
の
誇
り
と
自
信
に
繋
が
っ
た
。
今
後
も
当
法
人
は
、

Ｓ
Ｖ
Ａ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
幼
児
教
育
支
援
に
協
力
し
、
国
際
的

な
広
い
視
野
を
持
っ
て
、
子
ど
も
主
体
の
保
育
を
自
ら
が
考
え
、

実
践
で
き
る
保
育
職
を
さ
ら
に
育
成
し
て
い
く
。

幼児教育・保育の質の改善事業　第1フェーズ（ワット・コー幼稚園）
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未
来
に
生
き
る
あ
な
た
が
た
へ

～
天
竜
厚
生
会
の
今
後
の
歩
む
べ
き
方
向
～

こ
こ
に
一
枚
の
図
面
が
あ
る
。
昭
和
五
〇
年
、
天
竜
厚
生
会
が
行
政
に
提
出
し
た
国
有
地
払
い
下
げ

要
望
書
に
添
え
ら
れ
た
図
面
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
既
に
払
い
下
げ
が
完
了
し
た
現
在
天
竜
園
と
称
す

る
エ
リ
ア
の
整
備
済
み
施
設
群
の
み
な
ら
ず
、「
楽
園
を
目
指
し
て
」
と
題
さ
れ
た
後
に
天
竜
福
祉
工

場
、
浜
名
寮
（
現
浜
名
）
と
し
て
実
現
す
る
施
設
群
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
二
次
計
画
、

第
三
次
計
画
、
第
四
次
計
画
、
第
五
次
計
画
ま
で
表
さ
れ
て
い
る
。
計
画
地
は
国
有
地
の
み
な
ら
ず
県

有
地
ま
で
、
言
っ
て
み
れ
ば
他
人
の
土
地
の
上
に
勝
手
に
計
画
を
描
き
、
要
望
書
と
し
て
提
出
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

払
い
下
げ
要
望
の
主
な
内
容
は
、
こ
の
当
時
最
も
ニ
ー
ズ
の
高
い
重
度
障
が
い
者
総
合
施
設
の
整
備

で
あ
る
。
当
時
の
我
が
国
の
障
が
い
者
施
策
は
、
自
立
・
更
生
を
主
眼
と
し
て
お
り
、
重
度
障
が
い
者

の
生
活
支
援
施
策
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
重
度
障
が
い
者
が
安
心
し
て
支
援
を
受
け
ら
れ
る
施
設
要

望
は
非
常
に
多
く
、
天
竜
厚
生
会
は
施
設
を
一
体
的
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
で
、
障
が
い
者
の
処
遇
向

天
竜
厚
生
会
第
六
代
理
事
長
　
　
　

山
本
　
た
つ
子
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上
と
業
務
省
力
化
、
合
理
化
が
図
ら
れ
る
と
考
え
た
。
こ
の
当
時
、
高
度
経
済
成
長
に
よ
り
社
会
は
大

き
く
変
わ
ろ
う
と
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。「
楽
園
を
目
指
し
て
」
は
、
こ
の
地
を
福
祉
の
街
に
す
る
と

い
う
熱
い
思
い
の
表
れ
で
あ
る
。
入
所
定
員
や
施
設
形
態
等
、
計
画
と
は
多
少
異
な
る
も
の
の
ほ
ぼ
近

い
状
態
で
今
日
ま
で
の
施
設
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。

研
修
セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
、
福
祉
教
育
を
始
め
た
の
も
こ
の
当
時
で
あ
る
。
福
祉
教
育
を
受
け
入
れ

る
入
所
施
設
は
ご
利
用
者
に
と
っ
て
は
生
活
の
場
で
あ
り
、
介
護
の
現
場
で
も
あ
る
た
め
、
そ
こ
に

一
般
の
人
々
を
受
け
入
れ
る
な
ど
も
っ
て
の
ほ
か
と
言
う
声
も
あ
っ
た
が
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
し

た
う
え
で
、
体
験
交
流
の
場
と
し
て
提
供
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
た
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
当
時

の
学
校
教
育
で
は
触
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
福
祉
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
以
来
こ
の
事
業

は
、
今
日
ま
で
四
〇
年
以
上
に
わ
た
り
継
続
さ
れ
て
い
る
。

事
業
の
拡
張
や
整
備
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
時
期
か
ら
積
極
的
に
進
め
て
き
た
も
の
が
業
務
の

効
率
化
、
い
わ
ゆ
る
集
中
管
理
方
式
の
徹
底
で
あ
る
。
こ
の
当
時
の
事
務
局
長
山
村
三
郎
は
業
界
か
ら

「
お
金
の
計
算
ば
か
り
し
て
い
る
」
と
批
判
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
そ
れ
は
既
に

法
人
経
営
の
重
要
性
を
山
村
が
指
摘
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
事
業
の
推
進
を
図
る
う
え
で
、

最
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
ど
う
す
る
か
、
ど
う
活
か
す
か
で
あ
る
。
給
食
業

務
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
務
の
集
中
化
、
さ
ら
に
財
務
や
人
事
の
集
中
化
に
よ
り
、
間
接
業
務
の
効
率
化

が
図
ら
れ
て
い
る
環
境
は
、
今
の
天
竜
厚
生
会
の
職
員
に
と
っ
て
は
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
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時
と
し
て
は
ま
さ
に
画
期
的
な
取
り
組
み
で
あ
っ
た
。
昨
今
の
社
会
福
祉
法
人
改
革
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
社
会
福
祉
法
人
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
お
り
、
天
竜
厚
生
会
の
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
は
時
代
を
経
て
今
日
評
価
さ
れ
て
き
て
い
る
。

平
成
二
二
年
、
天
竜
厚
生
会
六
〇
周
年
に
発
刊
し
た
記
念
誌
に
は
、
天
竜
厚
生
会
の
今
後
の
課
題
と

歩
む
べ
き
方
向
を
示
し
て
い
る
。
一
〇
年
を
経
過
し
て
こ
の
課
題
が
今
ど
う
な
の
か
検
証
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
か
ら
今
後
の
天
竜
厚
生
会
の
展
望
を
切
り
開
い
て
い
き
た
い
。

一
　
地
域
に
根
差
し
た
法
人
経
営

地
域
に
根
差
す
と
い
う
考
え
方
は
、
創
立
六
〇
年
次
に
新
た
に
掲
げ
た
展
望
と
い
う
よ
り
も
天
竜
厚

生
会
の
成
り
立
ち
時
点
か
ら
の
取
り
組
み
で
あ
る
。
身
寄
り
も
地
縁
も
な
い
結
核
回
復
者
が
こ
の
地
で

事
業
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
協
力
と
理
解
な
く
し
て
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
。
地
域
と
の

関
わ
り
に
お
い
て
は
歴
史
的
な
経
過
の
中
で
、
幾
つ
か
の
経
緯
が
み
ら
れ
る
。
当
初
は
地
域
の
支
援
を

受
け
、
ま
た
、
ご
利
用
者
に
は
生
活
保
護
を
受
給
し
て
も
ら
い
な
が
ら
事
業
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
な
こ
と
は
地
元
行
政
の
理
解
も
得
ら
れ
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

次
の
取
り
組
み
は
、
静
岡
県
内
全
域
を
対
象
と
し
て
、
最
も
困
難
な
生
活
状
況
に
あ
る
人
々
へ
の
支

援
で
あ
る
。
戦
後
か
ら
一
〇
年
以
上
経
て
い
る
と
は
い
え
、
地
域
に
は
生
活
に
困
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ

る
社
会
的
弱
者
が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
各
自
治
体
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
そ
の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
た
。
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天
竜
厚
生
会
が
最
も
困
難
な
人
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
姿
勢
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
た
ち
に
大
い
に
評

価
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
後
、
本
部
か
ら
離
れ
た
地
域
で
の
事
業
展
開
に
至
る
が
、
こ
れ
も
地
域
の
強
い
要
望
に
よ
り
始

ま
っ
た
事
業
で
あ
っ
た
。
富
士
宮
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
白
糸
寮
（
現
し
ら
い
と
）
や
旧
浜
北
市

に
お
け
る
保
育
所
整
備
等
で
あ
る
。
徐
々
に
進
め
た
施
設
整
備
に
合
わ
せ
て
職
員
数
は
増
加
し
た
が
、

さ
ら
に
平
成
に
入
っ
て
急
増
し
、
ど
の
地
域
に
お
い
て
も
地
元
の
雇
用
の
場
と
し
て
天
竜
厚
生
会
は
大

き
く
貢
献
で
き
て
い
る
。

地
域
に
根
差
す
こ
と
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
必
要
性
を
感
ず
る
。
こ
れ
ま
で
期
待
さ
れ
て
き
た
福
祉

事
業
は
、
主
と
し
て
箱
物
、
い
わ
ゆ
る
施
設
で
の
活
動
展
開
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
日
の
共
生
社
会

と
言
わ
れ
る
な
か
で
の
社
会
福
祉
法
人
の
役
割
は
、
地
域
の
中
に
入
り
、
地
域
住
民
と
と
も
に
考
え
、

共
に
取
り
組
む
活
動
展
開
で
あ
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
求
め
ら
れ
て
久
し
い
。
地
域
の
中
で
の
暮
ら
し
を
支
え
る
機
能

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
個
の
支
援
で
は
な
く
、
家
族

や
地
域
を
巻
き
込
ん
で
い
く
支
援
が
必
要
と
な
る
。
入
所
支
援
が
中
心
で
あ
っ
た
天
竜
厚
生
会
の
事
業

は
、
今
後
益
々
視
点
を
地
域
へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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二
　
財
務
基
盤
の
確
立
（
長
期
利
益
・
資
金
・
積
立
計
画
の
継
続
的
更
新
）

財
務
基
盤
の
確
立
は
法
人
経
営
を
進
め
る
う
え
で
の
主
要
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の
積
み
立
て
を

し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
た
だ
貯
め
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
今
後
ど
の
程
度
の
資
金
が
必

要
で
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
事
業
展
開
を
す
る
の
か
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で

は
、
長
期
利
益
・
資
金
・
積
立
計
画
は
設
備
投
資
計
画
と
も
リ
ン
ク
す
る
。
ま
た
、
物
価
変
動
や
人
件

費
の
上
昇
等
々
事
業
継
続
に
向
け
て
の
長
期
的
展
望
が
必
要
と
な
る
。
民
間
企
業
と
異
な
り
、
際
限
な

く
利
益
を
追
求
す
る
必
要
は
な
い
が
、
昨
今
の
職
員
確
保
が
難
し
い
時
代
に
あ
っ
て
は
、
給
与
体
系
を

整
備
し
確
実
に
昇
給
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
が
必
須
で
あ
る
。
か
つ
て
の
措
置
時
代
の
よ
う
に
人
事
院
勧

告
に
よ
っ
て
変
動
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
法
人
独
自
の
給
与
体
系
を
確
立
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
そ
れ
を
支
え
ら
れ
る
だ
け
の
財
源
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
建
物
や
設
備
の
更
新
費
用

も
同
様
に
計
画
的
な
整
備
と
財
源
確
保
が
重
要
だ
が
、
こ
れ
ら
を
よ
り
適
切
に
行
う
た
め
に
は
、
社
会

情
勢
の
変
化
、
特
に
ニ
ー
ズ
の
変
化
、
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
変
化
を
確
実
に
把
握
し
、
時
代
を
読

み
取
る
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　
機
能
的
な
組
織
の
構
築

社
会
福
祉
法
人
が
ど
の
よ
う
に
地
域
と
関
わ
り
、
福
祉
ニ
ー
ズ
に
向
き
合
い
、
役
割
を
果
た
し
て
い

く
か
は
、
そ
の
組
織
が
い
か
な
る
機
能
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
業
務
を
遂
行
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
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職
員
数
二
，
三
〇
〇
人
を
超
す
体
制
と
な
っ
た
今
日
、
さ
ら
な
る
組
織
基
盤
の
確
立
は
主
要
課
題
で
あ

る
。
そ
の
際
、
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
組
織
機
能
が
強
く
な
り
過
ぎ
る
と
、
職
員
の
創

造
力
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
等
マ
イ
ナ
ス
要
因
も
生
み
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
組
織
を
ど

の
よ
う
に
効
率
的
に
す
る
か
、
し
か
も
柔
軟
な
仕
組
み
と
す
る
か
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

四
　
人
材
確
保
と
育
成

将
来
的
な
労
働
力
不
足
を
想
定
し
、
職
員
の
育
成
や
環
境
整
備
等
々
を
進
め
る
べ
く
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
予
想
以
上
に
職
員
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
新
た
な
事
業
拡
大
は
認
定
こ
ど
も
園
や

保
育
所
整
備
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
年
を
追
う
ご
と
に
人
材
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ

は
福
祉
業
界
に
限
ら
ず
、
他
業
界
に
も
同
様
の
状
況
が
見
ら
れ
る
。
高
齢
者
人
口
の
増
大
と
そ
れ
に
伴

う
事
業
数
の
増
大
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、

定
年
延
長
を
導
入
し
た
他
、
採
用
方
法
の
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
柔
軟
な
職
員
採
用
に
努
め
て
き
た
。

ま
た
、
在
日
外
国
人
の
積
極
的
な
雇
用
や
障
が
い
者
雇
用
の
拡
大
等
も
検
討
し
導
入
し
て
き
た
。

今
後
益
々
緊
迫
す
る
で
あ
ろ
う
人
材
不
足
の
事
態
に
備
え
、数
年
前
よ
り
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）

に
基
づ
く
外
国
人
介
護
福
祉
士
候
補
生
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
に
対
す
る
奨
学
金
制
度

も
導
入
し
た
た
め
、
介
護
を
学
び
た
い
外
国
人
を
支
援
し
な
が
ら
、
天
竜
厚
生
会
の
働
き
手
と
し
て
活

躍
す
る
人
材
と
出
会
え
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
る
。
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一
方
で
多
様
な
人
材
の
活
用
に
は
、
業
務
の
見
直
し
や
整
理
、
特
に
業
務
の
切
り
分
け
の
検
討
も
必

要
と
な
る
。
か
つ
て
の
介
護
現
場
の
よ
う
に
全
員
が
同
じ
業
務
を
す
る
の
で
は
な
く
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
自
ら
の
専
門
業
務
を
担
え
る
環
境
を
さ
ら
に
整
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

五
　
専
門
的
機
能
の
充
実

我
々
の
行
う
サ
ー
ビ
ス
は
、
専
門
的
な
業
務
で
あ
り
、
携
わ
る
者
は
専
門
職
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

専
門
職
と
は
何
か
、
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
報
酬
あ
る
い
は
給
与
を
得
て
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
以
上
、
専
門
職
と
し
て
の
自
覚
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
家
資
格
が
あ
る
職
種
の

職
員
は
そ
の
取
得
を
目
指
し
、
取
得
後
も
さ
ら
に
技
術
や
知
識
の
向
上
に
励
む
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し

て
こ
そ
、
そ
の
技
術
や
知
識
、
力
量
を
様
々
な
分
野
で
活
か
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
地

域
で
困
っ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
支
援
が
一
層
求
め
ら
れ
る
。
ご
利
用
者
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
職

員
が
出
向
く
支
援
は
福
祉
専
門
職
な
ら
で
は
の
活
動
と
い
え
る
。

福
祉
と
い
う
業
務
は
と
か
く
誰
に
で
も
で
き
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
ご
利
用
者
の
状
態
か
ら

支
援
の
方
法
を
考
察
し
、
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
変
化
を
予
測
し
な
が
ら
実
施
す
る
支
援
は
ま
さ
に
福
祉

の
専
門
職
な
ら
で
は
の
活
動
で
あ
る
。
こ
う
し
た
専
門
職
を
育
て
る
こ
と
も
、
ま
た
社
会
福
祉
法
人
の

大
き
な
使
命
で
あ
る
と
考
え
る
。
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六
　
新
た
な
社
会
福
祉
ニ
ー
ズ
へ
の
挑
戦

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
天
竜
厚
生
会
の
先
達
者
た
ち
は
常
に
ニ
ー
ズ
を
見
つ
け
、
支
援
の
手
段
を
模

索
し
、
実
現
し
て
き
た
。
ニ
ー
ズ
は
社
会
情
勢
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
歴
史
的
な
経
過
の
中
で
変
化
し
て

く
る
。
我
々
は
そ
の
ニ
ー
ズ
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
力
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
い
将
来
、
我
が
国

は
よ
り
多
く
の
外
国
人
と
と
も
に
暮
ら
す
社
会
を
迎
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
の
備
え
を
今
か
ら
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

結
び
に
あ
た
っ
て

一
〇
年
前
の
課
題
と
展
望
は
十
分
に
考
察
し
た
う
え
、
さ
ら
な
る
段
階
へ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
構
成
が
大
き
く
変
わ
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
か
、
な
ぜ

行
う
の
か
を
し
っ
か
り
と
共
有
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
何
よ
り
も
ご
利
用
者
と
そ
の
ご
家
族
、
そ

れ
を
支
え
る
職
員
が
同
じ
方
向
へ
進
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。「
九
十
九
匹
は
み
な
帰
り
た
れ
ど
、
ま

だ
帰
ら
ぬ
一
匹
の
行
方
訪
ね
ん
」
の
精
神
は
、
時
代
を
超
え
て
今
も
受
け
継
が
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
未

来
に
も
続
く
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。
未
来
に
生
き
る
全
て
の
職
員
が
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
天
竜

厚
生
会
を
支
え
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
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編

　集

　後

　記

先
の
六
〇
周
年
時
に
も
あ
ゆ
み
の
編
集
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、一
〇
年
の
時
を
経
て
再
び
本
誌
の
作
成
に
加
わ

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
光
栄
に
思
う
。「
光
陰
矢
の
如
し
」の
諺
そ
の
ま
ま
に
こ
の
一
〇
年
瞬
く
間
に
過
ぎ
た
思
い
で
あ

る
。
た
だ
、一
日
一
日
、一
年
一
年
を
積
み
重
ね
て
の
一
〇
年
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。
当
法
人
が
一
〇
年
前
に
放
っ

た
矢
が
真
直
ぐ
に
目
指
し
た
的
に
向
か
っ
て
い
る
か
は
、本
誌
を
と
お
し
て
諸
氏
の
判
断
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。
紆
余

曲
折
は
あ
っ
た
と
し
て
も
現
在
こ
こ
に
到
達
し
て
い
る
事
実
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、こ
の
間
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
各
位
に

衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

こ
れ
ま
で
の
先
輩
諸
氏
の
熱
き
思
い
と
功
績
を
記
し
た
六
〇
年
間
の
記
録
を
、
今
回
の
あ
ゆ
み
で
紹
介
で
き
な
い
こ
と

を
深
謝
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
一
〇
年
を
記
録
し
た
本
誌
を
と
お
し
て
当
法
人
の
七
〇
年
を
顧
み
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
無
体
に
願
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
一
〇
年
の
記
録
が
今
後
の
事
業
に
少
し
で
も
参
考
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
文
章
や

関
係
者
の
記
憶
を
も
と
に
事
業
の
概
要
に
主
眼
を
置
い
て
ま
と
め
た
た
め
、
業
務
の
詳
細
や
担
当
者
の
直
情
ま
で
記
述
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
記
録
と
し
て
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
な
内
容
の
失
念
や
事

象
の
誤
認
が
あ
れ
ば
併
せ
て
ご
容
赦
願
い
た
い
。

最
後
に
、
貴
重
な
時
間
を
費
や
し
執
筆
、
協
力
い
た
だ
い
た
諸
氏
並
び
に
本
誌
の
製
作
に
尽
力
い
た
だ
い
た
編
集
委
員

に
感
謝
申
し
上
げ
結
び
と
し
た
い
。

七
〇
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会

　委
員
長

　藤
井
祐
三

P142_編集後記.indd   142 2021/01/29   14:16

143

山
本
た
つ
子

伊
藤

　栄

藤
井
祐
三

髙
栁

　弘

木
藤
祐
二

青
木
幸
一

赤
堀
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